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21 法人名 1

著者・発表者等 タイトル 発表雑誌・会合等 巻・号 頁 発行・発表年等
掲載論文のDOI

（付与されている場合）

(1) 伝康晴、榎本美香
話し手の視線の向
け先は次話者にな
るか

社会言語科学
第14巻
第1号

pp.97-109 2012

(2)
松香敏彦、田中優
子 、坂本康昭

Toward a social-
technological
system that
inactivates false
rumors through the
critical thinking of
crowds

Proceedings of
the Annual
Hawaii
International
Conference on
System Sciences

no.
647991
2

pp. 649-658 2013

(3)

Tomokazu
Ushitani, Clint J.
Perry, Ken Cheng,
Andrew B. Barron

Accelerated
behavioural
development
changes fine-scale
search
behaviour and
spatial memory in
honey bees (Apis
mellifera L.)

Journal of
Experimental
Biology

219 pp.412-418 2016

(1) 土田知則
ポール・ド・マン
言語の不可能性、
倫理の可能性

岩波書店 全129頁 2012

(2) 加藤隆 旧約聖書の誕生 筑摩書房 全608頁 2011

(3) 三井吉俊
啓蒙主義の厄介物
としてのスピノザ ―
―スピノザとベール

思想 第4号 pp.115-137 2014

(1) 池田忍

平安時代の性の政
治学と「紙絵」の位
置：絵合巻を中心
に

助川幸逸郎・土
方洋一・松岡智
之・立石和弘編
『新時代への源
氏学2　関係性の
政治学1』竹林舎

ｐｐ.199-227 2014

(2)
上村清雄（監修・
著）

味覚のイコノグラ
フィア：蜂蜜・授乳・
チョコレート

ありな書房 全286頁 2012

(3)
上村清雄（監修・
著）

視覚のイコノグラ
フィア:「トロンプ・ル
イユ」・横たわる美
女・闇の発見

ありな書房 全328頁 2015

(1) 高木元

L’Illustration des
romans populaires
au Japon aux ⅩⅧ
e et ⅩⅨe siécles

Arts Asiatiques vol.66 pp.27-46 2011

(2) 兼岡理恵

シンポジウム 風土記
研究の最前線 (風土
記1300年記念 風土
記フェスタ公開シンポ
ジウム)

しまねの古代文
化 : 古代文化記
録集

21号 pp.89-130 2014

(3)
大原祐治（編・解
題）

復刻版「月刊にひ
がた」

三人社 全1724頁 2015

(1) 舘美貴子

Ivy Fashion, Folk
Music and the
Japanese Perception
of American College
Culture in the 1960s

The Australasian
Journal of Popular
Culture

2月3日 pp.439-456 2013

(2) Rayment, Andrew

Fantasy, Politics,
Postmodernity:
Pratchett, Pullman,
Mieville and Stories
of the Eye

Ｂｒｉｌｌ pp. 276 2014

(3) Rayment, Andrew
Feigning to Feign':
Pratchett and the
Masquerade

Palgrave
Macmillan

pp.45-74 2014

(1) 鴻野わか菜

Функция живопис
и в «Петербурге»
Андрея Белого

Миры Андрея Бе
лого С.827-836 2011

(2) 鳥山祐介

“Английский сад” ка
к метафора в сочине
ниях Н.М. Карамзин
а

Russian
Literature

Volume
75,
Issues
1–4

pp.477–490 2014

(3) 山口元

La estructura
narrativa del Don
Juan de Torrente
Ballester

Revista de Filolog
ía de la
Universidad de La
Laguna

33 pp.237-250 2015

(1) 佐藤博信
中世東国の権力と
構造

校倉書房 全616頁 2013

(2) 引野亨輔

“Honen”and
“Shinran”in Early
Modern Jodo
Shinshu

The Eastern
Buddhist

pp.31-53 2011

(3) 三宅明正

Rewriting History
in a Textbook in
Contemporary
Japan

Routledge  pp.163-180 2011

(1) 栗田禎子
中東革命のゆくえ：
現代史のなかの中
東・世界・日本

大月書店 全267頁 2014

(2) 趙景達 近代朝鮮と日本 岩波書店 全288頁 2012

(3) 山田賢 “善”と革命

辛亥革命百周年
記念論集編集委
員会編『総合研
究　辛亥革命』岩
波書店

ｐｐ.145-168 2012

法人番号 国立大学法人千葉大学 学部・研究科等番号 学部・研究科等名 文学部

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部の研究活動において想定する関係者は、第一に国内外の研究者コミュニティーであり、研究者コミュニティーへの参加と貢献が求められている。もちろんそれは国内に止まるべきではなく、広く国際的な研究交流の推進も重要である。また、獲得された高度な研究成果を、地域社会をはじ
め、人文科学への知的関心を有する市民に向けて発信していることも本学部の特色の一つである。したがって、研究業績の選定に当たっては、（１）査読、招聘を経て発表されたものである、あるいは発表後のレビューによって研究者コミュニティーの評価を受けていること、（２）外国語で研究成果を
発表している、あるいは日本語で発表された業績が海外で翻訳されるなど、国際的な研究交流ネットワークの中で評価されていること、（３）地域社会をはじめ広く市民に向けて研究成果を発信し、かつ一定の影響力を持ったこと、以上三つの判断基準に基づいて行っている。

２．選定した研究業績

業
績
番
号

細目
番号

細目名
研究テーマ

及び
要旨【200字以内】

代表的な研究成果
【最大３つまで】

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業績
番号

共
同
利
用
等

1 1201
認知科

学

認知情報科学に関する研究

　本研究は、多様な社会的行動の背後に隠され
ている複雑な認知情報処理過程を究明するもの
である。会話といった言語行動における非言語
行動（視線）の影響や、ヒト社会の情報受容過程
における、情報との事前接触の影響を明らかに
した。さらに、こうしたヒトの社会的認知行動とそ
の背景にある情報処理の特質を照らし出すため
に、進化的に分化した社会性生物における認知
情報処理過程を解明した。

SS

（１）は、言語にかかわる行動と情報処理について論じたものであるが、その巧みな
研究手法と当該及び関連領域の発展への貢献が評価されて、第12回 徳川宗賢
賞を受賞した。（２）は、査読付きの国際会議の発表で，第46回ハワイ国際システム
学会で最優秀発表賞（Best Paper Award, The 46th Hawaii International
Conference on System Sciences (HICSS)）を受賞している。（３）は、海外の神経生
物学者との国際的・学際的共同研究の成果であり、2.9と高いインパクトファクター
の専門誌に、査読を経て掲載された。

4 3101
日本文

学

日本文学資料論に関する研究

　本研究は、日本文学におけるテクストとその板
本について、生成・流通・受容という側面から考
察を加えたものである。取り上げられたテクスト
は、古代の風土記から近世の絵入り読本、近現
代における地方文学雑誌と多様な対象に及んで
いるが、資料・文献に密着した着実な実証成果
を上げている。

S SS

3302 日本史

日本史における権力と歴史叙述に関する研究

　本研究は、日本の中世・近世・近現代の歴史
的事象を、社会的実態とともに表象の視座から
論じたものである。中世日本において西国とは
異なる独自の展開を見せた東国のイメージと権
力構造、江戸時代に作られた仏教諸宗派宗祖
のイメージ、そして現代日本における教科書の
歴史叙述など、歴史が記憶され語り出される「語
り口」を分析する。

S

（１）は、中世東国社会の歴史を対象とした単著の研究書であるが、『歴史評論』
（779号、2015年）、『日本歴史』（808号、2015年）など、日本史の代表的な学術誌
に書評が掲載され、東国から中世の社会を照射しようとする方法的視座が評価さ
れた。（２）は、江戸時代の仏教をめぐる宗教社会史について論じたものだが、
1921年、鈴木大拙により創刊されて以来、日本の仏教史研究を海外へ紹介する代
表的な英文雑誌となっているTHE EASTERN BUDDHISTに、掲載された論考であ
る。（３）は、ヨーロッパの東アジア研究者たちが組織した共同研究、論集に参加を
要請されて執筆したものである。この本の書評は、ドイツ、イギリス、香港／台北等
の学術雑誌に掲載されており、「三宅のこの仕事は、日本歴史を国境を越えた見
通しで考える具体例である」（China Perspectives 2013-3）といった評価を得た。

5 3102
英米・英
語圏文

学

英米現代文化・文学に関する研究

　本研究は、アメリカ、イギリスの現代文化・文学
を対象とするものであるが、従来ともすれば軽視
されてきたアメリカのポピュラー文化と、これに対
するトランスナショナルな視座、あるいは文学批
評の対象として取りあげられることの少なかった
ファンタジー文学の意義を論じたものである。

8 3303
アジア

史・アフリ
カ史

アジア・アフリカ近現代史に関する研究

　本研究は、中東・中国・朝鮮などのアジア・アフ
リカ地域を対象としながら、近代から現代までを
視野に収めつつ、各地域における歴史的な変動
を考察したものである。いずれも、政治的な変動
を、表層的な変化としてではなく、文化や権力構
造などの基層から問い直す試みである。

SS S

（１）は、2010年のスーダン総選挙において外務省から選挙監視団の一員として選
任され、2011年にはエジプト革命を自ら実見するなど、我が国において中東情勢
に最も明るい研究者の一人である著者が、中東革命のうねりを近現代世界史の中
に位置づけたものであり、学術誌『歴史学研究』書評（941号、2016年）において、
中東現代史を理解する上で「一つの指針を示している」同時代史的考察として高く
評価された。（２）は、朝鮮近代史に関する先端的研究成果を、新書というかたちで
平易に概説したものであり、東京新聞（2012年10月20日）、読売新聞（2013年1月6
日）に書評が掲載されたほか、2015年には日本の代表的な朝鮮近代研究の成果
として、朝鮮語の翻訳版が韓国で出版された。同書は、東亜日報、中央日報、文
化日報など韓国の新聞でも書評・紹介がなされている。（３）は、2011年、辛亥革命
100周年を記念して組織された国際シンポジウムから招聘されて報告、執筆した論
文である。また、この国際シンポジウムを基礎に公刊された論集から本論文を含む
5編が英訳され、The Journal of Contemporary China Studies, Vol.3, No.1（2014）
の辛亥革命特集において、日本の新しい中国史研究の動向を代表する論考とし
て紹介、掲載された。

2 2904 思想史

ヨーロッパ思想史に関する研究

　本研究は、扱った研究対象とその時代はまっ
たく異なるが、ヨーロッパの思想史を考える上で、
それぞれの時代の根幹となるような重要なテクス
ト、思想の検討が行われた。それは古代におけ
る旧約・新約聖書であり、近代の啓蒙主義であ
り、そして現代における脱構築批評である。

S SS

（１）は、「第1人者が書き下ろした」「ド・マンを主題にした日本人による初めての書
物」（岩波書店）であったため、研究者に受容されたのみならず、日本経済新聞
（2013年2月17日朝刊）、週刊現代（2013年3月23日号）など一般紙にも書評・紹介
が掲載されたほか、この出版を契機に一般公開のトークセッション（2013年2月6
日、東京堂書店）が開催された。（２）は、旧約聖書という比較的日本においてなじ
みのない古典について、その成立と背景を丁寧に解説したものであり、日本経済
新聞（2012年1月8日朝刊）に書評が掲載されたほか、この業績に基づいて、2014
年のNHK Eテレ「100分de名著」のゲスト講師として、旧約聖書の解説を担当した。
（３）は、日本語で公刊されている哲学・思想・歴史等人文社会科学の総合研究誌
として、100年に近い歴史と権威を有する学術雑誌から招聘を受けて執筆したもの
である。

（１）は、フランス国立極東学院（EFEO）より招待を受けて行った講演（2010年11月
18日）
Les illustrations dans les romans populaires (yomihon)  a la  n de l' epoque d'Edo
（読本の挿絵）の内容を、F.Lachaud 教授（極東学院）とC.Marquet 教授（東洋言
語文化学院）の協力によりフランス語に翻訳、フランス国立極東学院とギメ東洋美
術館の共同編集に係る、フランスにおいて伝統と権威ある東洋美術研究誌に掲載
されたものである。また、この研究成果の一端は、西日本新聞においても紹介され
た。（２）は、風土記1300年を記念するシンポジウムに、風土記の代表的な研究者と
して招聘された講演に基づく研究論文であり、当該シンポジウムは山陰中央日報
紙上において紹介された。（３）は、戦後の新潟にて坂口安吾が新潟日報社から発
行していた「月刊にいがた」を完全復刻して解題を附したものである。「月刊にいが
た」は刊行元においても散逸していたため、これを丹念に収集して完全復刻し、戦
後地方文学の勃興を伝える貴重な資料として解説を加えた本業績は、重要な文化
的貢献として新潟日報紙上においても報道された。

6

3 3002 美術史

日本・ヨーロッパ美術と図像解釈に関する研究

　本研究は、日本とヨーロッパの絵画作品に描か
れた図像を、同時代の価値観、感性の表象とし
て読み解く試みである。源氏物語が「紙絵」の価
値を高めて政治的機能を付与したこと、ヨーロッ
パの絵画作品に描かれた多様な表象は、同時
代の世界像と共有されていた味覚・視覚・触覚な
どの観点から解釈できることを論じた。

S S

（１）は、シリーズ「新時代の源氏学」全10巻の叢書に寄稿を求められた論文であ
り、「学界時評」（笠間書院webサイト）において、「平安宮廷社会のジェンダーシス
テム」について分析した本論文について「とりわけ興味深く読んだ」と評価された。
（２）、（３）は、ヨーロッパ近世美術に描かれたイメージと「五感」の多様な結びつき
を図像解釈の手法によって読み解くシリーズ論文集の中の2冊であるが、上村は監
修者としてシリーズ全ての構成にかかわってきた。このシリーズの最終巻となる（３）
について、図書新聞の書評（2015年9月5日）は「専門性と史料に基づく実証性」と
「骨太の議論」が両立しており、専門家のみならず一般読者にも「好奇心と知識欲
を満たすことができるよう配慮されている」と述べ、アウトリーチの側面にも評価を与
えている。

（１）は、ポピュラーカルチャー研究における国際的に権威のある学術誌において
厳しい査読を経て掲載された論文であり、アメリカの音楽文化が服飾などの関連し
たポピュラー文化と連動して受容される様相を明らかにした本論文の著者の研究
が、国際的にも評価されていることを示す。（２）は、ファンタジー文学をテーマに、
英文で書かれた単著の専門研究書であり、ヨーロッパの伝統ある出版社から公刊
された。（３）は、『テリー・プラチェッと哲学』と題する研究書の一章を担当したもの
であり、アメリカ、イギリス、カナダ、スロヴァキアなどの研究者とともに本論文の著者
が世界の代表的なプラチェット研究者の一人として認められていることを意味す
る。

7

S

3103
ヨーロッ
パ文学

ロシア・スペイン文学に関する研究

　本研究は、伝統的なヨーロッパ文学研究の主
潮流からは、むしろ周辺領域と見なされてきたロ
シア、スペインの近現代文学を扱っている。ロシ
アの文学者、カラムジン、アンドレイ・ベールイ、
スペインの文学者、トレンテ・バジェステルのテク
ストに分け入って、その語りの構造、世界観、隠
喩と象徴について明らかにした。

SS

（１）は、ロシア国立プーシキン美術館付属アンドレイ・ベールイ博物館監修のもと
に出版されたベールイ研究書に発表された招待論文であり、これは、本論文の著
者が、世界の代表的なベールイ研究者の一人として認められていることを意味す
る。（２）は、オランダの学術出版社エルゼビア社が出版している世界のロシア文学
界で最高峰の学術誌であり、この雑誌に審査を経て論文が掲載されることは、世界
の代表的なロシア文学者として評価されたことを意味する。（３）は、スペインのラ・ラ
グーナ大学が、スペインのみならず欧米はじめ世界各地のスペイン文学・語学研
究者の協力の下に発行している学術誌に、厳格な査読を経て掲載された研究論
文である。

a)  b) c) d) e) f) g) 



(1) 鈴木伸枝

Love Triangles:
Filipinos, Japanese,
and the Shifting
Locations of
American Power

 National
University of
Singapore Press

pp.259-281 2011

(2) 小谷真吾
姉というハビトゥス:
女児死亡の人口人
類学的民族誌

東京大学出版会 全201頁 2010

(3) 児玉香菜子

The groundwater
resource crisis
caused by
“ecological
migration” Case
studies of
Mongolian
pastoralists in
Ejene banner,
Alasha League of
the Inner Mongolia
Autonomous
Region

Peter Lang pp.61-77 2010

(1) 米村千代 「家」を読む 弘文堂 全220頁 2014

(2) 鶴田幸恵

「他者の性別がわ
かる」という，もうひ
とつの相互行為秩
序

中河伸俊・渡辺
克典編『触発する
ゴフマン』新曜社

ｐｐ.72-103 2015

(3) 西阪仰

The embodied
organization of a real-time
fetus: The visible and the
invisible in prenatal
ultrasound examinations

Social
Studies of
Science

41(3) pp.309-336 2011

(1)
木村英司、黒木美
日子

Assimilative and non-
assimilative color
spreading in the
watercolor
configuration

Frontiers in
Human
Neuroscience

8-722 pp.1-14 2013

(2) 一川誠

Non-retinotopic
motor-visual
recalibration to
temporal lag

Frontiers in
Psychology 3-487 ｐｐ.1-6 2012 10.3389/fpsyg.2012.00487

(3)
牛谷智一、伊村知
子、友永雅己

Object-based attention
in chimpanzees (Pan
troglodytes)

Vision Research 50(6) 577-584 2010

（１）と（２）が掲載されたのは、いずれも近年創刊のオープンアクセスジャーナルだ
が、インパクトファクターが（１）は3.656、（２）は2.560で、心理学領域ではトップ
ジャーナルに属し、当該領域における世界的なインパクトを与えた。（３）は，直近
のインパクトファクターこそ2弱だが、1961年創刊で視覚心理学では誰しもが目を
通す、歴史ある一流紙に掲載された。この6年間ですでに自己引用を除いて4回も
国際的学術誌で引用されており、世界的インパクトの高さが示された。

9 3501
文化人
類学・民

俗学

アジア・ユーラシア人類学に関する研究

　本研究は、日本、フィリピン、内モンゴル、パプ
ア・ニューギニア等アジア諸地域を対象にして、
日常生活における規範・慣行・権力等の作用を
明らかにした。具体的には、日本人夫とフィリピン
人妻の日常生活におけるアメリカ植民地権力の
作用、兄弟姉妹間のジェンダー関係との関連、
生態移民政策の危険性と牧畜民の民族知を活
かした環境政策の必要性等が論じられた。

SS

（１）は、日本・フィリピン・米国・オーストラリア等の世界的なフィリピン研究者が結
集・企画した日比友好50周年記念国際シンポジウム “The Philippines and Japan in
an Evolving Paradigm”（2006年）、並びに第1回国際フィリピン研究会議日本大会
（2006年）への招聘を経て公刊されたものである。（２）は、パプアニューギニアの女
児死亡について、通説的な理解とは異なる兄弟姉妹間のジェンダー関係から読み
解いたもので、『文化人類学研究』、『人口学研究』等の学術専門誌で、問題提起
的な研究書として評価された。（３）は、モンゴルの生態移民政策について論じたも
のだが、国際的な研究者ネットワークの中で企画された論集に招聘されたものであ
り、本研究が評価されたことにより、ニューヨークのTrace foundatioとインディアナ大
学にて招聘講演を行った。

10 4001 社会学

社会学に関する研究

　本研究は、相互行為の中から自己と社会が生
成される過程を検討することにより、規範や制度
の自明性を問い直し、「社会」を新しい視座から
照らし出す。かかる観点から、「家」という社会制
度、さらにその基層にある性別という関係性、ひ
いては対話の中において紡ぎ出されていく関係
性にまで立ち入って、「社会」という対象を根源的
に考察する。

S

（１）は、社会学における「家」研究について、専門家のみならず一般読者も対象に
論じたものである。図書新聞、家計経済研究、家族社会学研究などに書評が掲載
され、それぞれ「「鬱蒼とした「家」研究の森に挑戦するための、この上なきガイド」
（『図書新聞』）、「意欲作…新しい知見をもたらす業績といえよう」（『家計経済研
究』）と評価された。（２）は、ゴフマンの方法的視座について論じた研究書であり、
「本書はゴフマンに関心をもつ読者のみならず、コミュニケーション研究や自己論
に関心をもつ読者も触発し続ける」（『図書新聞』2015年10月17日）と高く評価され
た。（３）は、エスノメソドロジーの手法で相互行為組織を考察した論文であり、英語
圏における査読付きの学術雑誌に掲載されたものである。

11 4104
実験心
理学

知覚心理学に関する研究

　本研究は、人間の知覚情報処理過程を適応の
観点から多角的に精査したものである。水彩効
果と呼ばれる色錯視現象、および運動に対する
視覚フィードバックの遅延にともなう知覚的順応
を調べることで、観察対象の時間的・空間的背景
情報が及ぼす影響を解明した。また，そのような
背景情報の処理がヒト以外の動物に共有されて
いることを明らかにした。

SS
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(1) 谷田貝麻美子

胸部形状に左右差
のある乳がん術後
女性のブラジャーと
補整パッド装着時
の衣服圧

繊維製品消費科
学

52(1) pp.624-632 2011

(2) 谷田貝麻美子

フィールド実験によ
る乳がん術後女性
の衣服内気候の検
討

繊維製品消費科
学

53(3) pp.215-220 2012

(3) 谷田貝麻美子
乳がん術後女性の
衣服内気候と補整
パッドの影響

繊維製品消費科
学

54(12) pp.1066-1074 2013

(1) 加藤徹也

Developmental
Research on Early
Education in
Science through
English Taught by
Non-Native
Speakers to
Japanese Students
in Preparation for
Globalization

Proceedings of
the International
Science
Education
Conference 2014
National Institute
of Education,
Singapore

CD-
ROM:
ISSN
2382-
5979

pp. 851-874 2014

(2) 加藤徹也

グローバル社会を
意識する中高生を
対象とした英語によ
る科学実験講座の
実施

千葉大学教育学
部研究紀要

61 pp.427-435 2013

(3) 加藤徹也

中高生向け科学講
座（英語で学ぶ科
学と実験）の実践と
そのCLILの視点

千葉大学教育学
部研究紀要

62 pp.283-291 2014

(1) 山下修一 理科の授業研究 北樹出版 pp.145 2012  

(2) 山下修一
一貫した説明を引
き出す理科のコミュ
ニケーション活動

東洋館出版社 pp294 2013

(3)
山下修一・勝田紀
仁

モデルとコア知識を
用いて２つの電気
抵抗の発熱量の説
明を促す授業の開
発と効果

本教育大学協会
研究年報

32 pp.27-41 2014

(1) 松尾七重

就学前算数カリ
キュラム構成のため
の枠組み―小学校
算数科との連携教
育を目指して―

数学教育学論究
臨時増刊

96 pp.169-176 2014

(2) 松尾七重
就学前教育の意義
と実現可能性

日本数学教育学
会第２回春期研
究大会

pp203-210 2014

(3) 松尾七重

PRESCHOOL
MATHEMATICS
EDUCATION
WHICH
COOPERATED
WITH
ELEMENTARY
SCHOOL
EDUCATION

Proceedings of
the 37th
Conference of the
International
Group for the
Psychology of
Mathematics
Education

pp122 2013

(1) 野村純

次世代のアジア共
生基盤構築のため
の科学教育革新～
グローバル化社会
における拠点リー
ダー輩出を目指し
て～

静電気学会講演
論文集

44 pp.29-34 2013

(2) 野村純

ASEAN 連携による
海外派遣での科学
教育および教員養
成の新たな試み

日本科学教育学
会　第38回年会
論文集

pp.403-404 2014

(3) 野村純

Pencerahan:
Japanese students’
transformed ideas
and the value of
“Tensions”during
TWINCLE
program’s
Two-week
exchange activity

千葉大学教育学
部研究紀要

62 pp.201-207 2014

1801
科学教

育

優れた理科授業を次世代に継承するための
データベース構築と授業づくり支援

　本研究では、若手教員の苦手意識が強い小学
校・中学校第一分野のすべての単元について、
指導上のポイントや留意点、教材等のティーチン
グマテリアル情報をデータベース化し、教員養成
や若手理科教員の研修に用いたり、小・中学校
の理科づくりで使用したりして、どの程度指導の
ポイントや留意点を押さえた授業となるのか実証
的に検討する。

S S

　本研究では，伝統的に培われてきた日本の理科授業の優れた点を若手教員に
継承するため，まず，教師用指導書・民間の理科教育研究会の報告書等から各単
元の指導上のポイントや留意点に関する知見を収集した。そして，各単元で最も重
要なコア知識獲得の支援に貢献するという観点から統合して，小学校3年から中学
校3年までの全理科単元の指導上のポイントや留意点をまとめた(（2）一貫した説
明を引き出す理科のコミュニケーション活動）。そして，体的な指導上のポイントや
留意を例示した書籍(（1）理科の授業研究）を用いて，「教職実践演習」等で模擬
授業に取り組ませた結果，現職教員達が留意しているポイントを的確に押さえた模
擬授業が展開された。
　また，（3）モデルとコア知識を用いて２つの電気抵抗の発熱量の説明を促す授業
の開発と効果では，中学校２年生３クラス(95人)を対象にして，水池・パチンコバネ
モデルとコア知識を用いた16時間の『電流と回路』の授業を展開し，２つの電熱線
を並列・直列につないだ場合の発熱量について，具体的なイメージを持って，各
回路の特徴を踏まえた説明をするようになったのかを検討した。その結果，新たに
開発した授業を受けたA校２年生は，モデルを操作した経験やコア知識を生かして
回答し，平均得点はA校３年生・B校２年生を有意に上回っていた。発熱量の説明
も，合成抵抗の公式やオームの法則だけに頼らず，抵抗の大小だけで判断するこ
ともなく，モデルを操作した経験やコア知識を生かして，各回路の特徴を踏まえた
回答になっていた。

1801
科学教

育

就学前幼児と小学校低学年児童のための連携
算数教育プログラムの開発

　本研究の目的は小学校における算数科の学
習指導をより滑らかにかつ効果的に実施するた
めに、就学前幼児及び小学校低学年児童を対
象とした算数の基礎教育プログラムを開発し、そ
の効果を明らかにし、我が国における幼児・児童
のための連携算数教育プログラムを確立する。

S S

　（1）に示した論文は当該研究の中核をなす論文であり，（2）に示した論文は当該
研究の意義及び実現可能性について述べた論文である。また，（3）に示した論文
は算数科学習指導内容に対する日本の小学校教師と幼稚園教師の意識の差異
を明らかにし，幼児算数教育の必要性を明らかにした論文である。（1）は採択率３
０％以下の厳しい審査の結果，雑誌に掲載された論文であり，また，（2）は日本数
学教育学会の学会指定課題の「生涯教育としての数学教育」についての分科会
で，幼児算数教育の代表的研究として選ばれ，発表要請されたものである。
　（3）は国際数学教育心理学会で厳しい審査結果の末，採択されて発表した論文
である。当該研究は就学前教育と小学校低学年教育との連携算数教育プログラム
の開発に関するものであり，数少ない幼少期の算数教育についての研究の一つ
である。

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
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5 1801
科学教

育

「ラボon theデスク」に基づく東アジア普及型早
期才能支援プログラムの開発

　本研究は、学校外才能支援プログラム「ラボon
theデスク」を基礎に、中・高校生に対する才能育
成支援の東アジア基本プログラムを開発すること
が目的である。この才能教育支援プログラムによ
り、グローバル社会に適応する人材をより効率的
に発掘、育成することが可能となる。

SS

　野村教授を中心とする研究グループは、7年間に渡り初等中等教育段階にある
児童生徒への理系「出る杭人材」養成を推進してきた。この過程においてグローバ
ル志向及び能力を持つ児童生徒の養成に乗り出した（世界を目指せ次世代科学
者の卵たち！、2014）。本研究はこれらの研究成果を活用しながらアジアの若者を
もターゲットとし、日本の科学教育力向上を目指すものである（研究(1)ー(3))。　本
研究成果を活用したASEANにおける科学教育活動は、ASEAN諸国の高校および
大学においても高く評価された。現在、大学学部教育の一部として単位相互認定
へ向けて本研究により開発された実習プログラム活用に関する協議をインドネシア
の連携大学と行っている。

2

1

3

4

　当該研究は，乳がん術後女性の衣生活における諸問題について，現状を明らか
にし，問題解決のための基礎的データを得ようとしたものである。(1)に示した論文
では，乳がん術後女性を被験者とし，胸部形状の3次元計測を行うとともに，補整
具装着時の健側と術側の衣服圧分布や着用感について詳細なデータを得た。補
整具の不具合改善の指針を得るために，感性・物性両面からの有効な評価結果を
示したとして，日本繊維製品消費科学会誌の2011年度掲載論文のうち，最も優れ
た論文として学会賞（年度賞）を受賞した。
　(2)の論文では，同じく乳がん術後女性を被験者とし，日常生活において補整具
装着時の衣服内気候を測定して，健側と術側の温湿度のアンバランスとそれに由
来する不快感を示唆するデータを得た。
　さらに，(3)の論文は，(2)で得たデータを制御された環境条件下で系統的に検証
したもので，補整具素材により温熱的不快感を軽減できる可能性を示した。これら
一連の論文は，繊維学会誌70周年記念特集号に掲載された関連各分野のレ
ビューにおいて，被服科学分野の注目すべき論文として紹介された。当該研究の
成果は，制約の多い実験を系統的に実施し新規な知見を得た学術的意義，なら
びに，衣生活における特別なニーズに対する支援の方向性を示した社会的意義
の点で評価されている。

1701
家政・生
活学一

般

被服学・看護学連携による乳がん術後女性の装
いを支援する多角的取り組み

　本研究課題では、患者・体験者を対象とした質
問紙調査の結果から明らかとなった衣に関わる
不具合のうち、早急な対応が必要と考えられる温
熱的快適性・身体的合成・肌触りの問題をとりあ
げ、術後用補正下着・補正具の着用実験を中心
とする各種計測を行い、改善のための基礎デー
タとする。

S S

法人番号 国立大学法人千葉大学 学部・研究科等番号 学部・研究科等名 教育学部・教育学研究科

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部・研究科は、我が国における教育研究、教員養成研究の拠点として教育の実践に寄与する最先端の研究を展開し、その成果により国内外の教育の改善や支援に貢献するという目的を有しており、全国有数の総合大学にある教員養成系学部として、幼稚園・小学校・中学校・特別支援・養護教
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1801
科学教

育

グローバル社会に対応する英語で行う科学教育
プログラムの開発

　本研究は、中・高校生の中から選抜した理系エ
リート「出る杭人材」を対象とし、まずグローバル
社会に対応する英語で行う科学教育プログラム
を開発することを目的としてる。実験を中心とした
そのような科学教育を、欧米と日本で比較・解析
し、英語で行う早期科学教育プログラムの基礎
研究と応用研究を行う。

S

　論文(1)は, 三年間の研究期間で実践した英語による科学実験講座の開発およ
び実施における成果と課題を総括して報告したものである。 特に科学教育研究の
成果を迅速に現場へ反映させるシンガポールでの教育手法を見習いながら, ヨー
ロッパを中心とする非英語圏で実践され日本でも注目され始めたCLIL（内容言語
統合教育）を導入し, 科学に興味を持つ中高生にとって着手しやすく, かつ, 英語
と科学の両面の力の伸長を実感できる講座の開発を行った。論文(2)はその中間
の時点での講座設計や留学生TAの活用, および実践上の課題を整理したもの,
論文(3)は英語教育の側面からCLIL実践としての問題点とその改善策を検討した
ものである。

a)  b) c) d) e) f) g) 



(1) 杉田克生

Downregulation of
microRNA-431 by
human IFN-β
inhibits viability of
medulloblastoma
and glioblastoma
cells via
upregulation of
SOCS6.

Int J Oncol. 44 pp.1685-1690 2014

(2) 杉田克生

Nationwide survey
of Cockayne
syndrome in Japan:
its incidence,
clinical course and
prognosis.

Pediatr Int. 7 pp.339–347 2015 doi: 10.1111/ped.12635

(3) 杉田克生
リスク教育導入のた
めの放射線実験プ
ログラム作成

千葉大学教育学部
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台湾におけるヘル
ス・プロモーティン
グ・スクールの概要
と特徴

学校教育学研究
論集

21 pp127-135 2010

(3) 岡田加奈子

アジアにおけるヘ
ルス・プロモーティ
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幼児における運動
遊びの種類による4
か月後の影響の違
い

乳幼児教育学研
究

22 pp.1-10 2013

(2) 松嵜洋子
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2451
こども学
（子ども
環境学）

幼児の総合的運動遊びにおける身体の動きの
特徴と発達過程

　本研究の目的は、総合的運動遊びで経験する
身体の動きを、種類や、頻度、強度から検討し
て、その特徴の変化を明らかにすることである。こ
れらの結果から幼児の発達を促すための総合的
運動遊びの環境構成を明示して、個人差に対応
した実践をするための指導方法を提唱する。

S

　本研究は、保育現場で日常行われている総合的運動遊びを身体活動の発達の
面から検討している。これまでの幼児期の運動発達研究は小規模の実験や相関
的な大規模調査であったのに対して、特定の地域をフィールドとして継続的に関
わり、種々の幼稚園・保育所に対してアクション・リサーチを実施している。
　(1)に示した論文は、3種類の運動指導プログラムを実施し、その効果を検証した
ものである。(2)で示した論文は、保育時間内の遊び活動場面における身体活動を
活動量計で測定し、保育者の活発さ評定との関連を検討した。(3)で示した論文
は、(1)(2)の内容を中心にこれまでの研究動向をまとめた総説である。
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1801
科学教

育

学習における方略の自発的利用促進メカニズム

　本研究は、「いかにして自発的に学習方略を利
用できる子供を育てるか」を、実践・研究の両面
から検討することを目的としている。具体的には、
様々な学習方略に適用可能な学習者の認知と
コミュニケーションの役割、学習者の認知とコミュ
ニケーションの役割、学習方略の文化差に着目
した一般的な「方略の自発的利用促進メカニズ
ム」を解明し、学校現場において実践する。

S

　（１）に示した論文は，教育心理学の研究アプローチに基づき，まず高校生と大
学生の英単語学習の方法を面接法と質問紙法を組み合わせた方法により明らか
にした．本論文は，2010年度の日本教育心理学会の城戸奨励賞の対象となったも
のである．
　（２）に示した論文は，教師がどのように指導を行えば，学習者の英語リスニング
スキルが向上するかを検討したものである．教育工学の手法に則り，読み戻りをし
ない英文速読トレーニングを行うことで，継時的な情報処理様式が音声情報の処
理に転移し，リスニングスキルが向上することを明らかにした．
　（３）の報告書は，学習者自身が「問いを立てて学ぶ」スキルを育てる教育実践を
まとめたもので，2013年にアメリカで出版された書籍「Essential Questions（本質的
な問い）」で提唱された概念をいち早く取り入れている．

1802
教育工

学

児童・生徒の精神的健康向上を目指す予防的メ
ディアリテラシー教育プログラムの開発

　本研究では、①幅広い年代の児童・生徒を対
象に、インターネット・携帯電話の使用実態と意
識を明らかにする、②過度なインターネット・携帯
電話の使用につながる心理・社会的なリスク要因
と防御要因を特定する、③その基礎的知見に基
づき児童・生徒の心身の健康に有効な予防的メ
ディアリテラシープログラムを構築・啓蒙する。

S

　本研究は、心理学を背景とした児童生徒への質問紙調査を行い、ゲーミフィケー
ションやドラマといった手法を活かしたネットいじめ防止プログラムを開発し、実施し
ようとするものである。これまで、準備段階での成果を公表している。
　(1)は、ネットいじめに限らずいじめ全般に関して、危機管理の発想を基盤とした
エピソード形式の文章教材を開発し、その成果を示したものである。
　(2)は、スマートフォンの急速な理由を受けて、小中学生が考えるべき内容を整理
し、小学校高学年程度でも読めるようにまとめたものである。
　(3)は、ゲーミフィケーションやドラマ等の手法を活かした授業づくりのあり方につ
いてまとめたものである。

6 1801
科学教

育

放射線教育を軸としたESD推進のための学習プ
ログラム開発と理科教員養成

　本研究は、児童に紫外線を含めた放射線の生
体影響を理解させるため、臨床事例を取り入れ
た実証的学習プログラムを開発し、生体影響を
環境との相互作用から指導できる理科教員を養
成する。これにより、学校での放射線教育を基に
して、人、社会、環境の包括的理解を高め、人や
社会、環境とのかかわりを尊重する持続発展教
育の充実に繋げるものである。

S S

（１）に示した論文は、放射線高感受性を示すゴーリン症候群等で高頻度に発生
する脳腫瘍の生存率をインターフェロンで抑制できるとする臨床研究である。
（２）は、紫外線交換受精のコケイン症候群の日本では初めての全国集計結果の
まとめである。
（１）、（２）両者は、放射線ならびに紫外線による人体への影響を調査する基礎的、
疫学的研究として意義がある。
（３）に示した論文は当該研究の中核をなすものあり、（１）、（２）他従来行ってきた
基礎放射線医学ならびに臨床疫学研究を基にした、放射線教育実践プログラム
作成結果である。現在このプログラムを活用し、中高生への放射線実験講座なら
びに中学理科教員向け放射線教員養成講座にも活用している。また（３）の論文で
調査した日本での放射線教育を英国と比較した総説（杉田克生　英国での放射線
リスク教育　日本醫事新報　2015, No4735, p70-72）は、日本学術会議放射線防
御ワーキンググループの資料としても取り上げられ評価を受けている。

2401
身体教
育学

高頻度の感覚刺激による下肢皮膚反射の可塑
的変化とその応用

　本研究課題では、足底の異なる部位に対する
持続的な高頻度刺激が下肢筋群の反射性筋活
動に与える影響を明らかにすることが目的であ
る。異なる領域の足底部皮膚感覚入力による下
肢筋群の反射活動の可塑的な変化を利用した
歩行障害を有する人たちへのリハビリテーション
トレーニングに活用したりする可能性が考えられ
る。

S S

　(1)の研究は下肢足部の異なる皮膚神経領域を支配する脛骨神経と腓腹神経へ
の電気刺激が下肢筋群におよぼす皮膚反射効果を①腕、②下肢、③腕と下肢に
よるペダリング運動中にどの様に修飾を受けるか詳細に検討したものである。結果
として、腕と下肢によるペダリング運動時には他のペダリング運動時に比して前脛
骨筋の皮膚反射振幅は増大する傾向にあるが、脛骨神経と腓腹神経刺激を組み
合わせて与えた場合に特異的に増大することが明らかになった。この結果は、異な
る皮膚支配領域からの感覚情報を統合する神経システムの存在を示唆するととも
に、その神経システムは上肢と下肢のリズム発現に関与する発振器からの入力を
受けて皮膚反射を修飾することを意味する。この結果は、PlosOneにも掲載さた。
　(2)の論文は、上肢筋群の随意筋力発揮時の筋電図を解析し、その周波数と振
幅を電気信号に変換し、脊髄存在する中枢パターン発振器を磁気刺激装置で刺
激する人工神経接続装置を新たに開発し、健常人を対象として実験を行った。そ
の結果、上肢筋の活動量に応じて磁気刺激による下肢の歩行様の交互活動が見
られることが明らかになった。これらの結果は、脊髄損傷患者に対する下肢のリハ
ビリテーションへの応用や移動行動の再構築に応用可能な実験結果として高く評
価され、Journal of Neuroscienceに掲載された。
　(3)の研究は、足部の異なる領域に対する電気刺激が歩行中の下肢筋群におよ
ぼす反射効果を詳細に検討したものであり、足部の異なる領域からの皮膚反射効
果は異なる下肢筋群に独立した反応を発現し、それらは歩行周期依存的に変化
することを明らかにしたものである。これらの結果は、各種中枢神経疾患に随伴す
る歩行障害のリハビリテーションへの応用が期待される結果として高い評価を受け
ている。
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10 2403
応用健
康科学

ヘルス・プロモーティング・スクール国際版認証
システムの構築

　本研究は、ヘルス・プロモーティング・スクール
（HPS）推進のため、WHO/WPROが設置してい
るHPS認証センターの実現のため、世界的に用
いることができる「HPS　国際版認証システムの構
築」を目的とする。これにより、HPS認証が世界的
に統一され、HPSが世界規模での推進が可能と
なる。

SS S

　ヘルス・プロモーティング・スクール（以下、 HPSという）は、ヘルスプロモーション
の理念に基づいた「学校の児童・生徒、教職員、保護者、地域住民、専門家等が
連携・協力のもと、身体、精神・心理、社会的健康な学校づくりを自ら行い続けるこ
とができる学校」   （衞藤他2004改変） のことをいう。 本研究では、 HPS推進のた
め、 WHO/WPROが設置を目指しているHPS認証センター （優れた健康的な学校
づくりを行っている学校をHPSとして認証する機関）の実現のため、世界的に用い
ることができる「HPS国際版認証システム（優れた健康的な学校づくりを行っている
学校をHPS として認証する基準、方法、プロセスなど） の構築」 を目的としている。
　(1) に示した論文は、香港のHPS並びにHPS認証システムの現状と特徴を、(2)は
台湾におけるヘルス・プロモーティング・スクールの概要と特徴を明らかにした。(3)
は、(1)(2)の内容を中心に、さらにシンガポール、韓国の最近の研究動向をまとめ
た総説であり、現在は、HPSチェックリストを用いた日本における一般校並びに健
康教育推進学校の調査結果を国内誌、アジアのHPSの認証システムの比較論文
を国際誌に投稿している。WHOからも国際的なHPS認証センターを目指している
点、世界的に用いることのできる認証システムの構築を目指している点が高く評価
されている。
　The 4th European conference on health promoting schoolsで出されたTHE
ODENSE STATEMENT OUR ABC FOR EQ UITY, EDUCATION AND HEALTH
の公式日本語翻訳を行い、 SHE （Schools for Health in Europe ）のホームページ
に掲載した。

http://hdl.handle.net/2261/56661
http://hdl.handle.net/2261/56661
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3205
外国語
教育

包括的語彙文法学習システムの構築を目指した
中・高DDLデジタル教材の開発と普及

　本研究は学習者がコンピュータでコーパス観
察し言葉のルールを発見して学ぶData-Driven
Learning教材を中学・高校学習者用に開発す
る。DDLは教育効果が認められ世界で広がりつ
つあるが、日本での導入は遅れており、さらに
中・高生のような入門期学習者に対する活用事
例は世界的に見て極めて少ない。

S

　グローバル化の進展が目覚ましい現代社会において，データ駆動型学習（以
下，DDL）を日本の中学・高校の英語教育で活用できる形に改訂して，「教えない
教え方」として英語コミュニケーション活動にDDLを組み込んで実践した。
　(1) と(2)の論文は，中学校で実践したDDL授業の効果を報告したものであり、
DDLは記憶の保持において，従来の指導方法よりも効果的であることが確認され
た。さらにDDL群では英文構造を問うテストにおいて，より緻密に英文を分析する
力が育っていることも確認された。以上のような効果が異なる学校と学習者で繰り
返し確認された。　(3)は，「包括的語彙文法学習システム」の一部を成している語
彙学習教材が，中国，韓国の教育者に認められ，中国の出版社から出版されるこ
とになったものである。

17 4203
教科教
育学

造形教育での重色による着彩に関しての新たな
教育方法の開発

　2010年より3年間、写真技法フォトグラムをコン
ピュータ上で展開する方法の構築に関する研究
を進めた結果、造形表現における着彩に関し
て、＜混色＞の他に＜重色＞という色彩上の概
念の重要性が浮上した。そのデータ等を活用し
ながら、＜重色＞を造形要素という観点から新た
に据え直すことで発見できる表現手法や、図画
工作・美術教育に展開可能な造形教育の新しい
方法論を構想し普及してゆく。

S

16 4203
教科教
育学

アジア地域における家庭科プロフェッショナル育
成の連携支援プログラム

　本研究は、アジア地域諸国において、家庭科
教員養成機関や人材が不足している課題に対
応し、アジア地域の家庭科教員の専門性向上や
指導者の育成のための研修プログラム及び研修
用テキストの開発とそのプログラムの効果を検証
する実践的かつ実証的研究である。この研修プ
ログラムは、英語で実施する。

S

　（１）の論文は、当該研究の１年目の研究成果の中核をなすものであり、アジア地
域家庭科プロフェショナル育成プログラム用のテキストの開発について述べてい
る。また、当該研究の2年目は、シンガポール、インドネシア、タイ、韓国、日本の家
庭科若手研究者ら参加する本プログラムの実施を本学にて予定している。
このプログラムの内容、運営方法は、(2)及び(3)に示したこれまでの研究蓄積を基
に構築したものである。本研究の射程は、家庭科教育が必要とされながらも遅れて
いる国や人材だけなく、家庭科が先進的に展開されている国や人材を含み、双方
がともに発展するWin-Win の関係を築く相互支援プログラムである。本プログラム
が、効果的な研修プログラムであることが実証された場合、日本を中核としたアジ
ア地域の家庭科プロフェッショナル育成のネットワークが形成されることが予想され
る。

15 4201 教育学

人口減少社会における地域共生に資する学校
適正規模・学校適正配置に関する研究

　本研究は、自治体による学校の適正規模・適
正配置について、タイプの異なる事例を収集し、
それらの人的資源、施設等のハード面、自然条
件、他の諸条件を比較横断的に捉え、学校を中
心とした地域の価値創造に視する新たな学校の
適正規模・適正配置に関するモデル構築を目的
として実施された。

S S

　(1)の事例資料集は、学校統廃合等適正規模・適正配置の経過について、全国２
３の自治体を訪問し、資料の収集及び関係者からのヒアリング等を通して、まとめ
たものである。学校の規模・配置について全国的な状況をとらえるうえで極めて貴
重なデータの集積と分析が図られている。本事例資料集は、今後、この分野の発
展に欠かすことのできない枢要な位置を占めるものと考えられる。
　(2)は学校経営の新たな手法として「カリキュラム経営」が注目される現代的な教
育的課題、学力向上、組織マネジメント、学校評価等、学校経営の喫緊の課題を
「カリキュラム経営」の視点から分析し、これからの学校経営の視点と方策を提案し
たものとして注目される。特に、「教育目標・教育課程のマネジメント」「組織マネジ
メント」「小中連携・一貫教育」「学校評価」等、学校経営力を上げるための資料とし
て評価が高い。
　(3)は、現代社会に根付く多くの教育課題に向き合う学校管理職が学校経営を舵
取りするにあたって、今後10年の学校経営を展望し、求められるリーダー像を詳述
した著作として評価が高い。

13 4102
教育心
理学

幼児期の自己制御が児童期の適応に及ぼす影
響：クールな制御とホットな制御から

　本研究は、人間の自己制御活動についてクー
ルな情報処理に対するホットな情動の影響や
クールとホットな実行機能という視点を基に、幼
児期から児童期への縦断研究と成人の認知実
験等から総合的に解明することを目的としてい
る。認知的制御と情動制御が小学校入学後の学
業成績や問題行動t等との関連を明らかにする。

S SS

4201 教育学

基礎自治体の教育政策選択の動態と政策参照
に関する研究

　本研究は、基礎自治体の教育政策を各々の特
性に対応した標準的政策及び個別性の高い政
策に分類し、政策の採用・導入の趨勢と構造を
分析することで、自治体の特性を活かす教育政
策の政策参照の在り方を提供することが主たる
目的である。定量的・定性的方法を効果的に組
み合わせ、複層的分析を実現する。

S

　一連の研究では、学校再配置政策を対象に政策動態の研究を進めている。学
校再配置政策は、人口減少社会を迎えた多くの基礎自治体において、共通且つ
重要な課題となっている政策領域である。(１)の研究は、学校の小規模化に対応す
る実際の政策及び政策選択について、政策自体の理論的類型化及び検討を行っ
たこのであり、事例検証的研究が多い学校再配置政策研究へのアンチテーゼとし
て展開されたものである。更に、研究(２)は学校における学校小規模化への対応に
ついては、複数自治体を対象としたインタビュー及びフィールド調査データの分析
による実証的検討を行ったものである。同研究によって、印象的経験論 が展開さ
れる先行研究の限界性が一定程度克服された。更に、研究(３） は、日本以上の急
激な少子化と人口偏在が見られる韓国を政策参照元に設定し、学校適正規模化
政策の功罪について見当している。

12

14

　(1)世界各国・地域の父親の役割や子どもの発達に及ぼす影響に関する心理学
的研究を紹介した専門書であり、世界的な第１人者であるM. E. Lamb他の編集に
よりRoutledge 社より刊行された。日本の部分の執筆を担当し、日本の養育、特に
父親の養育とその影響について、歴史的視点、文化的視点、日本の父親の養育
支援に関わる法的・行政的対応を紹介するとともに、最新の日本の父親に関する
発達心理学的研究について論じた。本書は2013年アメリカ心理学会の
Psychology Book Awardを受賞した。
　(2)自閉症乳児と健常乳児の泣き声を聞いた日本人・イタリア人成人の、泣き声を
発している乳児の苦痛感や、泣き声から受ける苦痛感の評価を比較し、日本人・イ
タリア人は共に自閉症乳児の泣き声を健常児よりより苦痛であると評価した。さら
に、この苦痛感は泣きの回数や泣き声の高さよりも、泣きの間の間隔の短さによる
事を、樹木モデル(Tree-based model)で明らかにした。国際的学術誌Research in
Developmental Disabilityに掲載された。本研究は従来幼児前期（３歳半以降）でな
ければ診断できなかった自閉症スペクトラムについて、乳児期の泣きが早期診断
の手がかりとなる可能性を持つものとして注目されている。
　(3)は、日本人とイタリア人の乳児と成人の顔を見たときの日本人・イタリア人女性
成人の鼻頭体温変化を赤外線サーモグラフで測定し、認知反応として関わりの評
定を求めたところ、日本人・イタリア人共に、乳児並びに自己と同じ文化に所属す
る成人女性では関わりたいという評価は高かった。（２）ならびに本研究はイタリア
のトレント大学、米国NIH、理化学研究所との共同研究であり、国際的オープンア
クセス学術誌Plos Oneに掲載された。

　重色による教育方法の開発に関する研究の初年度であり、重色を使った視覚効
果等を制作研究発表したものが(1) である。東京工芸大学において「エクセレント
アワード」を受賞した。これに続き、韓国基礎造形学会より招待を受け、米国のパシ
フィック・ステーツ大学で発表したものが、(2)の制作研究である。
これら制作研究について、中間過程の研究経過の一部を日本基礎造形学会論文
集において発表したものが(3)である。重色を使った視覚効果等についてのこれら
の諸研究に基づき、新たな教育方法に構築していくというのが、本研究の主題と
なっている。
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4203
教科教
育学

小・中学校国語科書写における書字過程に着目
した硬筆楷書教材開発及び授業開発

　本研究の目的は、小・中学校国語科書写教育
において、楷書で効率よく文字や文字群を整え
て書ける硬筆の運筆方法を研究するとともに、学
年段階に応じた硬筆の教材開発や授業開発を
行うことである。特に、本研究は、硬筆による文字
及び文字群の書き方を、運筆と字形の双方か
ら、総合的に捉えて進めていこうとするものであ
る。

S

　小・中学校国語科書写における書字過程に着目した硬筆楷書教材開発及び授
業開発の重要性についての提言をまとめたものである。これまで、学会で関連分
野を継続して研究してきた成果が認められて、「これからの書写書道教育を考える
ために」と題したシンポジウムのパネリストに選出された。（１），(2)は、硬筆指導を
展開するにあたり、学生が習得しなければならない板書技能についてまとめ、大学
で、学生にどう板書指導を行ったらよいかについて論述した。　（３）は、小・中学校
の先生方や教員養成課程の学生が硬筆書写授業を展開できるよう、硬筆書写の
原理・原則や運筆方法などの指導事項をわかりやすく解説するとともに、文字の練
習ができる頁も設けたペン習字本である。今後は、鉛筆の持ち方や動かし方、丁
寧書きと速書きの運筆方法の違いをわかりやすく示す動画教材を作成する予定
で、ICT教育を視野に入れて研究を進めている。
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21 4203
教科教
育学

優れた指導力および教材開発能力を備えた理
科教員養成ｶﾘｷｭﾗﾑの開発に関する研究

　本研究の目的は、安全な観察・実験に配慮し
た、基礎・発展・応用の３段階の教員養成プログ
ラムを開発し、開発したプログラムを大学の教員
養成課程の学生を対象に実施し、評価やフィー
ドバックすることを通して、資質の高い理科教員
養成ｶﾘｷｭﾗﾑのモデルを構築すること、である。

S

　本研究では、児童・生徒の知的好奇心を喚起し，問題解決の過程を通して体験
的・実証的に自然の事物・現象について考えさせることのできる優れた指導力と教
材開発力を備えた理科教員を養成するためのカリキュラムを開発することを目的と
して行われた。このようなカリキュラムを開発するにあたって，学校教育の現場では
どのような力量を持った教員が求められているのかを明らかにし，小学校教員の理
科授業観に関する実態調査を行い，小学校教員は理科のどのような分野を苦手と
しているのか，あるいはどのような指導法を重視しているかなどを検討をした点がユ
ニークである。特に，小学校教員の理科授業観を分析し，物理や地学分野を不得
意とする教員が多いこと，探究的な科学の方法を重視していることを明らかにして
いる。

18 4203
教科教
育学

教員養成におけるジェネリック・スキル育成に関
する検討

　本研究は、高等学校において、保健の授業に
おいて自己管理スキルを育成可能であり、性教
育にも有効であるとの観点から、自己管理スキ
ル，社会的スキルなどのジェネリック・スキルに関
する研究成果を教員養成に適用することを試み
るものである。

S S

　(1)の論文は，性交経験及び性行動の安全性と自己管理スキル，社会的スキル，
セルフエスティーム，性別，及び，年齢との関連を検討したものであり，年齢が高い
ほど，自己管理スキルが低いほど，また，社会的スキルが高いほど性交を経験して
いるという有意な結果が得られ，早期の性行動を回避させるために，性教育にお
いて自己管理スキルを育成することが有効である可能性が示唆された。
　(2)の論文は，高等学校保健学習「精神の健康」において自己管理スキルを育成
するねらいを導入した指導法を開発し，実践・評価を行った。研究の結果，授業に
よって生徒は自己管理スキルを向上させ，ストレス反応の表出を低減させていたこ
とや，ストレス反応を低減させる要因に自己管理スキルの向上があること等が示さ
れた。
　(3)の書は，学校保健関係者及び保健体育科教師や養護教諭を目指す学生の
ために執筆された学校保健に関する概説書である。

19 4203
教科教
育学

教員養成における交流人事教員と実務家教員
の役割

　近年、学校現場の経験を豊富に持つ教員養成
学部の交流人事教員と教職大学院の実務家教
員の導入が、急速に広がりつつある。彼らが教
員養成に与える影響はきわめて大きいと考えら
れる。本研究はそうした基礎的なデータを含めて
交流人事教員と実務家教員の実態を把握し、今
後の教員養成におけるその役割を展望すること
が目的である。

S S

　本学部は、附属教育実践総合センター（平成26年度より教員養成開発センター
に改組）を中心に千葉県教育委員会と連携して教員養成及び教員研修について
の一連の調査研究を行っている。そのうち平成22 年度「初期層教員をめぐる諸問
題」（文部科学省教員１年目の資質能力向上に係る基礎的調査）を踏まえて(1)を
公刊し、初任者研修担当者をはじめとする教育関係者から評価された。また、(2)
平成23-25年度科学研究費補助金成果報告書として『現職教員の研修：学習機会
の体系的再構築をめざして』を発行し、千葉県総合教育センター等の要望により
研修担当者（指導主事）に配布した。さらに(3)は、平成24-25年度独立法人教員
研修センターの教員研修モデルカリキュラム開発プログラム「初任者、ミドルリー
ダー支援による循環型発展型研修プログラムの開発」の成果物であり、マスコミ等
にも紹介されて研修の現場で高い評価を得ている。
　これらに加えて平成25 年度文部科学省の教員の資質能力向上に係る先導的事
業として「児童虐待に係るリーダー育成と研修プログラム開発」、平成26年度文部
科学省の総合的な教師力向上のための調査研究事業として「長期研修制度（大
学派遣）を活用した大学、県教育委員会、教員研修センターの連携恊働によるミド
ル層教員の総合的マネジメント力向上プログラムの開発」、「大学における教員志
望学生を対象とした実践的教師力育成プログラムの開発」に取り組んできた。それ
らを踏まえて平成26-28年度科研費「教員養成における交流人事教員と実務家教
員の役割」等によって、中央教育審議会答申「教職生活の全体を通じた教員の資
質能力の総合的な向上方策について」（平成24年）で指摘された教育委員会と大
学の連携恊働による教員養成及び教員研修プログラムの改善と高度化を目指して
いる。

20 4203
教科教
育学

光合成能力を失った菌従属栄養植物のアーバ
スキュラー菌根（AM）共生に関する研究

　植物の多くは地下部で菌根菌と呼ばれる菌類
と共生し、土壌養分吸収の助けを受けている。中
には光合成能力をもたない「菌従属栄養植物」
のような特殊な植物も存在する。本研究の目的
は、光合成能力を失った菌従属栄養植物のアー
バスキュラー菌根（AM）共生について明らかに
することである。

S S

　3編はいずれも光合成能力を失った菌従属栄養植物のアーバスキュラー菌根
（AM）共生に関する論文である。菌従属栄養植物のAM菌共生についてはYamato
(2001)がホンゴウソウ科のウエマツソウ（Sciaphila tosaensis）についてリボソーム
RNA遺伝子の解析に基づいた菌根菌の分子同定を行い、世界で初めてこの共生
関係を明らかにしている。この成果を受け、(1)では近縁のホンゴウソウ（Sciaphila
japonica）とともに複数の自生地を対象として菌根菌の分子同定をさらに行い、両
植物種に共生する菌根菌の系統群を明らかにした。その結果、同一自生地に発
生する場合であっても両種は異なる系統群の菌根菌とそれぞれ共生することが明
らかとなり、種分化と菌根共生の関連を示唆する成果が得られた。(2)は菌従属栄
養植物であるサクライソウ（Petrosavia sakuraii）について菌根菌を分子同定した研
究であり、本植物種のAM菌に対する高い特異性が明らかとなった。サクライソウは
希少性の高い植物種として知られているが、このAM菌に対する特異性が分布の
制限因子となっている可能性が考えられた。(3)はサクライソウ科の光合成植物であ
るオゼソウについて多様なAM菌群との共生を明らかにした研究である。オゼソウの
AM菌系統群の中にはサクライソウのAM菌群の中に含まれるものも存在していたこ
とから、サクライソウ科の菌従属栄養性の進化の過程で特定の菌群が選抜されたこ
とがうかがえた。
　以上の研究は菌従属栄養性の進化の過程で菌根菌の特異性の変化を明示した
研究としていずれも評価されており、総説Merckx V (2013) Mycoheterotrophyなど
において繰り返し引用されている。

4704
数学解

析

非線形変分不等式に支配される自由境界の多
角的観点から捉える安定構造の研究

　平成25年度では当初計画通りに結晶粒界の数
学モデルに焦点を絞り、一般多次元のケースに
対する数学理論による解析に取り組み、一般多
次元モデルにおける解の存在定理の証明に成
功した。加えて結晶粒界と関連する幅広い放物
型のシステムを扱い可能とする「統一的な解法の
構築」という新しい研究構想を得ることも出来た。

SS

　論文(1)～(3)の共通点は、Kobayashi-Warren-Carterモデルとして知られる結晶
粒界の偏微分方程式による数学モデルをテーマとする所である。Kobayashi-
Warren-Carter モデルは多結晶体内部の緻密な状況再現が可能となった点が画
期的であったが、他方で「微分不可能な状況を微分方程式で表現する」という矛盾
を孕んだ定式化が行われていたため、数学解析の分野では未解決問題として誰も
手を付けなかった研究課題でもある。論文 （１）～(3) のそれぞれは、Kobayashi-
Warren-Carter モデルの「空間1次元の場合」「一般多次元の場合」「結晶の凝固
作用を考慮する場合」の数学的な解法を明らかにしたものであり、現在では「熱の
作用」や「結晶の異方性」といった現実に近い状況にも対応可能な数学理論の構
築まで、進展のめどがついている。
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【社会、経済、文化的意義】
　イラク戦争後の復興、紛争を巡る状況は、国内外で社会的関心が高く、本研究
はそれに答える意義を持つ。
(1) は、Middle East Institute　”Sectarianism in Muslim Majority / Minority
Countries in the Middle East and Asia ( Aug 01, 2014)にてselected articleとして参
照されるなど国際的な評価を得ている。
(2)は、科研費基盤Aおよび国際交流基金の事業として、カイロ・アメリカン大学の
協力のもとに酒井が企画・主催したもので、世界中のイラク研究者が一堂に会した
知的交流の場は画期的と高い評価を得た。
(3)は、第四回世界中東学会( WOCMES 4, Middle East Technical University,
Ankara, Turkey, 2014. Aug)に企画・提案したパネル「Moving Beyond the
Primordialist-Constructivist Divide  」でSectarianism as a Product of Securitization:
A Mechanism that Combines the External Threat with the Enemy Withinとのタイトル
で報告したものであり、学会発表当時には国際的に多くの関心が寄せられた。
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代表的な研究成果
【最大３つまで】

2 3601
基礎法

学

近代日本における歴史学と政治思想との関係に
ついての研究

　本研究は近代日本のナショナルヒストリーの発
展過程について、南北朝正閏論争に焦点を絞
り、同論争を「実証的」な近代「純粋」史学と「勧
善懲悪」を目的とする歴史の前近代的「応用」と
の争いであるとする従来の評価を改め、国民国
家をめぐる政治的信条の対立の一部であると論
じ、従来の日本史学史の隘路を、政治思想史の
手法で拡張したものである。

1 2701
地域研

究

イラク戦争後のイラクの政治展開をめぐる研究

　本研究は、イラク戦争後のイラクの政治展開に
ついて、主として国内の分裂要因に焦点を絞り、
従来原因としてみなされていた宗派対立が、原
因ではなくさまざまな政治抗争の結果であること
を明らかにしたものである。本研究では、特に、
宗派対立の背景にある国外要因、さらには域内
政治システムの変質に着目し、国際政治学の枠
組みで宗派対立を解明したものである。

4 3701 政治学

S

【学術的意義】
(1) は、文学史上の《自然主義vs.反自然主義》の対抗関係、及びアカデミズム内部

における《宗教学vs.歴史学》との対抗関係という2つの軸を設定し、南北朝正閏論
争が同時代の政治的全体言説の中に配置した。この論文は、『週刊　読書人』
(2014年)に鈴木正名誉教授（名古屋経済大学）による書評で「浩瀚な思想史の大
著」と、高く評価された。
(2)は、大正期の歴史学界で生じた諸論争を、正閏論争の対立構図の発展過程と
して読み解いたもの、⑶は、戦中期・占領期にまで説き及んだものである。⑵⑶の
うち、特に黒板勝美と平泉澄との関係を論じた箇所については、苅部直教授（東京
大学）より高い評価を得て、「「精神」を中核に置く平泉の歴史思想の特徴」を精確
に把握したものとして（苅部直「大正・昭和の歴史学と平泉史学」『藝林』2015年）、

藝林会第8回学術研究大会（2014年）でも紹介され、200名を超える参加者に好評
を博した。

○

5 3701 政治学

東アジアの地域主義とトランスナショナル市民社
会に関する研究

　本研究は、東アジアの地域主義とその延長線
上にある共同体におけるトランスナショナル市民
社会アクターの役割を実証的に分析したもので
ある。とくに、トランスナショナル市民社会アク
ターの独自の志向性（「下」からのオルタナティブ
地域主義）に注目し、「上」からの国家主導・市場
主導の地域主義との相克・相補関係を、人権、
移民労働、紛争予防(平和構築)、環境保護を主
たる事例として明らかにした。

SS S

3

現代福祉国家再編をめぐる包摂と排除

　本研究は、先進諸国の福祉国家体制の包摂と
排除の両面を検討し、共通するロジックを解明し
たものである。近年の先進国では、女性・高齢
者・障害者・社会保障給付受給者などの労働市
場への積極的参入を進めながら(包摂)、他方で

移民・外国人に制限を課している(排除)。
　本研究は、包摂と排除の背後にある「参加型社
会への転換」という構造変容に着目する独創的・
学際的手法で分析した。

SS SS

【学術的意義】
　（１）（２）はいずれもオランダモデルにおける「包摂」の契機を扱い、（３）では「排
除」の契機を主として扱ったものだが、本研究の集大成である（３）は、「政治過程
の激動を織り込んだ「光と影」に関するきわめて興味深い論述がされている」と非常
に高く評価され、2013年度損保ジャパン記念財団賞を受賞した。また（３）について

の書評は11種類に上る。たとえば『日本経済新聞』では「（包摂と排除の）双方の概
念に通底する論理を解き明かそうとしている」、『毎日新聞』では「オランダにおける
社会的合意形成を丹念にたどっている」、『海外社会保障研究』では「福祉国家が
抱える普遍的問題を考えることのできる良書」と評されている。『週刊社会保障』『生
活経済政策』『エコノミスト』他でも同様の書評が掲載されている。以後の福祉国家
研究にかかる研究書・論文で（3）を引用した文献は枚挙にいとまがなく、すでに学
界における重要文献として広く参照されている。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究の貢献は、狭義の学術的側面に限定されるものではなく、社会的・政治
的な意義も有している。まず（３）の損保ジャパン記念財団賞受賞記念シンポジウム
には福祉関係の実務家を中心に100名が参集し、日本における障害者の社会参
加をめぐる課題について、理論と実務を架橋するきわめて有用な討議が展開され
た。またやはり（３）については、福祉国家の変容の実像を的確に説明する研究書
として、中央省庁から民間運動団体に至るまで強い注目が寄せられており、財務
省における財政総合政策研究所主催講演会、厚生労働省における社会保障・人
口問題研究所主催講演会の講演者として招待された一方で、反貧困運動で知ら
れる雑誌『フリーターズフリー』でも詳しく紹介されている。学術書としては例外的に
多くの読者を獲得してすでに3刷を数え、実務家や公務員、大学院生など多様な
読者から積極的な反応が現在まで寄せられている。

【学術的意義】
　(1)～(3)全てが既存の地域主義研究では軽視されてきたトランスナショナル市民
社会の役割を実証的に分析した学術論文であり、地域主義研究の新たな分析的
地平を切り拓いたものであり、学術上の意義が認められる。(1)は、世界各国の政

治学系の学会で受賞した論文のみが掲載されている雑誌であり、第3回日本国際

政治学会奨励賞を受賞した論文がもとになっている(五十嵐誠一「東南アジアの新

しい地域秩序とトランスナショナルな市民社会の地平－ASEAN共同体の形成過
程における「下」からのオルターナティブな地域主義に注目して」『国際政治』第
159号、2009)。同論文は、現在までに関連する分野の英文書籍のほぼ全てにお

いて引用されており、国際的にも高い評価を得ている。(2)は、東北アジアの安全
保障秩序の変化の可能性を、批判的国際関係論の視座からトランスナショナル市
民社会に注目して論じたものである。同論文は、理論的な精緻さ、独創性、北東ア
ジアにおける平和構築への社会的貢献が評価され、2012年度北東アジア学会優

秀論文賞を受賞した。(3)は、(1)(2)で扱った事例に環境分野も加えて、東アジアと
いうマクロ地域を意識しながら、「下」からの地域主義の担い手であるトランスナショ
ナル市民社会の役割について論じたものである。

【社会、経済、文化的意義】
　このようなトランスナショナル市民社会についての分析は、上記のように人権、移
民労働、紛争予防(平和構築)、環境保護という現代社会が直面する国際的な課題
の分析に新しい視座を与えるものであり、社会・経済・文化的な意義も大きい。

【学術的意義】
(1)および(2)ともに、研究報告を申請し、査読を踏まえて受理されたものであり、そ
の研究内容について一定の評価を得ているものと考える。(2)での報告は、国際法
社会学学会でなされたものであるが、その国際学会の学会動向については『法社
会学』 77号, 2012年にて報告を行い、日本の法社会学の国際化に貢献した。
　また、(3)については、海外での研究報告等を踏まえて執筆を依頼され、かつ編
集者の査読を踏まえて最終的に採択されたものであり、その研究内容について、
一定の関心を集めているほか、その水準についても十分な質を備えているものとし
て評価されていると考えられる。

SS

被害者の刑事裁判への参加が量刑判断に及ぼ
す影響

　意見陳述制度や被害者参加制度によって、犯
罪被害者が刑事裁判に積極的に参加することが
可能となった。しかし、これらの制度によって量刑
判断に影響が生じる可能性が問題として指摘さ
れている。本研究は、このような影響の有無、お
よびそのメカニズムについて実証的な手法により
アプローチしたものである。

基礎法
学
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Vol. 1,
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う希望 コミュニティ
経済の生成と地球
倫理

朝日選書 全270ページ 2013 なし

8 3806
金融・

ファイナ
ンス

非伝統的金融政策の有効性に関する実証研究

　市場金利がゼロに近づき、それ以上低下させ
ることが不可能な時、中央銀行はどの様な経路
で景気を有効に回復させることが出来るのか。こ
の「非伝統的金融政策」の有効性に関する論争
に対して、① 量的緩和政策が、少なくとも株価、

Tobin’s qを通じて生産や国民経済に有効に作

用する証拠を統計的に提示した。加えて、②

2013年4月以降のいわゆる異次元金融緩和政策
の採用に、理論的・実証的根拠を提供した。

S S

【学術的意義】
　業績(1)、及び (2) の学術的意義は、経済学分野に於いて最も権威ある学会の一
つであるJapanese Economic AssociationのPresidential Address（September 15,
2013）で引用・評価されている。
　また、同学会の査読付き定期刊行物『現代経済学の潮流2014』の巻頭 (p. iv) に
於いて、「『非伝統的金融政策』の問題は、実務的にも理論的にも重要なマクロ経
済学上の新たな課題である。当該論文は、この問いに対してデータに基づいた証
拠を示しつつ答える点で、貴重な洞察を与える研究である」と評価されている。
更に業績 (2) は、社会・経済的意義の大きさ、及び学会での評価の高さに鑑み、
Japan Society of Monetary Economics (日本金融学会) が発行する欧文refereed
journalの創刊号に、巻頭論文として掲載されたinvited articleである。

【社会、経済、文化的意義】
　業績(1) (2)の社会・経済的意義は、アベノミクスの第一の矢である「異次元金融
緩和」の有効性に関して理論的・実証的根拠を提供した点にある。また業績(3)は、
1979年から97年までの日銀の金融政策を分析したもので、中央銀行の政策的役
割一般を論じるうえで重要な実証分析結果を提供している。
　2001年～2006年に実施された「ゼロ金利下での量的金融緩和政策が、株価を押
し上げる事を通じて企業の生産と国民経済の向上に寄与した」という研究成果は、
浜田宏一内閣官房参与等によって「充分に正しい真理」として高く評価されてお
り、現実の政策運営に採用された事によって景気の回復に寄与したと評価されて
いる。(『アメリカは日本経済の復活を知っている』浜田宏一著 (2013), 講談社, 61-
62頁)。

7 3801
理論経
済学

不確実性の下での公共財管理と情報の価値

本研究は、人々の不確実性の構造に対する認
識に応じて協調的行動の可能性がいかなる影響
を受けるのかを検討することを目的とする。また
一般的理論モデルを構築し認識が更新され、科
学的な発見など新たな情報が得られた場合、そ
れが社会全体の資源配分の効率性にどのような
帰結をもたらすのかを解明する。この問題意識に
基づき「レジームシフト」と「曖昧さ」という特殊な
不確実性を伴う状況につき理論モデルに基づく
分析を行った。

6 3801
理論経
済学

多様な経済主体からなる経済動学モデルの分析

　本研究は、消費の習慣形成を考慮した経済動
学モデルの理論的基礎づけを行い、同一の生
産や消費が増加するにつれ生産コストや消費の
効用が逓増、逓減するという既存の経済分析モ
デルに対して、消費が増大しても効用が必ずし
も逓減しない、人々の多様な消費習慣を前提と
する経済分析モデルを新たに構築した。それに
より現実社会の多様な諸条件をモデルに組み込
み、現実社会に則した説明力の高いものとした。

9 4002
社会福
祉学

持続可能な福祉社会

　本研究は、「限りない経済成長」を追求する時
代が終焉を迎え、飽和した市場経済のもと、「平
等と持続可能性と効率性」の関係をいかに再定
義するべきかを論じるものである。「拡大・成長」
のベクトルにとらわれたグローバル化の果てに、
都市や地域社会のありようがどう変化するのか、
再生の時代に実現されるべき社会像を構想し
た。さらに、ローカルな地域に根ざしたコミュニ
ティ経済と、「地球倫理」とも呼ぶべき価値原理を
論じた。

S SS

【学術的意義】
　資本主義・社会主義・エコロジーの交差として創造的定常経済システムの構想を
提唱した(1)は、ローカルな地域に根ざしたコミュニティ経済と、「地球倫理」とも呼
ぶべき価値原理を提唱するものであり、成長経済の次を見通すものとして学術上
の意義が高い。この論考は第9回大佛次郎論壇賞を受賞した『コミュニティを問い
なおす』（ちくま新書、2009年）の系列に属する業績である。

【社会、経済、文化的意義】
　また、社会・経済・文化的な意義も大きく、(１)は｢労働調査」2011年10月号で書評
が取り上げられたことをはじめとして、学術界のみならず、広く一般社会で話題を呼
んだ。1999年にエコノミスト賞を受賞したことを踏まえて、同誌の創刊９０周年記念
号に寄稿するなど、各方面でその知見を広く披露することが期待されている。また
(3)は、朝日新聞書評欄で水野和夫(日本大学教授・経済学)　 [2013年6月30日 掲
載]が、「人口学研究」で高橋眞一(新潟産業大学)[2014年６月掲載]が取り上げ、
高く評価している。そこで展開した議論を踏まえて ｢世界」(2014年６月)で「拡大成
長の呪縛をどう断ち切るか : 地球資源、人的資源の決定的限界に向き合う (特集
「脱成長」への構想)」とのテーマで田中洋子と対談、持続可能な福祉社会を目指
す公論を大きく喚起した。

SS S

【学術的意義】
(1)では、気温上昇の人的資本への影響に着目しながら国家間のゲームを考え、

自発的なコミットメントが誘引両立的となる条件を示した。(2)では資源の管理に関
し、既存モデルを特殊ケースとして含むような形で理論的枠組を定式化し、既存の
楽観的結論が必ずしも成り立たないケースが存在することを示した。(3)では、経済
主体のそれぞれが互いに異なるリスク認識を有する場合に不確実性の存在が非
効率性を緩和するための条件を、効用関数と信念の異質性の双方に関して与え
た。
レジームシフトと呼ばれる現象は、生態学の分野で比較的早くから注目されてきた
が、それを経済主体を含む形での一般的な枠組みのなかで示したのは、(2)が初
めてであり、本研究でこの種の不確実性が持つ社会経済に対するインプリケーショ
ンの一端が明らかにされたことによって、環境経済学分野における応用の可能性
が広がるのみならず、生態学の応用研究にも有益な視点を提供することができた。
そのことは、多大なる理論的貢献として高く評価されている。また、主体間での認識
の異質性を考慮した公共財モデルの研究は、情報の価値が負になり得る状況を、
既存研究の中でよく知られた「私的情報の過小評価」とは全く異なるメカニズムで
指摘しており、情報の経済学においてひとつの参照点を与えた。(2)の掲載誌はイ

ンパクトファクター2.9を誇る一流の経済学ジャーナルで、その巻頭論文を飾ったこ
とからも評価の高さは明白である。

【社会、経済、文化的意義】
本研究は、温暖化問題においてIPCCのような科学者組織が果たす役割を明らか
にするという、具体的かつ重要な応用例を念頭においており、この成果は経済学
に留まらない広範な分野に貢献する、社会経済的意義を持つものである。

SS S

【学術的意義】
　(1)から(3)の研究が画期的な点は、従来の経済理論がともすれば非現実的な条
件を前提とし、現実社会に適合しないのに対して、現実社会の多様な諸条件をモ
デルに組み込み、現実社会に則した説明力の高い、新しい分析モデルを創造的
なアイディアを駆使して構築したことにある。学術的水準はきわめて高く、国内の関
係学会(たとえば日本経済学会、経済理論学会など)で頻繁に報告を行っているこ

とはむろんのこと、この分野において世界でも最も権威があるとされるJournal of
Economicsなど、海外のジャーナルに次々に英語で論文を発表し、国際的に高い

評価を得てきた。特に(3)はIgor Fedotenkov, "Population Ageing and Inflation with
Endogenous Money Creation", Netspar Discussion Paper No. 03/2016-013, March
8, 2016に引用されるなど、国際的に与える波及効果は大きい。

【社会、経済、文化的意義】
　また、学問上の画期的な発展に貢献したばかりでなく、社会・経済・文化的な意
義も大きく、適切な財政金融政策への提言の道を切り拓き、日本の財政金融政策
に不可欠な研究を提供し続けている。現実の財政金融政策にも新たな地平を開く
ものであり、実務面でも大きな貢献を果たしている。民間研究所(キャノングローバ

ル戦略研究所など)や政府系研究所(経済産業研究所)への研究協力、政府の金

融政策に対する提言も頻繁に行い(日経ビジネスオンラインなど)、日本の金融財
政政策にも多大な発言力を持っている。
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　研究論文 (2), (3) は、対数ポテンシャルを持つ非平衡ブラウン無限粒子系の数
学的構成の論文としては、最初の論文であり、学術的評価は高い。Math. Sci. Net
での引用回数では、それぞれ10件から15件程度であるが、年々増加している。こ
れらの論文で得られた確率過程は、一般化された直交多項式である多重直交式
を用いた理論に基づいて構成がされているが、研究論文 (1)では、確率過程論で
主要なものの一つであるマルチンゲール理論に基づいて新たな表現を与えてお
り、この表現を用いることにより無限系の様々な解析を可能にしている。具体的な
表現を与えれることにより無限粒子系の確率解析を可能にしたという点でこの結果
は重要であり、発展性が大いに期待できる。これらの結果は、多くの関連する研究
者に影響を与えており、本業績に関連して国際会議では計７回の招待講演を行っ
たが、その都度、高い評価を得ている。

【学術的意義】
　本研究では、スーパーコンピュータ「京」を用いた大規模数値シミュレーションに
よって、活動天体で観測される電波やガンマ線の放射源となる高エネルギー電子
の加速、太陽磁場の準周期的反転等を再現することに成功した。論文(1)では、電
磁粒子シミュレーションによって、衝撃波近傍で生成される磁気乱流中で発生する
磁気リコネクションにより電子が効率的に加速されることを示した。この成果は国際
的にも注目され、松本洋介氏は平成28年3月に米国で開催されたUS-Japan
Workshop on Magnetic Reconnection 等で招待講演を行った。(2)は太陽対流層
の高解像度磁気流体計算によって、小スケールの乱流によって磁場が強められる
ことにより乱流運動が抑制され、大スケールの磁場が生成されること、その方向が
反転を繰り返すことを示した。これは、太陽活動の11年周期のメカニズムに迫る成
果であり、日本経済新聞、海外メディア等でも取り上げられた。

【社会、経済、文化的意義】
　太陽活動の11年周期のメカニズムを理解することは、地球環境にも影響を及ぼ
す太陽活動の長周期変動を理解する鍵になり、太陽物理学最大の課題と言える。
論文(2)は太陽対流層での磁気乱流生成の高解像度シミュレーションに基づいて
太陽磁場の周期的増減を再現した成果であり、社会的意義が大きい。

[学術的意義]
　これらの論文は、地震と先行する電磁気現象との相関の統計的有意性を示し、
因果関係を示唆する結果を示した点で学術的な評価が高い。被引用回数は　(1)
は9件、(2)は15件、(3)は25件である。国際会議でも(1)(2に関して、欧州地球科学
連合2014年総会において「Statistical Analysis of earthquake-related ULF
phenomena at Kakioka, Japan, during 2001-2010」という演題、米国地球物理連合
2014年秋季大会において「Statistical Analysis of ULF Seismo-Magnetic
Phenomena at Kanto, Japan, during 2001-2010」という演題等でH26年度に合計6
件（H22-26年度で10件）、(3)に関して中国国家地震局が主催した国際会議にて
「Ionospheric disturbance possibly related to the large earthquakes: GPS-TEC
and tomographic approaches」という演題での招待講演(H22-26年度で6件）を行っ
た（国内会議も含めると合計22件）。

[社会，経済，文化的意義]
　本成果は防災・減災への貢献も期待され社会的意義も高い。特に(3)に関して統
計結果が2011年東北地方太平洋沖地震についても成立し、地震に先行して電離
圏異常が出現したことが日本経済新聞H23年5月30日科学技術欄、H24年.6月9
日放送のNHKスペシャルMEGAQUAKE2等で取り上げられた。また、H24年7月29
日放送のNHK サイエンスZERO「地震予知／上空に現れた謎の異変」に出演し、
電離圏異常と地震との関連を一般向けに解説した。
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[学術的意義]
　(1)は、特に海岸に記録された古地震を変動地形学的に解読し、地震学的断層
モデルへ展開し将来予測を可能にするとともに、変動帯の海岸部における直下型
大地震の発生リスクを具体的に評価する手法と結果を示した点で学術的意義が大
きい。(2)は日本同様にM9クラスの超巨大地震が懸念されているニュージーランド
北島おいて同様の手法で解析した結果，沖合いの震源断層を特定するともに、震
源断層が連動して巨大地震化した可能性を指摘し、その発生間隔から次期地震
の発生時期推定につながった論文である。その手法の有効性が国際誌において
も認められ、被引用回数14回である。(3)は文部科学省重点研究委託調査の成果
の一部である。2011年東北地方太平洋沖で発生した古津波・古地震を解読し、
1000年前の巨大地震（869年貞観地震）を三陸海岸で初めて発見したことにより、
M9 クラスの巨大地震の実態と反復性を示した点で地震予測の観点から学術的意
義が大きい。

[社会，経済，文化的意義]
　(1)は2011年東北地方太平洋沖地震による原発災害を受けて設けられた原子力
規制委員会（国の審議会）において注目され、その諮問機関として設定された「原
子力発電所敷地内破砕帯の評価に関する有識者会議」のメンバーとして招聘され
ることになった論文である。「敦賀原子力発電所敷地内の破砕帯評価会合」にお
いては、この手法を用いて近接する活断層の活動性具体的に評価され審議結果
に大きな影響を与えた（NHK「関西熱視線」「クローズアップ現代）。また、泊原発
（北海道）や建設中の大間原発（青森）が将来的に直下型大地震に見舞われるリ
スクを指摘したことにより、主要新聞（朝日，読売，毎日）全国版に関係する内容が
掲載されるとともに、TBSニュース番組に出演し解説を行った。

　理学部・理学研究科の目的は、自然現象を支配する原理や法則を探求する理学の目的を着実に実施することである。各教員は、自助努力によって獲得した研究費を用いて、独創性を発揮した研究成果を公表する。優れた業績の選定に当たって、学術面では、発表した出版物が国際的な一流誌か、
各教員の貢献度はどの程度かに着目し、社会・経済・文化面では、新聞や公共的な出版物に掲載・引用されて、どれほど注目されたかに着目した。

法人番号 国立大学法人千葉大学

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

学部・研究科等番号 学部・研究科等名 理学部・理学研究科

S

2202
自然災
害科学・
防災学

地震に先行する電磁気現象の研究

　本研究は、日本で発生した地震に先行する電
磁気現象に関する研究に関し、従来より課題と
なっていた統計的有意性をもつ相関性をULFの
磁場変動および電離圏電子数変動について、
解析・解明したものである。これらの結果は、前
兆現象としてのULF磁場変動と電離圏電子数変
動の存在を確認する結果という点で画期的であ
り、これにより地震予測の可能性が否定できない
ことを示すことができた。

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

SS

S SS

SS

代表的な研究成果
【最大３つまで】
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判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業績
番号

共
同
利
用
等

一連の研究は、有限生成自由アーベル群のC*環への作用の分類についての、初
めての成果である。左記の3つの論文はどれも権威のある国際誌に掲載されてい
る。本研究で開発された様々な先駆的な技巧・手法は、汎用性を持っており、今後
の研究においても重要である。しかし一方でそれを使いこなすことは容易でなく、
事実、現在に至るまで国外の他のどの研究グループも当該研究課題に参入でき
ていない。一連の業績が評価され、2011年には日本数学会解析学賞を受賞し、
2012年には作用素環賞を受賞した。また、2012年3月の日本数学会年会において
「Jiang-Su環への群作用について」という題目で特別招待講演を行った。また、(1)
の共著者の泉正己氏は、2010年の国際数学者会議において本研究について招
待講演を行った。

２．選定した研究業績

解析学
基礎

4

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
細目名

細目
番号

業
績
番
号

1

2

3

2101 地理学

プレート境界周辺や海岸部でおこる大地震の発
生予測に関する研究

　本研究は、海溝型の巨大地震と活断層型の大
地震に関し、断層運動による海岸の累積隆起プ
ロセス理論を用いて解明したものである。この手
法は、離水海岸から古地震を解読し，震源断層
を特定するという点で画期的であり、繰り返され
た震源断層の活動に伴う海岸の垂直変動を復
元し、次期地震の将来予測が可能であることを
示した。

1002
数理情
報学

SS

S

宇宙磁気流体・プラズマ現象の研究

　スーパーコンピュータ「京」を用いた大規模電
磁粒子シミュレーションにより、衝撃波近傍で生
成される磁気乱流中で発生する磁気リコネクショ
ンによって電子が効率的に加速されることを明ら
かにした。高解像度磁気流体計算により、小ス
ケールの乱流運動によって増幅された磁場が乱
流を抑制することにより大スケール磁場が生成さ
れることを示し、太陽磁場の準周期的反転の再
現に成功した。

SS

C*環への群作用の分類理論の研究

　C*環への整数群Zの作用についてはいくつか
の先行研究があったが、有限階数アーベル群へ
の一般化については全く何も分かっていなかっ
た。本研究により初めて、いくつかの重要なC*環
への群作用が分類された。特に(3)では無限型
UHF環への作用の一意性を示した。一方(1)の
ケースでは、作用は一意でなく多様であるが、
KK理論によって完全に統制されることを示した。

代数学

フェルマー曲線のレギュレーターとL関数の特殊
値の研究

　本研究は、L関数（ゼータ関数）の特殊値に関
するベイリンソン予想に関して、フェルマー曲線
という数論的に重要な場合に、新たな例を与える
ものである。さらに、L関数と超幾何関数との新た
な関係を発見し、今後のこの分野の研究におい
て指針の一つを与えると期待できるものである。

5

4703
解析学
基礎

非平衡無限粒子系の研究

　本研究では、ランダム行列理論、確率論にお
いて重要な確率過程のひとつであり長距離相互
作用を持つ無限粒子系である無限ダイソン模
型、無限ベッセル模型の確率論的構成とその性
質について研究を行った。そして非平衡状態の
場合を含むかなり一般の初期値に対して構成で
きることを示し、緩衝現象が成り立つことも証明し
た。

6

S

　(1)は、形式化研究における世界トップジャーナルと名高い雑誌 Journal of
Automated Reasoning に掲載された論文である。近年になり情報数理学からも数
学からも急激に注目が集まり始めた形式化研究にいち早く着目し、符号理論・情
報理論の礎となったシャノン理論の形式化を世界で最初に遂行した。この成果の
前身である「Formalization of Shannon's Theorems in SSReflect-Coq」は当該分野
のトップ会議 ITP2013に採択された。
　(2)は、国際会議 ICACT 2014　から Outstanding Paper Award を受賞した論文
である。物理的複製困難性の実装として半導体の性質に着目し、その性質を検
証、さらに、実用化の際に問題となる雑音の対策法として符号理論を用いる手法の
解析を行い、符号理論の有用性を示したものである。
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　（１）は当研究の中核をなす論文である。この論文ではフェルマー曲線に付随す
るモチーフのレギュレーターを一般超幾何関数の特殊値で表した。そして、ベイリ
ンソン予想の一部であるレギュレーター写像の全射性を証明した。（２）では、（１）
の結果の一部とブロックの楕円曲線に関する結果を比較し、L関数の特殊値と超
幾何関数の特殊値の一致を証明した。（３）では、（１）の結果を一般化し、数値計
算によりベイリンソン予想が成り立つことを、非常に高い精度で確認した。当研究に
ついては、研究集会「Regulators III」（バルセロナ、2010年7月22日）、「代数学シン
ポジウム」（北大、2010年8月11日）などにおいて招待講演を行うなど、代数学の分
野で一定の関心を呼んだ。

天文学

ポストモダン符号理論の研究

　今世紀の符号理論はモダン符号により幕を開
け、その後、豊富なダイバーシティの展開、つま
りポストモダン符号の様相を提示してきた。
本研究では、二つの側面で成果を挙げた。１つ
は、符号理論に対する形式化研究を世界で最初
に導入した。特にシャノン理論の形式化に成功
した。もう１つは、半導体チップの持つ物理的複
製困難性の実用化に必要な認証技術に対し、
符号理論の適用と解析を遂行した。

a)  b) c) d) e) f) g) 
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5005
層位・古
生物学

浮遊性微化石石灰質ナノ化石の研究を用いた
地質学的・層位学的研究

　本研究は，浮遊性微化石である石灰質ナノ化
石を用いて，地層の年代を決定するための指標
を作成したり，それを応用して世界各地の地層
の年代を決定して，地質学的および古海洋学的
研究に資するものである．

　(1)は「クォーク閉じ込め」と「カイラル対称性の自発的破れに伴う素粒子の質量生
成」の関係について、我々の再定式化を用い、初めて第一原理から明快な理解を
与えた論文である。被引用回数は、SLAC Spiresにおいて、合計70回である。
(2)は，SU(3)のヤンミルズ理論においては従来の定説とは異なり，非可換な磁気モ
ノポールが閉じ込めに支配的な寄与を果たすことを示した論文である。本業績
(1)(2)に関して、２０１０年から２０１５年までで，国内研究集会で２回，国内国際会議
で２回，国外国際会議で４回の招待講演を行った。
　(3)は，我々のこれまでの研究を中心として，クォーク閉じ込めに関する最近の研
究の総合報告を意図した，Physics Reports誌に掲載された論文である。同誌は物
理学全分野をカバーするレビュー専門誌として最も権威ある雑誌のひとつであり，
インパクトファクターは２０を超える。

[学術的意義]
　(1)は、国際共同研究により実験家と理論家が協力して完成させた研究であり、本
研究科院生（当時）の鳥山達矢が筆頭著者、本研究科教授の太田幸則が責任著
者を務めている。(2)は、この研究を理論の観点から補強する研究である。この研究
は、日本物理学会（2010年秋）のシンポジウムで講演（太田）され、日本物理学会
誌「最近の研究から」の記事になり、また太田は、国内外で３件の招待講演を行っ
た。本業績は、物性物理学としての学術的意義が極めて高く評価されている。

[社会、経済、文化的意義]
　電子素子材料開発への応用の可能性があり、実際「千葉大の成果」として、日経
産業新聞「絶縁と強磁性 共存解明 千葉大 電子素子開発に期待」および日刊工
業新聞「強磁性のまま絶縁体の酸化物 千葉大など仕組み解明」として新聞２紙に
も取り上げられるなど、産業界からも注目されている。

　巨大地震震源域の下端部付近で発生するスロー地震は、プレート境界での地震
の全体像を理解する上で重要な現象である。日本では西南日本（東海地方より西
側）でその発生が報告されており、スロー地震の理解のため、発生の場の詳しい物
性の解明が待たれている。
(1)はスロー地震の震源域付近の物性を、鉱物の配列を推定する手法を用いで明
らかにした研究で、(2)の論文を受けてスロー地震震源域を構成する物質と流体の
かかわりを議論するためのデータを提供した。地球物理学で高い評価を受ける
Journal of Geophysical Research 誌に掲載され、3件の論文引用を受けている。
(2)の論文では従来よりも高い空間分解能でスロー地震の発生域に高圧流体が存
在することを明らかにし、それがスロー地震の発生に関与している可能性を明示し
たことにより、国内外の地震学の研究者から注目され、64件の論文引用を受けた。

SS
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強磁性ホランダイトの金属絶縁体転移の研究

　本研究は、ホランダイト型構造の強磁性クロミウ
ム酸化物K2Cr8O16の金属絶縁体転移の機構を、

X線精密構造解析と密度汎関数理論による電子
状態計算により解明したものである。従来、物質
の絶縁性と強磁性は共存が難しいとされていた
が、完全スピン分極した電子系のパイエルス転
移という新規な機構によりこれが可能であることを
実証した。現在も発展的研究が展開されている。

○

角度分解光電子分光(ARPES)を用いた新規超
伝導体の超伝導ギャップの直接観測

　本研究は、超伝導ギャップの一部にノードと呼
ばれる超伝導ではない部分が存在する可能性
の高いKFe2As2において、ARPESによりその
ギャップ構造を直接的に明らかにすることを目的
に行われたものである。
結果として、本物質では３種類の超伝導ギャップ
のうち１つにおいて、明確にノードが存在すること
が世界で初めて示された。

9

宇宙ニュートリノの発見と超高エネルギー宇宙の
起源

　宇宙の高エネルギー放射機構の多くは、
ニュートリノ素粒子を伴うことが予測されてきた。
国際共同実験IceCube により高エネルギー宇宙
ニュートリノが存在することを発見し、新しい天文
学を開拓した。その流量値から、宇宙の高エネ
ルギー放射の多くは銀河系外起源であること、放
射源天体は空間的にも時間的にも予想よりも広
く分布していることが分かってきた。

SS
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　鉄系超伝導体においては、発見当初よりフルギャップ構造をもつ超伝導体が発
見されてきた。超伝導ギャップの一部にノードと呼ばれる超伝導ではない部分（節）
が存在する可能性の高い鉄系超伝導体は論文発表時点においてKF2As2の他に
はBaFe2As2-xPxしか存在せず、そのギャップ構造の同定が待ち望まれていた。論
文(1)は、ARPESによりそのギャップ構造を直接的に観測し、ノードの存在するフェ
ルミ面が確実に存在することを明らかにしたことが学術的に評価が高い。本論文は
引用回数が90回を越え、2012年米国ワシントンＤＣで開催されたM2S（超伝導と超
伝導物質に関する国際会議）において招待講演になるなど評価されている。
　結果として、本物質では３種類の超伝導ギャップのうち１つにおいて、明確にノー
ドが存在することが世界で初めて示された。

4901

素粒子・
原子核・
宇宙線・
宇宙物

理

【学術的意義】
　(1) は高エネルギー宇宙ニュートリノの証拠を初公表した論文であり、その流量値
及び到来方向分布を公表した。(2) は、論文(1)につながった最初の成果である、
観測史上最高エネルギー (1 PeV)を持つニュートリノ事象の初観測を報告した論
文である。(1), (2) ともに 2013年における物理学上最も重要な成果として英IOPに
よって選定された。本成果で中核的役割を果たした本学メンバーはアメリカ、ドイ
ツ、イタリアなどで数多くの招待講演を行い、国際純粋・応用物理学連合から若手
研究者賞、平成基礎科学財団から戸塚賞を受賞した。
　論文(3)は宇宙ニュートリノ観測の詳細結果の報告であり、超高エネルギー宇宙
放射天体の性質をニュートリノ観測により初めて論じたものである。

【社会、経済、文化的意義】
　これら全ての成果は、毎日・朝日・読売など主要各紙で報じられ、日経サイエンス
やニュートンといった一般向けの雑誌でも取り上げられるなど、社会に大きな関心
を呼び起こした。

クォーク閉じ込めの研究

　本研究は、「クォーク閉じ込め」と「質量ギャッ
プ」の問題を、量子色力学という第一原理から理
論的に理解すべく、我々が開発，発展させてき
たヤンミルズ理論の新しい再定式化とウイルソン
ループ演算子に対する非可換ストークスの定理
の拡張を用いた研究である。この手法は、閉じ込
めに効くトポロジカルな自由度である磁気モノ
ポールをゲージ不変に定義でき、かつ抽出でき
るという点で画期的である。
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　(1)は南海トラフにて実施された国際深海掘削計画第319次研究航海に参加し、
熊野海盆堆積過程を明らかにするための年代データを提供したものである。当該
研究航海において、詳しい年代のデータとその根拠を明らかにした研究成果が本
研究成果である。(2)は房総半島において広く分布する地層群の地質時代を明ら
かにしたものであり、かねてより発表してきた年代層序学的研究と一連の関係にあ
る。この論文以前のそれら一連の研究は、関東地方、とりわけ房総半島の地質を
考察する上ではほぼ必ず引用される年代データである。さらに(3)はサンゴ化石の
同位体分析から約350万年前の気候変動を復元したものであるが、記録されてい
る気候変動の時期を解明したのは著者による石灰質ナノ化石の分析結果である。
なお、本論文の被引用回数は46件である．
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5004 地質学

西南日本における上部リソスフェア構造の研究

　本研究は，プレート境界で起こる巨大地震とは
異なる震源域で歪み解放の役目を果たす西南
日本弧下のスロー地震のメカニズム研究である。
群列地震観測により上部リソスフェアの詳細な構
造を求め，とくに震源域に存在する高圧の流体
がスロー地震の発生を制御していることを解明す
ることができた。

S
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多様性指向型触媒的不斉合成の研究

　本研究は協奏機能を有する独自の不斉触媒
により多様性指向型触媒的不斉合成という新概
念を樹立したものである。概念の発信と共に専門
誌の表紙を飾るなど広く注目されている。COEプ
ロジェクト「自在分子構築法と生命科学の融合拠
点形成」や分子キラリフティー研究センターの中
核をなすものであり、生物活性物質が直截的に
期待できる多彩な構造を有する化合物の触媒的
不斉合成により、化合物ライブラリーの構築が実
現した。

　（１）と（２）は、大腸菌無細胞タンパク質合成システムを用いることにより、超分子
モーター触媒部分の大量生産に成功し、軸部分および触媒部分全体の詳細構造
を世界で初めて解明した論文である。本成果はマイナビニュース（2013年1月14
日）やNatureダイジェスト（vol. 10, 20-21, 2013）、RIKEN RESEARCH（vol. 8, 13,
2013）などに取り上げられた。さらに、第11回日本蛋白質科学会やアジア結晶学
会（2012）など計8回の招待講演を行った。
　（３）は本成果に関して、当該分野で最も権威ある総説誌に依頼を受け記載した
総説論文である。また、実験医学（vol. 32, 1623-1626, 2014）など計8カ所の雑誌
にも総説を記載した。以上のように本研究は当該分野において卓越した研究業績
であると判断できる。

　（１）は創薬標的となる膜タンパク質に対する構造認識抗体の作製技術や評価技
術を開発し、これらの技術を用いてヒト由来アデノシン受容体の結晶構造を明らか
にした。本成果は読売新聞（2012年1月30日）等の７社に取り上げられ、「パーキン
ソン病新薬に道、結晶作製手法を開発」等の高評価を受けている。また、本技術に
関して特許も取得している（特許第5526448号、第5213967号、第5230397号）。
　（２）は本技術に関して、当該分野で最も権威ある総説誌に記載した総説論文で
ある。また、広く共同研究を行い、創薬標的であるNOR（Science 2010）やBandIII
（Science 2015）の結晶構造を明らかにすることにも成功した。
　（３）は共同研究によるアディポネクチン受容体の結晶構造論文である。さらに、
本技術をベースに製薬企業３社と立体構造に基づいた創薬に関する共同研究を
行っている。
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機能生
物化学

筋原線維のアクチン線維形成の分子機構の解
明

　筋原線維形成の分子機構はこれまで不明で
あった．本研究では，骨格筋の筋原線維を構成
するアクチン線維の形成の分子機構とシグナル
伝達機構を解明した．このアクチン線維形成機
構は既知の機構とは異なるものであった．さらに
このアクチン線維形成機構が筋肥大に不可欠で
あることを明らかにした．本研究の成果は，先天
性筋疾患の発症機構の解明にもつながる．

SS SS
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構造生
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【学術的意義】
　筋原線維は生存に必須の働きである筋収縮を担っており、また最も整然とした細
胞内の構造であるため、これまでに筋原線維形成の分子機構の解明には多数の
研究者たちが取り組んできた。しかしその解明には至らなかった。本研究は、骨格
筋の筋原線維を構成するアクチン線維の形成の分子機構とシグナル伝達機構を
世界で最初に解明した。このアクチン線維形成の分子機構はこれまでの概念とは
異なるものである。さらに本研究の成果は、先天性筋疾患ネマリンミオパチーの発
症機構の解明につながると期待され、医学的な見地からも重要である。したがって
学術的意義がきわめて高い。本論文は権威のある著名な科学の総合誌である
Scienceに掲載された。

【社会，経済，文化的意義】
本研究の成果は、産経新聞、毎日新聞、朝日新聞等で報道された。また、日本学
術振興会の「科研費NEWS」（2011年度，Vol. 1）の「最近の研究成果トピックス」、
Nature Reviews Molecular Cell Biology (Vol. 12, No. 2, 2011) のResearch
Highlight及び「サイエンス誌に載った日本人研究者 (Japanese Scientists in
Science) 2010」で紹介された。さらに、本研究成果についての総説が、ライフサイ
エンス新着論文レビュー (http://first.lifesciencedb.jp/archives/1887)、及び実験
医学「カレントトピックス」(Vol. 29, No. 8, 2011)（羊土社）に掲載された（いずれも執
筆依頼による）。

6702
構造生
物化学

膜超分子モーターの回転メカニズムの研究

　V-ATPaseはATPの化学エネルギーを回転エネ
ルギーに変換し、さらにイオンの電気化学的濃
度勾配に変換する膜超分子モーターである。本
酵素は骨粗鬆症等の創薬標的であり重要だが、
大量生産が難しく研究が遅れていた。本研究で
は、触媒部分の大量生産系を確立し、高分解能
結晶構造を得ることに成功した。さらに、高速1分
子計測系も確立し、回転メカニズムを明らかにし
た。
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合成化
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　(1)は独自に開発した不斉触媒が示す協奏作用を明らかにしたものであり、新学
術領域における大学間共同研究の成果である。本触媒により、複雑なスピロキシイ
ンドールの触媒的不斉合成が実現した。(2)はインドールの脱芳香環化反応の初
めての成功例であり、SYNFACTS誌 においてSYNFACTS of the monthとして世界
的に紹介された。(3)は非対称ビスインドールの合成であり、我々の触媒によっての
み達成される。薬学研究院との共同研究において、抗がん作用の期待されるWnt
シグナル阻害物質が見出された。本成果は掲載誌編集局において重要論文(Hot
Paper)に選定されたほか、SYNFACTSでも紹介された。以上の研究により多様性指
向型不斉触媒反応の概念を樹立し、化合物ライブラリーを構築した。千葉化合物
ライブラリーは、学内外で広く活用されている。開発した配位子は、市販されてい
る。
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抗体を用いた創薬標的膜タンパク質のX線結晶
構造解析の研究

　膜タンパク質の立体構造はドラッグデザインな
どの創薬に重要であるが、結晶化が難しいため
研究が遅れていた。本研究では、創薬標的とな
る膜タンパク質に対する構造認識抗体の作製技
術および抗体を用いた結晶化技術を開発した。
これらの技術を用いて、アデノシン受容体などの
複数の重要な創薬標的膜タンパク質の結晶構
造を明らかにすることに成功した。

SS
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【学術的意義】
　原形質流動は植物細胞の細胞質でおきているダイナミックな細胞質の流動現象
である。原形質流動は陸上植物、藻類などすべての植物細胞でみられ、中学、高
校の理科の教科書にも出てくる、非常によく知られた現象である。しかし、その生理
的意義は不明のままであった。本研究は、分子モーターであるミオシンの運送速
度を分子キメラ法により改変し、それにより原形質流動速度を変えるという革新的な
アプローチをとった。その結果、原形質流動速度を速くすると、植物の成長が促進
され、逆に原形質流動速度遅くすると、植物の成長が阻害された。これにより、原
形質流動は植物の成長を制御する重要な現象であるということが明らかになった。
また、原形質流動はすべての植物に共通の普遍的な現象であるので、本研究で
開発した分子キメラ法はすべての植物に応用でき、植物の成長を促進させることが
可能となり、バイオマスや食料生産の増産を可能にする革新的な技術開発につな
がる。本論文は発生生物学の分野で最も権威のあるDevelopmental Cellに掲載さ
れた。

【社会、経済、文化的意義】
本研究の成果は、日本経済新聞、朝日新聞、産経新聞、NHKニュース、日刊工業
新聞、Yahoo!ニュース、共同通信、時事通信、The Wall Street Journal など多くの
メディアで報道された。また本研究成果についての総説が、ライフサイエンス新着
論文レビュー (http://first.lifesciencedb.jp/archives/7953 - more-7953)、および
生物物理誌（日本生物物理学会の学会誌、Vol.54、 p259-261、 2014）に掲載さ
れた（いずれも執筆依頼による。生物物理誌では巻頭表紙に採用された）。
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肺胞形成の分子機構の解明

　呼吸に必須の構造である肺胞の形成に働いて
いる細胞機構と分子機構は、これまで十分に明
らかになっていなかった．本研究では、われわれ
が発見したDA-Rafの遺伝子欠損マウスを用い
て、肺胞上皮細胞が筋線維芽細胞の分化を引き
起こして肺胞形成を誘導することを明らかにし、
さらにその分子機構を解明した．本研究の成果
は、慢性閉塞性肺疾患の再生治療につながると
期待される．

SS S

【学術的意義】
　肺胞は呼吸に必須の構造であるため、肺胞の形成機構を解明することはきわめ
て重要であるが、これまでに肺胞の形成に働いている細胞機構と分子機構は十分
に明らかになっていなかった。本研究は、遠藤　剛教授の研究室で発見したDA-
Rafが肺胞上皮細胞で働くことにより、筋線維芽細胞の分化を引き起こして肺胞形
成を誘導することを明らかにし、さらにその分子機構を解明したものであり、独創性
の高い研究である。本研究の成果は、「死よりも恐ろしい病気」と言われる慢性閉
塞性肺疾患の再生治療につながると期待され、医学的な見地からも重要である。
したがって学術的意義が高い。本論文は権威のある著名な科学の総合誌である
Proc. Natl. Acad. Sci. USAに掲載された。

【社会，経済，文化的意義】
本研究の成果は、「呼吸に働いている肺胞が作られるしくみを解明：肺気腫の治療
や肺炎のしくみの解明への糸口に」としてニュースリリースを行い、千葉大学ホーム
ページの「トピックス・イベント情報」に掲載された。また本研究成果についての総
説が、The Lung Perspectives，特集「肺癌Up-To-Date」(Vol. 23, No.1, 2015)（メ
ディカルレビュー社）に掲載された（執筆依頼による）．

○

広域分布する海流散布植物の研究

　本研究は汎熱帯海流散布植物やマングローブ
等の広域分布種の、分布域の獲得・維持機構の
解明を試みた研究である。「汎熱帯海流散布種」
は、本研究で作られた用語であり、新たな研究分
野の創出に繋がった。研究対象は全世界の熱
帯域に分布するため、国際的研究ネットワークの
構築、網羅的フィールドワーク、大量サンプルに
よる分子集団遺伝学的解析で、分類群横断的な
系統地理学的構造を解明した。

SS

　本研究は、2015年3月に、責任著者である梶田氏が日本植物分類学会の学会賞
を受賞した一連の研究の一つである。授賞理由において、「特に全世界の熱帯海
岸域に分布
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1 7905
医化学
一般

心筋保護薬の作用機構の解析

　虚血により引き起こされる細胞壊死は、心筋梗
塞や脳梗塞をはじめとした多くの疾患の病態形
成に重要な関わりを有している。細胞壊死を最
低限に抑えることは、機能不全につながる梗塞
巣を最小限度にとどめることにつながる。そこで
虚血再灌流障害に伴う細胞壊死を抑制する薬
物治療の一つとしてエリスロポエチンが用いられ
る様になってきた。しかし、その作用機序は明ら
かではなく、分子レベルでの解明が望まれてい
る。

S

　腎臓などから産生されるエリスロポエチンは，これまで知られてきた造血促進作用
に加え，梗塞などによる虚血再灌流障害から心臓・脳などを保護する作用を持つこ
とが知られてきた．エリスロポエチンによる心筋保護作用の分子機序について検討
を行い，エリスロポエチンはソニックヘッジホッグを誘導することによりVEGFやアン
ジオポエチン１の産生を増大させ，血管新生を促進させ心筋保護作用を発揮して
いることを示した．本論文は、臨床医学への貢献を目指した基礎医学研究分野で
高い評価を受けている学術雑“Journal of Clinical Investigation”(2014年インパクト
ファクター13.262)に掲載された。これまでに他文献にも多く引用され，2016年5月
末時点での引用回数は53回である。また，最近１年間での文献ダウンロード回数も
411回と高い値を維持している．

3 7913 免疫学

腸管恒常性制御における自然免疫受容体の役
割

　腸管樹状細胞に発現するTLR3は小腸に常在
する乳酸菌が豊富に持つ2本鎖RNAを認識して
IFNβを誘導し、抗炎症機能がはたらくことによっ
て腸炎の抑制や免疫恒常性の維持に寄与して
いる。

S

2 7907
人類遺
伝学

川崎病の関連遺伝子解析に関する研究

　乳幼児に多い川崎病に関するゲノムワイド関連
解析を行い、新たにFAM167A-BLK、CD40、
HLAの3つの遺伝子領域の一塩基多型（SNP）が
川崎病と強く関連することを発見した。このうち、
FAM167A-BLKとCD40の遺伝子領域は、関節リ
ウマチやSLEなどとの関連が知られており、自己
免疫性疾患と川崎病との間の病態の共通性に
ついても示唆が得られた。

　本論文は、遺伝学の分野で最も権威のある学術雑誌”Nature Genetics”(2012年
インパクトファクター 35.209)に掲載された。2016年2月末時点での引用回数は63
回であり、多数の論文に引用されている。また、国際会議における招待講演は６回
を数えその反響は大きい。さらに、本研究は「ゲノムワイド関連解析による複数の罹
患感受性遺伝子の特定により川崎病の原因および病態の解明に貢献した」との理
由から2012年に日本川崎病学会第13回川崎賞を受賞した。
　なお、本論文は、日経産業新聞（2012年3日27日）などに取り上げられ、「日本人
に適した治療薬開発の応用が期待される」などの高い評価を受けている。

　本論文は、科学全般において最も権威のある学術雑誌の一つである”Immunity”
(2015年インパクトファクター 19.748)に掲載された。TLR3は本来、ウイルス由来の2
本鎖RNAを認識する受容体であるが、腸管の常在菌由来のRNAを認識することに
よって抗炎症作用に働くという発見は画期的な内容である。2015年3月末時点での
引用回数は15回である。

5 7913 免疫学

腸管障害における自然免疫受容体の役割

　ウイルスの二本鎖RNAを認識する自然免受容
体のTLR3が急性放射線腸障害に必須の役割を
することを見出した。放射線照射後、腸管陰窩の
細胞が細胞死を誘導し、自己のRNAが漏出す
る。それをTLR3が認識して広範な細胞死が起こ
り、陰窩が消失、上皮の供給が途絶し死に至るこ
とが明らかになった。

S

　本論文は、科学全般において最も権威のある学術雑誌の一つである”Nat
Commun”(2015年インパクトファクター 13.926)に掲載された。2015年3月末時点で
の引用回数は3回である。
　当該研究で、TLR3の阻害剤が急性放射線腸障害に抑制に顕著にはたらくことを
示した。現在カナダのベンチャー企業CDRDとともにこれまで治療法のなかった急
性放射線腸障害の新規治療法の開発を行っている。

4 7913 免疫学

ひと腸管における自然免疫細胞の機能解析

　ヒト大腸の粘膜に存在する自然免疫細胞の一
部が炎症性Ｔ細胞（Th17細胞）の分化を誘導す
る仕組みを明らかにした。我が国で約3万人が罹
患し、特定疾患治療研究事業対象疾患にも指定
されているクローン病において、この自然免疫細
胞が異常に活性化し、Th17細胞を過剰に誘導
する能力を有していることを明らかにした。

S

　本論文は、科学全般において最も権威のある学術雑誌の一つである”
Gastroenterology”(2015年インパクトファクター 13.926)に掲載された。2015年3月
末時点での引用回数は7回である。
　本研究の結果より、Th17細胞誘導性自然免疫細胞がTh17細胞免疫を介し、ク
ローン病の発症および増悪に重要な役割を果たすことが推測された。
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6 7913 免疫学

腸管恒常性制御における自然リンパ球の役割

免疫細胞の一種である自然リンパ球が、腸管上
皮細胞の糖転移酵素の発現およびこの酵素によ
る糖の付加を制御していることが分かった。腸管
上皮細胞に発現している糖鎖が、病原性細菌の
感染を防御していることを発見した。自然リンパ
球による腸管上皮細胞の糖鎖修飾機構を応用
することで、感染症やさまざまなヒトの疾病に対
する予防や診断、治療法の開発につながると期
待される。

SS

　本論文は、科学全般において最も権威のある学術雑誌の一つである”Science”
(2013年インパクトファクター 31.488)に掲載された。2015年3月末時点での引用回
数は13回である。自然リンパ球は最近発見された新しい細胞であり、３型自然リン
パ球が、腸管上皮細胞の糖転移酵素の発現およびこの酵素による糖の付加を制
御しており、この糖鎖修飾が感染防御に重要な役割を果たすという発見は大きな
驚きであった。この細胞による腸管上皮細胞の糖鎖修飾機構を応用することで新
規治療法の開発につながる大きな成果である。

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ J. Exp. Med”（2010年 インパクトファクター：
14.505）に掲載された。免疫記憶の新しい概念を発表したものであり、その研究の
国際的学術水準の高さは明らかである。
（２）これまでの研究成果をもとにヒトTh1/Th2分化について、特許出願中である。
（３）世界中から一流の研究者が集まるKeystone symposiumで招待講演する機会
を与えられており、同研究の国際的学術水準の高さは明らかである。

8 7913 免疫学

IL-5高産生のメモリーTh2細胞の同定に関する
研究

喘息反応におけるIL-5産生記憶Th2細胞の役割
を解析した。

SS

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Immunity”（2010年 インパクトファクター：
24.221）に掲載された。免疫記憶の新しい概念を発表したものであり、その研究の
国際的学術水準の高さは明らかである。
（２）世界中から一流の研究者が集まるNAITO CONFERENCEで招待講演する機
会を与えられており、同研究の国際的学術水準の高さは明らかである。
（３）国内外の一流の研究者が集まるNovo nordisk innovation summitで招待講演
する機会を与えられており、同研究の国際的学術水準の高さは明らかである。

7 7913 免疫学

メモリーT細胞の形成と機能維持におけるエピ
ジェネテック制御研究

　Th2反応におけるpolycombとtrithoraxの役割を
解明した。

S

9 7913 免疫学

アレルギー炎症発症におけるTh2細胞制御機構
の研究

　Th2分化におけるSox4の役割を解明した。

SS

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Nat. Immunol”（2012年 インパクトファク
ター：26.199）に掲載された。免疫記憶の新しい概念を発表したものであり、その研
究の国際的学術水準の高さは明らかである。
　なお、本論文は、読売新聞（2013年11月26日）、科学新聞(2013年11月29日)な
どに取り上げられ、髙い評価を受けている。
（２）世界中からの研究者が集まる国際会議で招待講演する機会を与えられてお
り、同研究の国際的学術水準の高さは明らかである。

10 7913 免疫学

胸腺におけるT細胞の形成と機能維持の研究

　胸腺でのT細胞分化におけるIL-7の役割に関
する最新の知見を概説した。

SS

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Nat. Immunol”（2012年 インパクトファク
ター：26.199）に掲載された。IL-7の役割について新しい概念を発表したものであ
り、その研究の国際的学術水準の高さは明らかである。
（２）日本国内の免疫関連の第一線の研究者が集まるKyoto T cell Conferenceで
招待講演する機会を与えられており、同研究の学術水準の高さは明らかである。
（３）日本国内外の免疫関連の研究者が一同に集まる日本免疫学会で講演する機
会を与えられており、同研究の学術水準の高さは明らかである。

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Nat. Immunol”（2012年 インパクトファク
ター：26.199）に掲載された。CD8 T細胞の新しい概念を発表したものであり、その
研究の国際的学術水準の高さは明らかである。

11 7913 免疫学
T細胞の形成と機能維持の研究

　CD8+ T細胞の新たな役割を解析した。
SS
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12 7913 免疫学

エピジェネティクスを介したメモリーT細胞の形成
と機能維持の研究

　Th2分化におけるEzh2の役割を解明した。

SS

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Immunity”（2010年 インパクトファクター：
24.221）に掲載された。免疫記憶の新しい概念を発表したものであり、その研究の
国際的学術水準の高さは明らかである。
　なお、本論文は、NHKニュース（2013年11月18日）等に取り上げられ、「アレル
ギー症状を引き起こすもとになる細胞を抑制する働きを持つタンパク質の特定に成
功し、治療薬の開発につながると期待される」などの髙い評価を受けている。
（２）日本国内外のアレルギー関連の基礎研究者および臨床医が一同に集まる日
本アレルギー学会学術大会で招待講演する機会を与えられており、同研究の学術
水準の高さは明らかである。
（３）日本、中国、韓国の免疫関連の一流研究者が招待されるCSI/JSI/KAI Joint
Symposiumで招待講演する機会を与えられており、同研究の学術水準の高さは明
らかである。

13 7913 免疫学

アレルギー炎症におけるILC2細胞制御機構の
研究

　ILC分化におけるGATA3の役割を解明した。

SS

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Immunity”（2010年 インパクトファクター：
24.221）に掲載された。GATA3の分子機構の新しい概念を発表したものであり、そ
の研究の国際的学術水準の高さは明らかである。
（２）日本国内外のアレルギー関連の基礎研究者および臨床医が一同に集まる日
本アレルギー学会学術大会で招待講演する機会を与えられており、同研究の学術
水準の高さは明らかである。

14 7913 免疫学

ウイルス感染におけるＲＯＧを介したＮＫ細胞の
研究

　NK細胞におけるROGの役割を解明した。

SS

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Nat. Immunol”（2012年 インパクトファク
ター：26.199）に掲載された。ROGの分子機構の新しい概念を発表したものであ
り、その研究の国際的学術水準の高さは明らかである。
（２）日本国内外の免疫関連の研究者が一同に集まる日本免疫学会で講演する機
会を与えられており、同研究の学術水準の高さは明らかである。
（３）世界中の免疫関連の研究者が一同に集まる国際免疫学会で講演する機会を
与えられており、同研究の国際的学術水準の高さは明らかである。

（１）本論文は、権威ある学術雑誌の“ Immunity”（2010年 インパクトファクター：
24.221）に掲載された。免疫記憶の新しい概念を発表したものであり、その研究の
国際的学術水準の高さは明らかである。
（２）日本国内外のアレルギー関連の基礎研究者および臨床医が一同に集まる日
本アレルギー学会学術大会で招待講演する機会を与えられており、同研究の学術
水準の高さは明らかである。
（３）日本国内外の免疫関連の研究者が一同に集まる日本免疫学会で招待講演
する機会を与えられており、同研究の学術水準の高さは明らかである。

16 8202
消化器
内科学

肝幹細胞におけるポリコーム遺伝子産物Bmi1の
幹細胞制御と癌幹細胞化に関する研究

　肝幹細胞において、ポリコーム遺伝子産物
Bmi1はInk4a/Arf依存的または非依存的にその
自己複製能を制御していた。Bmi1を過剰発現し
た肝幹細胞のフェノタイプはInk4a/Arfの欠損だ
けでは得られなかった。マイクロアレイを用いた
遺伝子発現プロファイリングの結果より、
Ink4a/Arf以外の標的分子として、Sox17が肝幹
細胞の分化制御に重要であることを見出した。

S

　本論文は、肝臓病学の分野で最も権威のある学術雑誌“Hepatology”(2013年イ
ンパクトファクター 11.19)に掲載された。2015年3月末時点での引用回数は35回で
あり、肝臓病学の基礎研究としては多い。本研究は「肝幹細胞におけるポリコーム
遺伝子Bmi1の制御機能を、世界に先駆けて明らかにするとともに、癌幹細胞の成
り立ちについても検証を加えた」点が高く評価された。本研究成果により日本癌学
会奨励賞を受賞した。

15 7913 免疫学

病原性メモリーT細胞の形成と機能維持の研究

　IL-33の記憶Th2細胞における役割を解明し
た。

SS

○

17 8202
消化器
内科学

ポリコーム遺伝子産物Ezh2の肝幹細胞制御機
構の研究

　肝幹細胞において、ポリコーム遺伝子産物
Ezh2はヒストンH3K27のトリメチル化により
Ink4a/Arfなどの複数の標的分子を負に制御し、
その未分化性を維持していた。レンチウイルスベ
クターを用いてEzh2をノックダウンすることで、肝
細胞分化マーカーや転写因子群の発現亢進を
伴って、肝細胞への終末分化が促進された。
Ezh2の機能阻害により、効率的な成熟肝細胞の
誘導が可能となる可能性が示唆された。

S

　本論文は、肝臓病学の分野で権威のある学術雑誌“ Journal of Hepatology”
(2013年インパクトファクター 10.40)に掲載された。2015年3月末時点での引用回
数は29回であり、肝臓病学の基礎研究としては多い。本研究は「肝幹細胞におけ
るポリコーム遺伝子Ezh2の制御機能を世界に先駆けて明らかにするとともに、成熟
肝細胞のex vivo増幅の可能性についても検証を加えた」点が高く評価された。本
研究成果は、日本肝臓学会総会/大会、日本消化器病学会総会/大会の主題演
題として発表した。

○

18 8202
消化器
内科学

C型肝炎に対するインターフェロンフリー治療に
関する臨床研究

　本研究では、C型肝炎におけるledipasvir及び
sofosbuvir の併用療法の有効性と安全性を、国
内19施設の多施設共同オープンラベル第III相
試験にて検証した。その結果、本治療法がC型
肝炎ウイルスの駆除において安全かつ優れたも
のであることが証明され、インターフェロンフリー
治療の堅固なエビデンスが確立された。

S

　本論文は、感染症学の分野で最も権威のある学術雑誌“Lancet Infect Dis”
(2013年インパクトファクター 22.433)に掲載された。公表後5ヶ月しか経過しておら
ず、2015年11月時点での引用回数は15回ではあるが、今後国内外の様々な施設
において本研究成果の検証や応用研究が行われることが想定され、大幅に増加
することが予想される。本研究は「C型肝炎に対する最新治療のエビデンスの構築
を行った」点が高く評価されている。実際に本研究成果を受けて2015年9月に日本
肝臓学会はC型肝炎治療のガイドラインの改定を行い、ledipasvirおよびsofosbuvir
の併用療法が標準治療としてガイドライン上に記載されている。

○
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【学術的意義】【社会、経済、文化的意義】
　細胞老化仮説に基づき加齢関連疾患の病態解明を進める過程で、これまで未
知であった血中の老化促進因子が、実際には補体であったことを発見した。この
成果は補体の全く新しい作用を発見したばかりでなく、細胞老化仮説に基づく研
究が個体老化の機序解明に有意義であることを示し、さらに自然免疫と細胞老化・
個体老化との関連という、全く新しい概念を生み出した。これらの学術的意義は非
常に高く、Naitoの論文は基礎生物学の学術誌では最高峰に位置するCell誌に掲
載された。本論文は既に51本の論文に引用されていることからも、その学術的な重
要性は明らかであろう。また、加齢関連疾患における治療標的として、自然免疫に
関わる因子の研究と、それらの臨床応用を促進しうる成果であることから、社会的
意義も高いと考えられる。

20 8203
循環器
内科学

血管内皮細胞の老化による動脈硬化の分子機
構の研究

　我々は糖尿病の病態に脂肪細胞や血管内皮
細胞の老化が関与することを発見し、これを契機
に、加齢関連疾患における多臓器連関に着目し
て研究を進めている。最近では交感神経を介し
た心不全と脂肪細胞老化の関連や、血清を介し
た自然免疫と骨格筋細胞老化との関連など、新
規性が高い発見が続いている。

SS S

【学術的意義】【社会、経済、文化的意義】
　個体老化の基盤に細胞老化を置く学説を細胞老化仮説という。本研究では多臓
器連関に着目しているが、これによって加齢関連疾患における細胞老化の関与を
次々と明らかにした学術的意義は非常に高い。実際にShimizu I の論文は10本の
論文にて既にCitationがある。さらに、これらの多臓器連関を結び合わせる治療標
的を明確に同定しており、医療の進歩にも大きな貢献が期待される。
　高齢化社会を迎え心不全患者は増加の一途をたどり、団塊の世代が後期高齢
者入りする２０２５年には患者数が１２０万人に達すると言われる。その多くは糖尿病
を含む生活習慣病を併せ持つ。心不全と糖尿病を直接関連づける因子として、交
感神経と脂肪組織の働きを解明した本研究は、創薬シーズ発掘をはじめ心不全診
療を大きく変える足掛かりとなるのみならず、国民の生活習慣管理における大きな
目標を提示するものでもあり、社会的意義も高いと考えられる。
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マクロファージによる血管平滑筋の増殖制御の
研究

　動脈硬化の病態解明では血管平滑筋の増殖
制御機構解明は重要な主題である。我々は細胞
老化仮説に着目し、老化個体で増加する血中因
子を探索したところ、血中の補体がWntシグナル
を介して、平滑筋細胞のみならず骨格筋など全
身の細胞老化をもたらすことを見出した。自然免
疫と細胞老化・個体老化をつなぐ因子として、補
体の全く新しい作用を報告するに至った。
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ギラン・バレー症候群の病態機序の解明と新規
治療に関する研究

　代表的な神経免疫疾患であるギラン・バレー症
候ののうち、日本を含む東アジアで頻度の高い
亜型である軸索型ギラン・バレー症候群につい
て分子相同性による発症機序と新規治療展望に
重点をおいて執筆を依頼された総説である。こ
れまでの知見から補体阻害薬（モノクローナル抗
体製剤）が、同疾患における革新的新規治療に
なりえることを提唱した。

SS

　本論文は、臨床神経学・神経科学分野において最も権威のある学術雑誌の一つ
である”Lancet Neurology”(2013年インパクトファクター 21.6)に掲載された。
　本論文を受けて2015年7月から補体C5に対するモノクローナル抗体製剤である
エクリズマブの多施設共同医師主導治験（治験調整施設：千葉大学病院）が開始
され、進行中であり、本症候群の劇的な予後改善が期待される。
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多系統委縮症のゲノムワイド解析に関する国際
共同研究

　多系統萎縮症は小脳・錐体外路・自律神経を
広汎に障害する代表的な難治性神経変性疾患
である。ゲノムワイド解析によりミトコンドリア補酵
素であるcoenzyme Q10をコードするCOQ2遺伝
子変異が疾患発症の大きなリスクであることを示
した。

SS

　本論文は、臨床医学一般において最も権威のある学術雑誌である”New England
Journal of Medicine”(2013年インパクトファクター 54.4)に掲載された。

　この発見はこれまで全く本質的治療のなかった多系統萎縮症においてcoenzyme
Q10の補充療法が有効である可能性示しており、2015年3月より日本において医
師主導治験が開始されており、国際的に大きな注目を浴びている。

（１）本論文は、生命科学研究において最も権威のある学術雑誌の一つである
‘Cell Metabolism’(2014年インパクトファクター 17.57)に掲載された。神経細胞や
内分泌細胞で広く見られる開口放出現象の分子基盤を解明した研究である。特に
Rim2αが、開口放出での分泌顆粒の細胞膜へのドックングと開口放出の最終ス
テップである細胞膜融合の分子メカニズムという全く異なる2つの現象に必須の役
割を担っていることを明らかにした点で、国内外から高い評価を受けている。
（２）本研究の成果は、全世界の糖尿病研究を統括する国際糖尿病連合の西太平
洋地区(IDF-WPR)部門およびアジア・オセアニア地域を統括するアジア糖尿病学
会(AASD)が共催したサテライトシンポジウムで、シンポジウム演題として採択され、
研究内容が世界に向けて発信された点で意義が高い。
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造血腫瘍のエピジェネティクス解析

　ヒストン修飾酵素であるポリコーム群遺伝子
EZH2は造血器腫瘍で変異が多く認められる。本
研究ではEzh2と造血器腫瘍でやはり変異が頻
繁に認められるDNA脱メチル化酵素TET2を同
時に欠損するマウスを作製し、Ezh2とTet2の同
時欠損により、骨髄異形成症候群ならびに骨髄
増殖性腫瘍が再現されることを明らかにした。こ
の発見はEZH2の造血器腫瘍における癌抑制遺
伝子としての機能を世界で初めて証明したもの
である。

S

（１）本論文は、科学全般において権威のある学術雑誌の一つである”Journal of
Experimental Medicine”(2013年IF(13.91))に掲載された。2015年3月末時点での
引用回数は38回であり、短期間で極めて多数の論文に引用されている。また、
2015年 Keystoneシンポジウム（2月、米国）、2014年にEMBO Workshop（10月、香
港）や韓国・中国の関連学会で招待講演を行ったことからもその反響の大きさは明
らかである。さらに筆頭著者は「EZH2の造血器腫瘍におけるがん抑制遺伝子とし
ての機能を初めて明らかにし、血液学の発展に貢献した」との理由から2014年日
本血液学会奨励賞を受賞した。（２）は、世界中から一流の研究者が集まる
Keystone symposiaにおいて、（１）の成果についてシンポジウム演者として招聘さ
れており、同研究の国際的学術水準の高さが伺える。（３）は、日本がん学会総会
のシンポジウムにおいて、（１）の成果について演者として招聘されたものである。

23 8207 代謝学

開口分泌現象の分子機構の解明

　膵β細胞からのインスリン分泌を担う新規低分
子量G蛋白であるRim2αを同定(OzakiらNature
Cell Biol 2000)し、Rim2αの生体での役割をノッ
クアウトマウスを作製して解析した。解析の結果、
Rim2αがインスリン顆粒を細胞膜につなぎ止め
る役割と、開口分泌に関わるSyntaxin1の活性化
という2つの機能を介してインスリン分泌に重要な
役割を果たしていることを見出した。

S
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新規癌抑制機構の同定

　ポリコーム群ヒストン修飾複合体の構成因子で
あるBmi1を欠損すると、造血幹細胞は自己複製
できずに枯渇してしまうが、その重要な標的遺伝
子Ink4a/Arfを同時欠損すると、自己複製活性が
回復し、造血幹細胞は維持される。ところが、
Bmi1/Ink4a/Arfを同時欠損した造血幹細胞は異
常な増殖活性を示し、骨髄増殖性腫瘍から致死
的な骨髄線維症を発症する。この発見はポリ
コーム群遺伝子が癌抑制遺伝子としての機能を
有することを世界で初めて証明したものである。

S

（１）本論文は、科学全般において権威のある学術雑誌の一つである”Journal of
Experimental Medicine”(2013年インパクトファクター(13.91))に掲載された。2015年
3月末時点での引用回数は23回であり、短期間で極めて多数の論文に引用されて
いる。
また、2013年 Lund Stem Cellシンポジウム（スウェーデン）やオランダフローニンゲ
ン大学で招待講演を行ったことからもその反響の大きさは明らかである。
　さらに筆頭著者は「ポリコーム遺伝子Bmi1の造血器腫瘍におけるがん抑制遺伝
子としての機能を初めて明らかにし、血液学の発展に貢献した」との理由から2013
年日本血液学会奨励賞を受賞した。
なお、（１）の論文の成果については、（２）日本血液学会総会、（３）国際実験血液
学会にそれぞれシンポジウム演者として招聘されたものである。
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造血幹細胞のニッチ解析

　骨髄において静止期にある造血幹細胞の維持
機構の一端を解析した研究。骨髄シュワン細胞
が造血幹細胞のニッチ細胞の一つとして機能す
ることを明らかにし、シュワン細胞から分泌される
TGF 
上で重要な機能を有することを同定し、造血幹
細胞の静止性維持機構の分子メカニズムを世界
で始めて明らかにした。

SS

（１）本論文は、科学全般において最も権威のある学術雑誌の一つである”Cell”
(2013年インパクトファクター(33.11))に掲載された。2015年3月末時点での引用回
数は150回であり、短期間で極めて多数の論文に引用されている。
　また、本論文は、朝日新聞や日経バイオテクノロジーなど複数のjournalに取り上
げられ、高い評価を受けている。
　さらに筆頭著者は「造血幹細胞の静止性機構を初めて明らかにし、血液学の発
展に貢献した」との理由から2012年日本造血細胞移植学会奨励賞を受賞した。
（２）日本造血細胞移植学会総会に上記論文の成果についてシンポジウム演者と
して招聘された。
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（１）本論文は、幹細胞の研究領域において最も権威のある学術雑誌の一つであ
る”Cell Stem Cell”(2013年インパクトファクター 22.15)に掲載された。2015年5月末
時点での引用回数は98回であり、短期間で極めて多数の論文に引用されている。
なお、本論文は、日経産業新聞、日刊工業新聞、科学新聞、化学工業新聞や複
数のweb journalに取り上げられ、高い評価を受けている。
　さらに筆頭著者は「ポリコーム遺伝子Bmi1の造血幹細胞における機能を明らかに
し、血液学の発展に貢献した」との理由から2011年日本血液学会奨励賞を受賞し
た。
（２）日本炎症再生医学会総会に上記論文の成果についてシンポジウム演者として
招聘された。
（３）日本分子生物学会・生化学会合同総会に上記論文の成果についてシンポジ
ウム演者として招聘された。

28 8210

膠原病・
アレル
ギー内科
学

Th１７細胞の分化制御機構に関する研究

　本研究では、T細胞分化におけるSoxファミリー
分子の役割を解析し、Sox5はc-Mafと協調的に
作用しStat3の下流でROR 
細胞の分化を誘導することを明らかにした。

S

（１）自己免疫疾患の病態に深く関与するTh17細胞の分化にはIL-6又はIL-21に
より誘導されるSTAT3の活性化とそれにより誘導されるRORγtの発現が必須であ
ることが明らかとなっている。本研究ではSTAT3によるRORγt発現誘導の分子メカ
ニズムを明らかにするために、IL-6-STAT3経路によって発現誘導される分子を
DNAアレイを用いて網羅的に解析し、SoxDファミリーに属する転写因子Sox5がIL-
6-STAT3経路によりヘルパーT細胞で強く発現誘導されることを明らかにした。さら
にSox5はc-MafとともにRORγtのプロモーター領域に結合し、その転写を誘導す
ることでTh17細胞分化を促進することを明らかにし、Sox5の自己免疫疾患への関
与を示した。本論文は、権威のある学術雑誌” J Exp Med”(2013年IF13.91)に掲載
された。
（２）は、2014年12月開催の日本免疫学会総会・学術集会において、（１）について
発表したものである。演題はその高い学術性が評価され、口頭発表に採択され
た。

27 8209
血液内
科学

造血幹細胞の多様性維持機構の解析

　ポリコーム複合体の構成蛋白Bmi1を欠損する
マウスの解析から、ポリコーム複合体による転写
抑制性のヒストン修飾が造血幹細胞における分
化関連遺伝子群の発現抑制に必須であり、その
発現抑制を介して造血幹細胞の分化多能性を
維持することが明らかとなった。ポリコーム複合体
による分化関連遺伝子群の発現抑制は多能性
幹細胞で知られていたが、同様の機構が組織幹
細胞でも機能することを始めて明らかにした。

SS

○

29 8210

膠原病・
アレル
ギー内科
学

接触性皮膚炎におけるマクロファージの役割に
関する研究

　本研究では、接触皮膚炎のモデルマウスを用
いて、その誘導にM2マクロファージが産生する
MMP12が関与していることを明らかにした。接触
皮膚炎の治療法開発につながる重要な知見と考
える。

S

（１）アレルギー性接触性皮膚炎のマウスモデルである接触過敏症の解析により、
アレルギー性接触性皮膚炎の感作相の免疫学的機序は明らかとなりつつあるが、
惹起相の誘導機構には依然多くの不明点が残されていた。本研究により接触過敏
症惹起相の炎症部位に、M2マクロファージが多数集積すること、M2マクロファージ
はMMP12を産生し接触性皮膚炎を悪化させることを見出した。本成果は接触性皮
膚炎の病態の理解、治療法の確立に大きく貢献することが期待される。本論文は、
アレルギー学の分野で最も権威のある学術雑誌”J. Allergy Clin Immunol”(2013年
IF12.25)に掲載された。
（２）は、2015年に韓国で開催されたXXIV World allergy congress（71カ国参加）に
おいて（１）について、学会発表を行ったものである。演題はその高い学術性が評
価され口頭発表に採択された。

○

30 8212
小児科

学

アレルギー疾患の発症・増悪に関連する遺伝子
発現の調節機構に関する研究

　遺伝子の転写後制御に関わる
microRNA(miRNA)に着目して気管支喘息にお
いてVEGF-Aを制御するmiRNAについて検討し
た。喘息患者ではhsa-mir-15aの発現が低下す
ることによりVEGFA mRNAの発現が亢進し、喘息
の病態に関与することが示唆された。

S

（１）本論文は、アレルギー学の最も権威のある学術雑誌の一つである”Journal of
Allergy and Clinical Immunology”(2014年インパクトファクター 11.248)に掲載され
た。
また、今回の成果は、小児気管支喘息の治療の標的として、microRNAが候補とな
ることを示唆しており、新たな治療の方向性が期待されている。
（２）は小学生の一般集団を対象として喘息の有無と血清中のmicro RNAを網羅的
に解析して、mir486が小児気管支喘息の新規マーカー候補として見出された。
（３）血清中のmivroRNAを網羅的に解析し、いくつかのmicro RNAが小児気管支喘
息の新規バイオマーカーである可能性が示唆された。そこで、得られた成果は、新
規の喘息の診断マーカーとして、特許申請を行っている。

　本論文は、医学基礎研究、臨床研究において権威のある学術雑誌の一つである
J Exp Med (2014年インパクトファクター13.912)に掲載された。2015年3月末時点で
の引用回数は50回である。
本論文で得られたBcl6がNFATc1の発現を直接抑制し、骨芽細胞の分化を誘導す
ること、転写因子Blimp1がBcl6の発現を抑制することで破骨細胞を分化させるとい
う知見は、骨の恒常性制御システムを詳細に明らかにした非常に大きな成果であ
る。
骨粗しょう症は生活の質に影響を及ぼす重要な因子であり、高齢化社会を迎えた
日本ではその対応が急務である。骨のホメオスタシスの機序を明らかにした本研究
は臨床応用の基盤となる。

32 8310
耳鼻咽
喉科学

上気道好酸球炎症の病態および治療開発研究

　ST2を受容体と知るIL-33はIL-1ファミリーに属
するが、気道アレルギーと深い関連があるサイト
カインとして注目されている。今回、マウスのみな
らず、ヒトの慢性気道炎症の病態形成にも大きな
関与をするpathogenic Th2細胞として、ST2陽性
Th2細胞が関与することを好酸球性副鼻腔炎の
組織も用いて明らかにした。

S

　通常の治療に抵抗する難治性疾患として知られる好酸球浸潤性の気道疾患の
増加が見られる。上気道においても好酸球性副鼻腔炎は高率に喘息を合併し、手
術治療に対しても高い割合で再発が見られその対応に苦慮される疾患である。今
回、好酸球性副鼻腔炎の病変中にST2陽性のTh2細胞が確認され、IL-33とT細胞
の刺激により多量のIL-5を産生して病態形成に作用すると考えられるpathogenic
Th2細胞の存在、そのシグナル伝達機構を明らかにした。今後その形成過程を明
らかにすることで、副鼻腔炎、喘息はじめ難治性の好酸球性の気道炎症有効、根
本的な治療の開発につながることが期待される。本論文は、impact factorが20を超
える雑誌に発表された。

31 8306
整形外
科学

骨形成におけるBcl6の役割

　免疫記憶細胞の分化に必要な転写因子Bcl6を
欠損するマウスは大腿骨の脆弱性を示す。破骨
細胞の分化に転写因子NFATc1が必須である
が、その機序は明らかでなかった。本論文では
Bcl6がNFATc1の発現を直接抑制し、骨芽細胞
の分化を誘導すること、転写因子Blimp1がBcl6
の発現を抑制することで破骨細胞を分化させるこ
とを明らかにし、骨のホメオスタシスの制御システ
ムを示した。

S

33 8314
救急医

学

アドレナリン受容体遺伝子多型と敗血症性ショッ
ク

　敗血症性ショックは救急集中治療領域で死亡
率の最も高い病態で，重要な研究課題である．
敗血症性ショックの転帰には遺伝的素因の影響
が大きいことが知られており，本論文は敗血症性
ショックの転帰に影響する遺伝子多型を研究
テーマとしている．本論文ではbeta2-Adrenergic
receptor遺伝子の遺伝子多型が敗血症性ショッ
クの転帰と関連する要旨を報告している．

S

（１）敗血症性ショックは最も死亡率の高い疾患で，本研究領域の重要な研究課題
である．本論文は，救急集中治療領域で最も権威のある学術雑誌“American
Journal of Respiratory and Critical Care Medicine誌 ” (2013年インパクトファクター
11.99)に掲載され，本研究成果が学術的に意義が大きいことを示していると判断し
た．
（２）beta2-Adrenergic receptor遺伝子の遺伝子多型が敗血症性ショックの転帰に
関連することをはじめて示した報告である．これまで機能性が存在する可能性が指
摘されていた遺伝子多型に注目し，敗血症の転帰との関連を示している．beta2-
Adrenergic receptor遺伝子の作用経路に深く関連するステロイド投与により遺伝
的影響が消失することも示しており，新規治療法を示唆する所見も示している．
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34 8314
救急医

学

PCSK9の敗血症性ショックで果たす役割

　敗血症性ショックは救急集中治療領域で死亡
率の最も高い病態で，重要な研究課題である．
本論文は，脂質代謝に関係するPCSK9遺伝子
が敗血症の初期免疫反応に重要な役割を果た
すことをはじめて報告した．

S

（１）本論文は，トランスレーショナルリサーチを対象とした研究を掲載する権威のあ
る学術雑誌“Science Translational Medicine” (2013年インパクトファクター 14.41)
に掲載された．本論文はPCSK9遺伝子が敗血症性ショックの病態に影響を与える
ことをはじめて明らかとした．
（２）これまで高脂血症などの脂質代謝領域で研究され，薬剤開発に至っている
PCSK9に関して，はじめて敗血症性ショックとの関連を明らかとした報告である．
PCSK9は病原体の除去に影響を与えることを，動物，患者で示している．今後，
PCSK9に関連して，初期免疫能を高め，敗血症の転帰を改善する新規治療への
発展が期待される．
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S

ミオグロビンによる人工酸素運搬体創製に関す
る研究

　ミオグロビンはヘモグロビンと同様の分子構造
をもちながら、酸素親和性が高すぎてそのまま
では人工血液にならない。ミオグロビンに赤血
球と同等な酸素運搬能を付与するため、ヘムを
非平面化したり鉄原子をコバルトに置き換える
研究を行った。一連の分子変換でミオグロビン
の酸素親和性が天然ミオグロビンと比べて1/20
から1/50まで低下した。このことからミオグロビン
は人工血液素材になりうると判明した。

S
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学部・研究科等番号 学部・研究科等名 薬学部・薬学研究院

4

２．選定した研究業績

　(1)は、有機化学の分野で権威のある学術雑誌 Journal
American Chemical Society誌（2013年インパクトファクター
11.444）に掲載され、(2)、(3)は、同分野で権威のある国際誌
Angewandte Chemie Int Ed (2013年インパクトファクター
11.336）に掲載された。
(1)、(2)は、生合成経路を模擬した合成経路で複雑な天然物
の化学合成を達成した点で評価が高く、本業績に関連して、
国内学会等において延べ14回の招待講演を行った。
(3)とその関連論文(2編)で173回引用されるなど高い評価を得
ている。Web of Scienceによると、H.Takayamaは本研究テー
マのアルカロイドに関する論文数で世界第2位にランクされて
いる。
本成果は2014年日本生薬学会学術貢献賞ならびに2015年
同学会賞表彰に繋がった。

7805
天然資
源系薬

学

創薬に向けた生物活性アルカロイドの探索と合
成

　本研究は、薬用資源植物由来の生物活性ア
ルカロイドを基盤として、創薬のための先導化
合物の探索と、それを用いたリード化合物の創
製を目的とした、天然物化学、合成化学、医薬
化学研究を総括的に行ったものである。本研究
により、多種多様な生物活性アルカロイドの取
得、複雑な化学構造を有する天然物の全合
成、植物由来の創薬リード分子の創製を達成す
ることができた。

代表的な研究成果
【最大３つまで】

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

  中期計画における研究水準及び研究の成果等の目標として「基礎並びに応用研究の特色ある薬学研究分野において、国際的に一級の成果を生み出すとともに、国内外においてリーダー的役割を果たすため、研究拠点形成を目指す」を設定し、この目的に沿った優れた研
究業績を学術的意義という観点から選定した。具体的には、学会賞等の受賞、国際学会等での招待・基調講演、高いインパクトファクターを持つ一流国際誌への掲載、トムソンロイター社等で公表された客観的指標、科学研究費により高い成果が得られた場合等を判断基準と
した。

3 7802
物理系
薬学

細目
番号

業
績
番
号

加齢性記憶低下メカニズムの研究

　本研究は、ショウジョウバエの嗅覚記憶をモデ
ルとして老化に伴い記憶が低下するメカニズム
の一端を明らかにした。具体的には、タンパク
質合成依存的な長期記憶は加齢に伴い低下
するが、タンパク質合成非依存的な長期記憶は
加齢の影響を受けないことを明らかにした。ま
た、記憶痕跡を生体内で可視化する手法を用
いて、老齢脳における一部の神経細胞のシナ
プス結合が低下していることが原因の一つであ
ることを提唱した。

2 7801
化学系
薬学

遷移金属触媒を用いるフェノール類の新しい脱
芳香化手法の開発

　遷移金属触媒を用いるアリル位置換反応や関
連反応においてフェノール類を求核剤とした場
合、酸素上に置換基が導入されることが定説と
なっていた。本研究において、従来進行しない
とされていたフェノール類のFiedel-Crafts型アリ
ル位置換反応が効率よく進行することを実証
し、それらの知見がフェノール類の新しい脱芳
香化手法開発に応用可能であることを初めて示
した。

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
細目名

共
同
利
用
等

SS

　論文（1、2）は近い将来に起きる輸血液の不足に備え、入手
が容易なミオグロビンを用いて人工血液素材を開発する報告
である。この研究は本学部とペンシルバニア大学医学部、東
海大学医学部との共同研究であり2012年に始めた。研究内
容はすぐに注目され2013年9月には、本研究の一部内容は
The 4th International Symposium on Artificial Oxygen
Carriers (Pacifico Yokohama)の招待講演に選ばれた。
　論文（3）は米国化学会から刊行される生化学の専門誌
Biochemistryに掲載された論文である。非平面ヘムによるミオ
グロビン酸素親和性制御機構が注目され、2015年5月現在で
19回と高頻度で引用されている。こうした経緯は、鉄をコバル
トに置換したミオグロビンが人工酸素運搬体素材として広く注
目されている証左である。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複
して
選定
した
研究
業績
番号

　（１）の論文は、特に老化に伴う記憶障害のメカニズムの一
端を明らかにしたという点で評価が高く、海外のいくつかの
ウェブニュース（Today topics, Medical News Today等）に取り
上げられた。生体内カルシウムイメージング手法を用いて加
齢に伴う長期記憶障害の原因となる一部の神経細胞を同定
した点で評価されている。また、本業績に関連して米国で開
催された国際学会Neuroscience 2012では「Age-dependent
memory impairment analyzed through functional imaging」の
演題で講演を行った。本業績は当該分野のみならず、関連
する老化神経科学の研究にも大きく貢献し、将来性も十分に
ある。

　(1)の論文は、化学の分野のトップジャーナルの一つである
Angew. Chem. Int. Ed.（2013年インパクトファクター　11.336）
に掲載されていることからも、客観的評価の高い成果と言え
る。
(2)の論文は、本研究を徹底的に検討する切っ掛けとなった成
果であり、有機化学のカテゴリーで最も高いランクに位置付け
られているOrg. Lett.（2013年インパクトファクター　6.324）に
掲載され、2010年11月に発表以降、59回引用されている。(2)
の論文を発表したことを契機に、関連反応開発の論文が多く
発表されるようになり、新しい脱芳香化手法として一般に認識
されはじめている。

a)  b) c) d) e) f) g) 
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　本論文は、C型肝炎治療薬の薬理効果規定要因を薬物動
態学視点から同定した成果を報告したものであり、治療薬作
用機序の解明ばかりでなく、当該疾患の個別化治療の発展
に資する成果である。これは当研究室独自の成果
（corresponding author:降幡知巳）であり、当該領域のリー
ティングジャーナル（インパクトファクター10.401（2015年5月
時点))に掲載されている。さらに、本成果は同ジャーナルのエ
ディトリアルで紹介されているほか、Clinical Medicine領域の
TOP10%論文となっている（Web of Science調べ）。また、本成
果を含む研究テーマにより、降幡は、2015年度日本薬物動態
学会奨励賞を受賞している。

8 7808
医療系
薬学

CYP3Aの生理的役割に関する研究

　本研究は、薬物代謝酵素として広く知られて
いるCYP3Aの生理的役割を明らかにするため、
CYP3Aノックアウトを用いてインビボにおけるコ
レステロールや胆汁酸などの内因性物質の代
謝制御を解析したものである。これによりCYP3A
は生体内でコレステロール水酸化酵素および
胆汁酸合成酵素の活性制御を介して、コレステ
ロール代謝制御因子と して生理的役割を担うこ
とを明らかとすることができた。

SS

リバビリンヒト肝取り込み機序の解明

　C型肝炎治療薬リバビリンは肝細胞に取り込ま
れ、薬効を発揮する。そこで本研究では、リバビ
リンの肝取り込みに寄与するトランスポーターを
明らかとすることを目的とした。ヒト遊離肝細胞に
おけるリバビリン取り込み活性はNa+-非依存性
であり、これら取り込み活性は核酸トランスポー
ターENT1の阻害剤により消失した。以上の結
果より、ENT1は主なヒト肝リバビリン取り込みトラ
ンスポーターであることが明らかとなった。

医療系
薬学

78089

　本論文は、これまで医薬品などの外来異物の代謝に関与す
る酵素とされてきたCYP3Aが、生体内コレステロールの制御
に関与することをインビボで明らかにし、CYP3Aが生理的役
割を有することを示した初めての研究である。また、医薬品に
よるCYP3Aへの影響と生理機能との関連性に基づいた新た
な薬物治療の適正化に貢献する成果である。この成果によ
り、2013年度の10th International ISSX meetingにおいてBest
Presentation Awardを受賞した。

【学術的意義】
　これらの研究成果により、石橋正己教授が２０１２年度住木
梅澤記念賞を受賞した。受賞タイトルは「微生物由来天然物
をはじめとするシグナル伝達作用物質の探索に関する研究」
であり，とくに千葉県産の土壌放線菌を材料に用いて興味深
い新規天然生物活性物質を発見したことが評価された．新規
化合物には，イヌボシン（犬吠崎），ヨウロウフェナジン（養老
渓谷），カトラゾン（香取市）など，千葉県の地名にちなんだ名
前をつけ，千葉県を世界的にアピールすることに貢献した．

【社会、経済、文化的意義】
　本研究は、地域に根ざした地域貢献に寄与する研究活動
の一環であり、社会的・文化的意義も高く評価される。その成
果の一環として，一般向け普及活動も積極的に行い，千葉学
ブックレット「自然の中にくすりをさがす」（千葉日報社）の出
版，「千葉市科学フェスタ2011」および「柏の葉千葉学講座」
等の市民講演会での講演を依頼された．また，成東高校，佐
原高校，長生高校など千葉県内の高校での模擬講義を多数
行った．また，一般向け科学雑誌「Newton」（2013年8月号）
や，高校生向け情報誌「TEIDAN」（2012年，Z会），SUNDAI
ADVANCE（2013年度Vol.2，駿台予備学校）でも紹介記事が
掲載された．

6 7805
天然資
源系薬

学

バングラデシュ産薬用植物からの生物活性天
然物の探索

　バングラデシュ国立クルナ大学薬学部Samir
K. Sadhu教授および国立ダッカ大学薬学部
Firoj Ahmed教授との共同研究によりバングラデ
シュ産薬用植物資源の調査を行い、それを材
料とした生物活性天然物の探索研究を行った。
その結果、数多くの有用な生物活性天然物を
見出し、その化学構造の決定ならびに生物活
性に関する興味深い知見を得た。
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天然資
源系薬

学

千葉県産土壌由来放線菌からの生物活性天然
物の探索

　千葉県内の各地で土壌および海水、海泥等
を採取し、そのサンプルに含まれる放線菌を分
離培養し、放線菌株コレクションを作製した。本
コレクションを活用して、生物活性試験スクリー
ニングを行った結果、数多くの新規生物活性天
然物を単離し、その化学構造の決定ならびに生
物活性に関する新しい知見を得た。

S

SS5

成分生合成のゲノム機能科学とバイオテクノロ
ジー研究

　本研究は、医薬品の源泉である植物成分の
生合成に関して、新たにゲノム機能科学的手法
を開発し、これによって多くの遺伝子機能を解
明してその知見をバイオテクノロジーに応用し
た研究である。特に、本研究で開発したトランス
クリプトミクスとメタボロミクスを統合して遺伝子機
能を同定する手法は、その後ゲノム機能科学の
一般的手法と定着し、この分野に大きな進展を
もたらした。

天然資
源系薬

学
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　これらの研究成果により、活性構造化学研究室助教・當銘
一文（前）助教が2014年度日本生薬学会奨励賞を受賞した。
また、荒井緑准教授は2014年日本女性科学者の会奨励賞、
2011年度守田科学研究奨励賞を受賞した。本研究は、国際
交流を促進する共同研究を含めてその学術的意義は高く、
本研究の成果により、2010年４月以降、石橋正己教授は国内
外で29回、荒井緑准教授は26回、當銘一文（前）助教は７回
の招待講演・セミナーを行った。

S

　(1)は2014年日本植物生理学会Plant & Cell Physiology論
文賞を受賞し、また2015年のトムソンロイター社の被引用度調
査により植物学・動物学分野のトップ１％論文に輝いた論文
である。
　(2)は薬用植物で始めてゲノム科学的な手法によってアルカ
ロイド生合成の鍵酵素遺伝子を同定した論文であり、本学か
らプレスリリースを行い科学新聞などに取り上げられた。
　(3)はフラボノイドの生物学的機能をメタボロミクスなどの手法
によって初めて証明した研究であり、植物学・動物学分野の
トップ１％論文にランクされた。これらの成果は、著者らの文部
科学大臣表彰（研究部門）、米国植物生物学会TOP
AUTHORS、日本植物細胞分子生物学会学術賞、日本植物
生理学会論文賞、Highly Cited Researcher 2014、日本生薬
学会学術貢献賞および生薬学会賞など数々の表彰に繋がっ
たものであり高く評価できる。
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テクネチウム-99mおよびレニウム-186/188標識
ポリペプチドの腎臓への非特異的放射能集積
を低減する薬剤

　標識ポリペプチドを生体に投与した際に観察
される腎臓への非特異的な放射能集積は、画
像診断や内用放射線治療の大きな妨げとなる。
本研究では、腎臓刷子縁膜酵素の作用で、ポリ
ペプチドから尿排泄性の放射性代謝物を遊離
する薬剤を開発し、世に先駆けて投与早期から
腎臓の放射能を大きく低減することに成功し
た。

放射線
科学

　抗体FabやFvフラグメント等の低分子化抗体は、速やかな体
内動態と均一な腫瘍内分布を示すことから、RI標識低分子化
抗抗体を用いたがんの画像診断や治療が期待されている。し
かし、本標識抗体を投与すると、腎臓に長時間にわたる放射
活性が観察され、臨床応用の大きな障害となっている。この
解消を目的として、長年にわたり様々な研究がなされてきた
が、未だに解決されていない。本研究では、腎臓近位尿細管
刷子縁膜酵素を利用して、低分子化抗体が腎細胞に取り込
まれる際に、抗体から尿排泄性の高い放射性代謝物を遊離
する新たな標識薬剤設計を考案し、テクネチウム-99m（Tc）を
用いた標識Fabの腎放射能集積を投与早期から大きく低減す
る薬剤を初めて開発した。本研究成果は、Tcと同族で治療に
適したβ線を放出する放射性レニウムへも展開が可能であ
り、テクネチウムとレニウムを用いた診断/治療（Theranostics）
につながる。

S

　（2）の論文は、肺炎球菌のテリスロマイシン感受性に23S
rRNA修飾が関わることを示した。23S rRNAを標的とする抗菌
薬耐性に23S rRNA修飾が関与することについては示されて
いたが、23S rRNA修飾が薬剤の感受性を増強させるという報
告は初めてであった。このような観点をもとに、（1）は抗MRSA
薬として使用されるリネゾリド耐性機構についても内因性
23SrRNA修飾酵素変異を見出した。（1）のIFは5.439、（2）の
IFは4.451となっている。又、我々は千葉大学における研究
ネットワークとして、亥鼻キャンパスを中心とした「感染症研究
ネットワーク」を立ち上げ、年1回のフォーラムや共同研究を
行っている。（1）は、薬学研究院所属の教員が研究ネットワー
クをもとに真菌医学研究センターの教員との共同研究を展開
した成果である。

S

細菌学
（含真菌

学）

サルモネラ病原因子発現制御機構に関する研
究

　本研究は、サルモネラ病原因子発現制御機
構について解析することを目的に行った。サル
モネラ病原因子である3型エフェクターを同定
するin silico解析ツールを開発し、これまで同定
できていなかった新規エフェクターの同定に成

功した。また、AAA+プロテアーゼの基質分解制
御に関わる因子が、転写因子のDNAからの解
離と基質分解を協調して行うことで環境に応じ
た病原因子の制御を行うことを見出した。

S

　（3）の論文は、in silico解析ツールについて示した論文であ
り、この方法はサルモネラのみならず多くの病原細菌で応用
可能である。ここで得られた新規エフェクター候補に関する研
究について注目されており、国際学会International Union of

Microbiological Societies 2011およびThe 11th Korea-Japan
International Symposium on Microbiologyで招待講演を行っ
た。
　（1）（2）の論文は、転写因子に結合する因子が、DNAとの相

互作用阻害及びDNAからの解離を行い、更にAAA+プロテ
アーゼとの相互作用を促進し分解を促進するという新たな転
写制御機構について明らかにした。これらは、University of
Utahに所属する研究者と密に連携した国際研究の成果であ
る。

グラム陽性菌の抗菌薬耐性と内因性リボソーム
修飾に関する研究

　本研究は、細菌リボソーム23SrRNAを標的と
する肺炎球菌の抗菌薬耐性機構について解析
した結果、抗菌薬感受性に菌種特異的内因性
23SrRNAメチル化修飾が関与することを見出し
た研究である。更に、臨床分離リネゾリド耐性ブ
ドウ球菌を解析し、この耐性にも23S rRNA修飾
酵素の変異を見出し、内因性リボソーム修飾が
薬剤感受性に関わることを明らかにした。
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（付与されている場合）

(1)
中山登志子，舟島
なをみ

「学習ニードアセス
メントツール－実習
指導者用－」の開
発－実習指導者の
学習ニードを反映
した看護継続教育
の提供－

日本看護管理学
会誌

18(1) pp.17-26 2014

(2)
山澄直美，舟島な
をみ，中山登志子

「研修過程評価ス
ケール－院内教育
用－」の開発

看護教育学研究 22(1) pp.25-40 2013

(3)
赵秋利，舟島なを
み，中山登志子，
他

护理教师角色榜样
行为自我评价量表

的本土化修订及评
价

解放军杂志 28(5A) pp.1-4 2011

(1)
Yuji L. Tanaka and
Yumi Kudo

Effects of familiar
voices on brain
activity.

International
Journal of
Nursing Practice

18・
Suppl.

2
pp.138-144 2012

DOI:10.1111/j.1440-
172X.2012.02027.x

(2)
田中裕二，藤田水
穂

背面開放端座位が
意識レベルに与え
る影響－自律神
経，脳波およびBIS
値を指標とした検
討－

日本看護技術学
会第11回学術集
会（福岡）

　 2012

(3)

Naoki Yoshinaga,
Mizuho Fujita, Yuji
L. Tanaka and Seiji
Nemoto

Effects of changing
illuminance on the
somatosensory
function.

Journal of
Physiological
Anthropology

30・4 pp.141-146 2011 DOI:10.2114/jpa2.30.141

(1)

Yamamoto T, Sakai
I, Takahashi Y,
Maeda T, Kunii Y
and Kurokochi K

Development of a
new measurement
scale for
interprofessional
collaborative
competency: a pilot
study in Japan

Journal of
Interprofessional
Care

pp.1-7 2013
DOI:
10.3109/13561820.2013.851070

(2)

酒井郁子, 大塚眞
理子, 藤沼康樹,
山田響子, 宮古紀
宏

専門職連携コンピ
テンシーの確立─
千葉大学亥鼻IPE
の展開から

看護教育 56（2） pp.112-115 2015

(3) 酒井郁子

【人口減少時代の
人的資源管理　看
護管理者に期待さ
れる役割とは】未来
のチーム医療に向
けた「専門職連携」
教育・実践の潮流

看護管理 23（10） pp.878－883 2013

(1)

櫻井 智穂子、増島
麻里子、長江 弘
子、和泉 成子、谷
本 真理子、池崎
澄江

高齢がん患者が望
むエンド・オブ・ライ
フ（終生期）の生き
方に関わる要因

第18回日本緩和
医療学会学術大
会 プログラム・抄
録集

p365 2013

(2)
Izumi, S., Nagae,
H., Sakurai, C., &
Imamura, E.

Defining end-of-life
care from the
perspectives of
nursing ethics.

Nursing Ethics 19(5) pp.608-618 2012 DOI: 10.1177/0969733011436205

(3)

長江弘子，増島麻
里子，池崎澄江，
佐藤奈保，仲井あ
や，他

エンド・オブ・ライフ
ケアの現状と課題

長江弘子編：看
護実践にいかす
エンド・オブ・ライ
フケア・日本看護
協会出版会

pp.1-184 2014

(1) 酒井郁子

回復期リハビリテー
ション病棟における
看護管理実践の理
論化と普及（研究
課題番号
22390437）

平成22年～平成
25年度科学研究
補助金（基盤研
究(B)）研究成果
報告書

2014

(2)

Sakai I, Kurokochi
K, Komiya H,
Yuasa M, Shimada
S, Endo Y, Suenaga
Y, Otsuka M

Study on the
assessment and
popularization of a
nursing
management
practices model in
acute rehabilitation
units．

3rd WANS
(World Academy
of Nursing
Science)．Seoul.

2013

(3)

Sakai I.，Iida K.，
Kkurokochi K.，
Kikuchi E.，
Matsudaira Y.，
Sugawara S.，Bando
N.

Visualization of
Nursing
Management
Practices that
Empower Nursing
Teams in Acute
Rehabilitation
Units.

2nd International
Nursing Research
Conference of
World Academy
of Nursing
Science．
Cancun.Mexico

2011

法人番号 国立大学法人千葉大学

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

学部・研究科等番号 学部・研究科等名 看護学部・看護学研究科

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業績
番号

共
同
利
用
等

　本学部・研究科は、1 ) 超高齢社会、グローバル社会の到来に対して、看護を取り巻く社会のニーズに対応した新たな教育プログラムの開発や新領域の研究を行う。2 ) 看護学の学術的基盤の充実・発展に寄与する独創的かつ学術的な研究を行う。3 ) 高度実践看護における看護実践、あるい
は、看護管理者による組織の課題解決など、学術的・社会的意義の高い研究を行う。4）研究成果を国内外に発信すると共に、部局間、国内外の大学間、医療機関等と連携し、研究拠点を形成する、ことを目的としている。それらを踏まえ、看護を取り巻く社会のニーズに対応した新領域の研究、看
護の学術的基盤の充実・発展に寄与すると共に、研究成果が医療・福祉の場や看護学教育など社会に還元され活用されている社会的意義の大きな研究、研究拠点形成につながる研究、国際発信している研究を選定している。

２．選定した研究業績

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
細目名

細目
番号

業
績
番
号

看護実践・教育のための評価システムの開発

　病院に就業する看護職者の学習ニード・教育
ニードを質的帰納的に解明し、それを基盤にア
セスメントツールを開発した。また、看護学の講
義・演習・実習を展開する学生・教員の行動を概
念化し、それを基盤に学習活動、教授活動の評
価に活用可能な自己評価尺度を開発した。さら
に、受講者による評価基準に基づき、授業、研
修の評価に活用可能な尺度を開発した。これら
の評価尺度を「看護実践・教育のための評価シ
ステム」に統合した。

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

SSSS

代表的な研究成果
【最大３つまで】

2 8501
基礎看
護学

高次脳機能障害患者の援助技術を主とした看
護技術の科学的検証

　本研究は、臨床において意識障害患者に対し
て意識レベルを改善する目的で行われている
種々の看護援助技術を科学的に検討することで
看護ケアの化学的根拠を解明することを目的とし
た基礎的研究である。

1 8501
基礎看
護学

S

5 8502
臨床看
護学

回復期リハビリテーション病棟における看護管理
の理論化

　本研究は、回復期リハ病棟の看護チームをエ
ンパワーする看護管理実践の可視化および理
論化、病棟看護管理者への教育的介入の実施
および理論の精錬、看護管理実践の効果の多
面的評価および普及方法の検討を行った。本研
究から得られた知見は、高齢社会の進行に伴っ
て今後ますます社会のニーズの増大が予想され
つつもほとんど研究知見の蓄積がない「長期ケ
ア施設の看護管理実践の理論化」に資する研究
として位置づけることができる。

S

　回復期リハビリテーション病棟における看護管理の理論化は、地域包括ケアシス
テムにおいて重要な要素である。本研究では、全国に6万床以上ある回復期リハビ
リテーション病棟における看護管理実践の理論モデルを構築し、普及のためのシ
ステムを開発した。回復期リハ病棟協議会の研修などに活用されており、社会的意
義が大きい。

　看護教育学は、質的帰納的研究の成果を基盤に測定用具を開発するための方
法論を確立している。この方法論に基づき開発された尺度は、高い現実適合性を
備えるという特徴を持つ。そのため、看護職者にとって活用しやすさとともに、自己
評価への活用を通して看護職者個々による着実な職業活動の改善につながる。
現在、このように開発された尺度は45種類を超える。
　また、「学習ニードアセスメントツール」および「教育ニードアセスメントツール」
は、自施設の看護職者のニードを反映した院内教育を提供するために、多くの看
護職者によって活用され続けている。これらの測定用具の使用許諾申込は、2013
年には年間60件を超え、その累積は約500件に達した。この事実は、当該研究が
国内で高い評価を受けたことの証左である。
　さらに、この方法論を適用し開発した複数の尺度は、英語、中国語、タイ語に翻
訳され、国内のみならず海外の看護学教員によっても活用されている。このうち、
看護学の講義の質向上に有用な「授業過程評価スケール－看護学講義用－」（中

国語版）を含む複数の尺度は、中国の著書「护理测评工具的开发与应用（看護
学における測定用具の開発とその活用）」に紹介されており、この事実は、本尺度
の活用が国内のみならず海外においても有用であることを示す。

S

4 8502
臨床看
護学

生活文化に即したエンド・オブ・ライフケアに関
する研究

　本研究は、医療機関、自宅、老人施設での看
取り等、多様な患者と家族を支える日本のエン
ド・オブ・ライフケア(EOL)の創出を目的とし、高
齢者がたどる病みの軌跡3パターンの様相ごとに
EOLの特徴を明示した。また、従来から多様に
解釈されていたEOLの概念を日本、アジア、欧
米の各視点から整理し、さらに人々が尊厳ある
人生を送る為のエンドオブライフ・セルフケアに
ついて定義しその理論と支援技法を開発した。

S

　(1)は、2013年の第18回日本緩和医療学会学術大会において、緩和医療学会の
進歩と向上に資する優秀な発表に授与される優秀ポスター賞を受賞した。将来に
わたり社会的ニーズの高い課題である超高齢社会に向けた研究であり、終生期を
地域・社会で支えるモデルの創出は、社会的・経済的意義が大きい。「超高齢・多
死社会におけるエンド・オブ・ライフケア」の演題で招聘講演を行い、国内の学会
等を含めると、計２回の招待講演を行った。
　(2)では、現在まで、日本の看護や看護倫理の視点からＥＯＬを定義し、かつ地域
高齢者の為のＥＯＬセルフケアについて要素の抽出と支援技法を開発した。今後
アジアや欧米へ研究を広げる為の基盤を築くことが出来、文化的意義も大きい。
　(3)は、看護実践におけるエンドオブライフケアに焦点化した日本初の単行書で
あり、当研究科の教育研究者5名（元教員を含むと8名）、修了生2名が執筆を担当
した。

　(1)は、当該研究の中核をなす論文で、健常人を対象に声音が中枢神経系にど
のように影響しているかを脳波学的に検討したもので、発表後、海外からのアクセ
スが多数みられる。また、この論文内容から大学院進学についての相談が増加し
ている。
　(2)では、覚醒レベルを０～１００の数値で表示するBISモニタを使用して、臨床で
用いられている看護技術の１つである背面開放座位の効果を調べた研究である。
　(3)は、平成23年度日本生理人類学会奨励賞（平成24年5月13日受賞）を受賞し
た。

3 8502
臨床看
護学

専門職連携教育に関する研究

　本研究は、本研究は、構成要素6項目からなる
専門職連携コンピテンシーを明確にし、
Interprofessional実践能力評価尺度の開発と検
証を行った。これに基づき、学習到達目標に合
わせた行動目標を設定し、学習内容および評価
方法を洗練できたことで、千葉大学亥鼻IPEは自
己主導型学習促進のための学習環境整備につ
ながったといえる。

SS SS

　（１）はInterprofessional実践能力評価尺度の開発と検証に関する内容であり、そ
の基盤となった研究を国際学会であるAll Together Better Health Ⅵで発表した。
また、開発した評価尺度はオーストラリアをはじめとする各国において現在実施さ
れ検証が行われている。本評価尺度については4件（海外：2件、国内：2件）の使
用許諾の申し込みがあるなど、学術的意義に加え、日本のみならず海外の専門職
連携教育に与える意義も大きな研究である。人口減少が進む日本において、専門
職連携は、それぞれが専門職として自立し互いを尊重しながら学び合い、課題を
解決していくという、未来のチーム医療として社会的、経済的意義も大きい。
　本研究に関しては、2013年日本看護管理学会第17回学術集会における教育講
演、および、第16回北日本看護学会学術集計における特別講演の2件の招待講
演を行っている。

a)  b) c) d) e) f) g) 



(1)

Mori E，Iwata H,
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Maekawa T，Morita
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Postpartum
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primiparas during
the first month
after childbirth

International
Journal of
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(Suppl.
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pp.20-31 2014 DOI: 10.1111/ijn.12246

(2)
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Older Japanese
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(3)
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Fragmented sleep
and fatigue during
postpartum
hospitalization in
older primiparous
women

Nursing & Health
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(3)

森恵美,坂上明子,
前原邦江,小澤治
美,森田亜希子,前
川智子

高度生殖医療後の
妊婦の母親役割獲
得過程を促す看護
介入プログラムの
開発

日本母性看護学
会誌

11（１） pp.19-26 2011

(1)

2) Nobue
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Nobuo
MATSUURA

Health-related and
diabetes-related
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international
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中村伸枝，出野慶
子，金丸友，谷洋
江，白畑範子，内
海加奈子，仲井あ
や，佐藤奈保，兼
松百合子

1型糖尿病をもつ幼
児期・小学校低学
年の子どもの療養
行動の習得に向け
た体験の積み重ね
の枠組み－国内外
の先行研究からの
知見の統合－

千葉看護学会会
誌

18・１ pp.1～9 2012

(3)

中村伸枝，金丸
友，出野慶子，谷
洋江，白畑範子，
内海加奈子，仲井
あや，佐藤奈保，
兼松百合子

1型糖尿病をもつ10
代の小児／青年の
糖尿病セルフケア
の枠組みの構築－
診断時からの体験
の積み重ねに焦点
をあてて－

千葉看護学会会
誌
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ムにおける特養内
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要因の分析

厚生の指標 59(1) pp.14-20 2012

(1) 宮﨑美砂子
大災害時における
市町村保健師の公
衆衛生看護活動

保健医療科学 62(4) pp.414-420 2013

(2)

宮﨑美砂子，奥田
博子，春山早苗，
牛尾裕子，岩瀬靖
子，大内佳子，松
下清美，加藤靜
子，小窪和博，館
石宗隆，塚田ゆみ
子，松本珠実

東日本大震災の被
災地の地域保健活
動基盤の組織体制
のあり方に関する
研究

厚生労働科学研
究費補助金 地域
健康安全・危機
管理システムの機
能評価及び質の
改善に関する研
究（研究代表者
多田羅浩三）平
成23・24年度総
合分担研究報告
書（研究分担者
宮﨑美砂子）

pp.1～30 2013
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Hashimoto
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Ishimaru M.
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focus on the
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environments

Health
Emergency and
Disaster Nursing

2(1) pp.23-27 2015
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7 8503
生涯発
達看護

学

高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を
促す看護介入プログラムの開発と実用化

　本研究は、高度生殖補助医療にて妊娠した女
性の母親役割獲得過程の予期的段階を円滑に
促す看護介入プログラム及びマタニティポート
フォリオを開発し、本看護介入のための研修を受
けた看護職者の看護介入場面と対象者の妊娠
期の母親役割獲得状況を把握することによって
開発した看護介入プログラムの効果検証研究を
行い、看護介入プログラムを現場に適用できるよ
うに具体的に提示した。

S

　(3)は高度生殖補助医療により妊娠した女性において母親役割獲得過程の予期
的段階が円滑に進むことを促す看護介入プログラムに関する原著論文である。マ
タニティポートフォリオは、従来のマタニティダイアリーとは異なり、過去・現在の出
来事や自分に対して不妊治療後の妊婦自身が主体的に向き合い、胎児や母親と
なる自分、父親となる夫について空想し、母親となる準備を行い、未来を現実的に
想像する未来指向型のダイアリーであり、(1)はその開発についてまとめた論文で
ある。マタニティポートフォリオは商標登録（第5360161号、2010年10月）され、販売
に至り、病産院にて活用されている。
　(2)は開発した看護介入プログラムの研修会の効果を評価した原著論文である。
これらが高く評価され、平成26年度より「高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割
獲得を促す看護介入プログラムの改良」（基盤研究（B））に採択されている。

8 8503
生涯発
達看護

学

１型糖尿病をもつ小児／青年の糖尿病セルフケ
アの枠組み

　本研究は、１型糖尿病をもつ小児／青年の
QOLと糖尿病セルフケアを明らかにし、小児の
成長発達に沿った看護指針・評価指標の基とな
る枠組構築を目的とした。従来の発達段階毎の
セルフケアという視点に加え、体験の積み重ね
に着目し、【基本的な療養行動を習得する段階】
と【生活の中で療養行動ができる段階】から成
る、枠組みを構築することができた。

S

日本の高年初産婦に特化した子育て支援ガイド
ラインの開発

　本研究は、世界で初めて高年初産婦に特化し
た産後１か月までの子育て支援ガイドラインを開
発したものである。高年初産婦を対象とした縦断
研究、年齢・経産回数を問わない産後６か月間
にわたる前向きコホート研究を経て、公益財団法
人日本医療機能評価機構の医療情報サービス
事業の診療ガイドラインの開発手順に従い、シス
テマティックレビュー（本研究成果も含む）等を行
い、エビデンスに基づく看護ケアガイドラインを
完成した。

6 8503
生涯発
達看護

学

　本研究業績は、「新成長戦略（基本方針）」（2009年12月30日閣議決定）に基づ
く、世界をリードすることが期待される潜在的可能性を持った研究者に対する研究
支援制度に採択され実施したものである。研究目的で示したガイドラインを開発し
公表することに加え、以下のように本研究成果を公表し、ガイドラインに関する講演
等によりその解決に貢献できた。
　査読のある国際学術誌に採択された原著論文は6件（(1)-(3)を含む）、査読のあ
る国内学術誌においては9論文であり、国際学会（査読有）では12件の発表を行っ
た。国内学会の招待講演は、第53回～第55回日本母性衛生学会学術集会にて
「高年初産婦の産後の健康と子育て支援」、「エビデンスに基づく高年初産婦に特
化した子育て支援ガイドラインの開発」、「母性への新たな健康支援：高年初産婦
への子育て支援ガイドライン開発から」の演題で、第41回新潟母性衛生学会学術
集会にて「高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発から」の演題で、
第30回東京母性衛生学会学術セミナーにて「助産師に伝えたい高年初産婦が求
める助産ケア」の演題で行った。その他の学会等を含めると、計9回の招待講演を
行った。神奈川県助産師会主催の研修や千葉県松戸健康副師センター主催の研
修、亀田総合病院総合周産期母子医療センター主催の講演会、千葉県助産師会
通常総会等において招待を受け講演しており、本研究は臨床現場でのニーズに
合致したものであり、社会的課題解決に向けて広く活用できるものと評価を受け
た。
　また、最先端研究開発支援プログラムFIRSTシンポジウムにおいて、最先端・次
世代研究開発支援プログラムNEXTライフ・イノベーション・ポスターセッション銅賞
を受賞し、高い評価を受けた。これらの研究成果に基づく後続研究課題も平成26
年度より文部科学省科学研究費助成事業（基盤研究（A））に採択された。

SS

S

　（1）～（3）の研究は、「第８回糖尿病療養指導鈴木万平賞」(H27）の受賞理由と
なった研究である。受賞理由は、「長年に亘る1型糖尿病児及びその家族を対象と
した病院小児外来での療養相談、更にサマーキャンプやファミリーキャンプ活動の
実践体験から、幼児期・小学校低学年の療養行動の習得に向けた体験の積み重
ねの枠組みを明らかにした。これらの研究成果を用いて、療養支援教材が開発さ
れ、療養支援の場で活用されている。 また、研究成果を教育にも取り入れ、講義
や実習指導などの充実を図っている。氏の影響は患児や家族の療養支援にととま
らず、学生にも及び、後継の人材育成に発展させてきたこれらの活動業績は本賞
に値する。」と書かれており、学術的意義だけでなく社会的意義が評価された。幼
少期から成人期を見据えた支援が必要であり、本枠組みは小児糖尿病だけでなく
慢性疾患をもつ子どもの移行期支援にも有用な知見といえる。

10 8505
地域看
護学

9 8504
高齢看
護学

高齢者の終末期ケアに関する研究
　
　超高齢社会の日本において、質の高い終末期
ケアが多様な場で提供されることが重要である。
そこで、これら一連の研究においては、介護施設
や在宅に焦点をあて、死亡者のデータ及び提供
されたケアについて分析し、在宅や施設での看
取りに関連する個人特性や組織特性を明らかに
することができた。

大規模震災時の被災地保健活動基盤の組織体
制のあり方に関する研究

　東日本大震災被災地の市町村、保健所、県庁
の各地域保健活動拠点への事例調査により、災
害時の保健活動基盤構築における課題及び今
後の方策について提言した。また関連して被災
後の地域高齢の健康ニーズ及び適応の様相に
ついて検討した。

S

　（１）は発表当時では、海外雑誌においては、数少ない在宅死に関する日本の全
国規模の研究である。
　（２）は、介護施設（特別養護老人ホーム）における施設死亡に関する全国規模
の研究である。
　（３）は、（２）に加えて、さらに過去10年間の行政データを解析し、日本の介護保
険制度による加算の意義を疫学的観点から明らかにした。（３）はその後の特別養
護老人ホームの終末期ケアに関する論文では度々(7論文で確認）引用されてお
り、超高齢社会が急速に進む日本の医療福祉におけるケアや施策を行う基礎資
料となる社会的意義の大きな研究である。

S

　東日本大震災被災地のの各地域保健活動拠点への事例調査と、被災後の地域
高齢の健康ニーズ及び適応の様相を検討した。これらの知見は、依頼を受け、保
健師を対象とした全国の15の研修会での講演にて発信した。
・2013年：保健師中央会議（厚生労働省）
　　　　　　千葉県内保健所及び市町村災害時保健師研修会（3か所）
・2014年：千葉県内保健所及び市町村災害時保健師研修会(4か所）
　　　　　　東京都内保健師研修会(2か所）
　　　　　　長野県北信地域災害時保健師研修会
　　　　　　全国保健師長会研修会（岩手県盛岡市）
　　　　　　愛知県災害時保健師研修会（愛知県名古屋市）
・2015年：神奈川県災害時保健師研修会（神奈川県横浜市）
　　　　　　静岡県災害時保健師研修会（静岡県浜松市）
内容は、その後の各自治体での災害時保健活動マニュアル策定に活かされ、社
会的意義がきわめて大きい研究である。

http://www.biomedcentral.com/1472-684X/10/3
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(1)
H. Saito and S.
Shioda

Parameter
estimation method
for time-variant
target object using
randomly deployed
sensors and its
application to
participatory
sensing

IEEE Trans.
Mobile
Computing（IF:
2.912）

14・6 pp.1259-1271 2015 10.1109/TMC.2014.2347037

(2)

H. Saito, S.
Shimogawa, S.
Tanaka, and S.
Shioda

Estimating
parameters of
multiple
heterogeneous
target objects using
composite sensor
nodes

IEEE Trans.
Mobile
Computing（IF:
2.912）

11・1 pp.916-924 2012 10.1109/TMC.2011.65

(3)
H. Saito, S.
Tanaka, and S.
Shioda

Stochastic
geometric filter and
its application to
shape estimation
for target objects

IEEE Trans.
Signal Processing
（IF: 3.198）

59・10 pp.4971-4984 2011 10.1109/TSP.2011.2161476

(1)

Tomoyoshi
Shimobaba, Michal
Makowski, Takashi
Kakue, Minoru
Oikawa, Naohisa
Okada, Yutaka
Endo, Ryuji
Hirayama,
Tomoyoshi Ito

Lensless zoomable
holographic
projection using
scaled Fresnel
diffraction

Optics Express 21 pp.25285-25290 2013 10.1364/OE.21.025285

(2)

Izabela Ducin,
Tomoyoshi
Shimobaba, Michal
Makowski, Karol
Kakarenko, Adam
Kowalczyk,
Jaroslaw Suszek,
Marcin Bieda,
Andrzej
Kolodziejczyk,
Maciej Sypek

Holographic
projection of
images with step-
less zoom and
noise suppression
by pixel separation

Optics
Communications

340 pp.131–135 2015 10.1016/j.optcom.2014.11.100

(3)

Tomoyoshi
Shimobaba, Takashi
Kakue, Nobuyuki
Masuda and
Tomoyoshi Ito

Numerical
investigation of
zoomable
holographic
projection without
a zoom lens

Journal of the
Society for
Information
Display

20 pp.533-538 2012 10.1002/jsid.116

(1)
T. Okamoto and H.
Hirata

Global optimization
using a multipoint
type quasi-chaotic
optimization
method

Applied Soft
Computing

Vol.
13, No.
2

pp. 1247-1264 2013 10.1016/j.asoc.2012.10.025

(2)
T. Okamoto and H.
Hirata

Constrained
optimization using
a multipoint type
chaotic Lagrangian
method with a
coupling structure

Engineering
Optimization

Vol.
45, No.
3

pp. 311-336 2013 10.1080/0305215X.2012.675060

(3)
岡本 卓, 相吉 英
太郎, 浜田 憲一郎

多点型離散化時変
慣性系モデルを用
いた大域的最適化

計測自動制御学
会論文集

Vol.
46,
No.11

pp. 642-650 2010 10.9746/sicetr.46.642

(1)
木崎昂裕, 並木明
夫, 脇屋慎一, 石
川正俊, 野波健蔵

 高速多指ハンド
アームと高速ビジョ
ンを用いたボール
ジャグリングシステ
ム

日本ロボット学会
誌

Vol.30,
No.9

pp.102-109 2012 10.7210/jrsj.30.924

(2)
Yuji Yamakawa,
Akio Namiki, and
Masatoshi Ishikawa

Dynamic High-
speed Knotting of a
Rope by a
Manipulator

International
Journal of
Advanced
Robotic Systems

Vol.10 2013 10.5772/56783

(3)
松下左京, 並木明
夫

ゲーム状況に応じ
た意思決定を行う
エアホッケーロボッ
トの開発

日本ロボット学会
誌

Vol.29,
No.10

pp. 954-962 2011 10.7210/jrsj.29.954

(1)
中込秀樹，和嶋隆
昌，荒井幸代　他

平成25年度木質バ
イオマスエネル
ギーを活用したモ
デル地域推進事業
成果報告書

林野庁委託事業
報告書

pp.1-91 2014

(2)
中込秀樹，和嶋隆
昌，荒井幸代　他

平成26年度木質バ
イオマスエネル
ギーを活用したモ
デル地域推進事業
成果報告書

林野庁委託事業
報告書

pp.1-137 2015

(3)

V.H.Hoang,
S.Nagasaki,
Y.Kawabata,
T.Wajima,
H.Nakagome

Drying Mechanism
of Unutilized Cedar
Logs as a Source of
Heating Fuel

International
Journal of
Chemical
Engineering and
Applications

6 (4) pp.285-288 2015 10.7763/IJCEA.2015.V6.498

(1)
Hironao Ogura,
Atsushi Saigusa,
Takayuki Shimazu

Air Conditioning
and Hot Water
Supply System
using Solar
Chemical Heat
Pump

Proceedings of
the 4th TSME
International
Conference on
Mechanical
Engineering,
October 16-18,
Pattaya, Thailand

ETM-1002 2013

(2)
Jun-Hee Lee and
Hironao Ogura

Reaction
Characteristics of
Various Gypsum as
Chemical Heat
Pump Materials

Applied Thermal
Engineering

50 pp.1557-1563 2013
10.1016/j.applthermaleng.2012.05.
026

(3) Hironao Ogura

Energy Recycling
System Using
Chemical Heat
Pump Container

Energy Procedia 14 pp.2048-2053 2012

計算機ホログラフィによる次世代3次元映像・計
測システムとホログラフィックプロジェクションの研
究

　3次元映像・計測システムの有望な技術にホロ
グラフィがあり、一般的なプロジェクタは大型の投
影・ズームレンズを必要とするため装置の小型化
が困難であったが、結像特性に着目しズームレ
ンズを必要としないプロジェクタの提案を行い、
装置サイズを指先よりも小型化することが可能で
あることを指摘した．

1205

非線形力学系モデルを用いた最適化手法の解
析と種々の制約条件付き問題への応用

　本研究では、理論的解析が不十分であり、適
用対象が勾配が計算可能な無制約最適化問題
に限定されていた「非線形力学系モデルを用い
た最適化手法」に対して、理論的解析を行った
上で、種々の制約を有する問題を解くための手
法を開発した。本研究により、従来手法より優れ
た解探索性能を有しつつ、実問題への応用に資
する手法を提案するに至った。
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　本研究は、多数のセンサが収集する大量の微細情報から有意な情報を抽出する
ための基盤技術であり、社会的にも関心が高まっているユビキタスセンシング技術
もしくはビッグデータ解析技術に位置づけられる。本研究は千葉大学とNTT研究
所との共同研究（平成21年度～平成23年度）を契機に実施してきたものであり、例
として挙げた研究成果(1)～(3)は、いずれもIFが当該分野では最上位レベルにあ
る米国電気電子学会（IEEE）の論文誌に掲載された。また、2015年に国内学会
（電子情報通信学会）の英文論文誌に掲載された関連論文は掲載月のダウンロー
ド数が100件を超え、国内外から注目されている。その他、CORE Conference
RankingにおけるレベルA*及びレベルA評価の国際会議において、それぞれ1件
および2件発表している。

S

【学術的意義】
　小型プロジェクタは、半導体レーザーやLED などの光源、LCD パネルやMEMS
などの表示素子の発展により低消費電力・小型化を志向した開発が活発に行なわ
れており、今日では携帯機器に搭載可能なモジュールタイプの製品も開発される
ようになってきている。その市場規模は1,000 億円を超えると予測されている。
ホログラフィックプロジェクションは、ホログラム自体がレンズとしても機能するため
基本的にレンズレスで構築できる。そのため、 投影像は無収差であり超小型化が
期待できる。 2013年に発表したズームレンズを使用しないホログラフィックプロジェ
クションは、プロジェクタの超小型化へのブレークスルーの一つとなった。2014年に
は本研究を更に発展させるために下馬場准教授がポーランド・ワルシャワ工科大
学に客員教授として招聘され共同研究を行った。また、伊藤教授は市村学術賞
（2010年）、文部科学大臣表彰科学技術賞（2012年）を受賞、本研究に関連する
国際会議の招待講演は2013年にOSA Frontier in Optics Conference 2013，2014
年SPIE Sensing Technology + Applications，2015年IEEE INDIN' 15となっている。

【社会、経済、文化的意義】
　2013年に発表したズームレンズを使用しないホログラフィによるプロジェクタはア
メリカ光学会（OSA）よりプレスリリースされ、国内外の技術系メディア（日刊工業新
聞、ScienceDaily、R&D Magazineなど）20件以上で取り上げられ大きな注目を集め
た。掲載元のOSAから「世界中で400万人以上が記事を目にした」という感謝状が
届いている。

時空間分散された微小センシング情報に基づく
状態推定技術

　位置の不明なもしくは位置が秘匿されたセンサ
が収集する多数の微小データから有意な情報を
抽出し、実世界のリアルタイムな状態を推定する
ための基盤技術に関する研究を実施した．特
に、(1)バイナリセンサが取得する位置属性のな
い1ビット情報を用いた対象物形状推定技術、(2)
センサの近接関係情報を利用したセンサ位置推
定技術、(3)ソーシャルセンサによる情報収集時
のバイアス除去技術を確立した．
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未利用熱駆動ケミカルヒートポンプによるエネル
ギーリサイクル利用システムに関する研究

　資源・エネルギー問題および環境問題に対応
したサスティナブルなエネルギー循環型社会の
構築を目指し、各種未利用エネルギーを化学的
に蓄え、改質し、冷・温熱としてリサイクル有効利
用する各種ケミカルヒートポンプシステムの実用
化へ向けた研究開発行っている。各種排熱駆動
冷却装置（自動車、炉、電子デバイス等）の企業
との共同研究やソーラーケミカルヒートポンプの
科学研究費研究で実用化へ近づけた。

S

【学術的意義】
　本研究は、千葉大学小倉研究室と各種企業の共同研究や科学研究費にて実施
した。研究成果は、平成22年4月～平成28年3月では、全文審査論文（和文誌4
件、英文誌6件）を始めとして、国際会議論文8件などの成果を挙げた。
研究成果(1)は、太陽熱エネルギーのみで駆動するケミカルヒートポンプにて冷房
できる等によりタイ機械学会よりOutstanding Paper Awardを受賞した。
研究成果(2)は、このような各種ケミカルヒートポンプ用の反応材として世界各地の
石膏原石を比較検討し、ELSEVIER社のApplied Thermal Engineering誌（インパク
ト・ファクター2.624とこの分野では最上位）に掲載されたものである。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究は、平成22年4月～平成28年3月では、共同研究プロジェクトは11件、科
学研究費等は3件獲得しており、社会的ニーズの非常に高いものとなっている。こ
の間、特許申請は15件以上あり、獲得した特許も7件ある。いずれも、工場排熱や
自動車排熱、太陽熱等の現時点では未だ十分に利用されずに廃熱となってしまっ
ている熱エネルギーを空調や冷凍用の冷熱あるいは高温熱として再生利用しよう
とするものである。これらは、現在の社会が抱える地球温暖化をはじめとする環境
問題解決に大いに貢献するものであり、環境負荷低減にかかるコスト削減等の経
済的価値も高い。さらに、世界初の実用化へ向けた未利用熱駆動ケミカルヒートポ
ンプシステムの試作機を工場等にて製作、運転評価し、実用へ近づけており、社
会的意義は高い。

S
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　(3)は、当該研究の理論的解析に関する論文で、2012年度計測自動制御学会論
文賞・友田賞を受賞した論文である。本論文賞は、2年間に計測自動制御学会で
発行する4誌の論文集のうち、10件以内の論文に与えられる賞であり、友田賞は同
技術賞および論文賞（当該年度12件）の中からシステム・情報分野で優れた論文1
件に与えられる賞である。このように当該研究成果は高い評価を受けている。(1)と
(2)は、当該研究の種々の制約条件付き問題への応用に関する論文で、とくに、(1)
が掲載されている雑誌は、COMPUTER SCIENCEのARTIFICIAL
INTELLIGENCEおよびINTERDISCIPLINARY APPLICATIONSのカテゴリで2013
年度のQuartile rankingがQ1となっている。これらの業績が認められ、当該細目で
科学研究費の助成を3テーマ連続で受けている。

SS

　林業専業地域向けに国が進める森林林業再生プランの適用が難しい都市近郊
の里山整備に対して、伐採から燃料加工、加温器の全システムを手掛けながら、
流通システムの最適化、小型林業機械の開発等により林野庁提唱の10年後の労
働生産性目標10m3/人日(木材搬出量)を大きく上回る17.5m3/人日を達成し、重
油の半額の15円/kgを大幅に下回る燃料価格を実現した。丸太加温器は千葉県
内の園芸ハウス農家、温泉施設等26箇所に設置して適用性を検証中。以上より、
平成25、26年度末の林野庁評価委員会で高い評価を受けた。さらに成果は朝日
新聞(2014年2月23日)、毎日新聞(同年2月20日)、朝日新聞(2015年5月13日)に取
り上げられ、事業終了後の自立自営を目指して法人化した作業チームには、地元
自治体から里山整備等の依頼が来ており、若い人材の仕事場の創設並びに新産
業創出による地域活性化が大きく進みつつある。
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　本研究は平成21年から平成25年までは、科学研究費補助金若手研究(S)「人間
を超える次世代高速・高機能ロボットハンドシステムの研究」（研究代表者：並木明
夫）の下で実施された。その研究成果は高く評価され、2011年には計測自動制御
学会システムインテグレーション部門研究奨励賞、2012年にはIEEE/RSJ Int.
Conf. on Intelligent Robots and Systems, Best Jubilee Video Award，2013年には
日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ROBOMEC賞、の各賞を受賞してい
る。
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人間を超える次世代高速・高機能ロボットシステ
ムの研究

　人間の手のように多目的かつ複雑な操りを可
能とするロボットマニピュレータの必要性が増し
ているが、現状では人間の手に比べて器用さ・
速度ともに不十分であった。研究では、人間の
手の能力を超える次世代高性能ロボットマニピュ
レータと超高速視覚システムを開発するともに、
高速ハンドリングのための認識行動アルゴリズム
を新たに開発した。

都市近郊小規模森林の再生と地域活性化のた
めの丸太燃料流通システムの構築

　都市近郊小規模森林の未間伐材等を加工運
搬が容易な丸太燃料として供する流通システム
を構築。伐採から燃料供給までのコストを15円
/kg (重油の半額) 以下として事業性を確保し、
丸太燃料で稼働する加温器の熱需要先を地域
に創り出した。木質バイオマスエネルギー利用を
通して荒廃林の整備を進め、森林の再生と地域
の活性化を目指す。
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実験心理学的手法を応用した食品・医薬品パッ
ケージデザイン評価方法の開発と改善案の提案

　医薬品・食品パッケージではブランドやトクホな
どのシンボルマークが強調されている。このような
デザイン手法は消費者に商品の特徴を一目で
わかりやすく伝える長所がある一方、筆者らの実
験心理学的手法を用いた詳細な検討により、消
費者が商品選択の際にブランド等の「一目でわ
かるシンボル」に過度に依存し、成分・栄養成
分・使用上の注意等の詳細な表示内容を十分に
吟味しなくなるという弊害が明らかにされつつあ
る。
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震災復興に寄与する植物工場の技術を活かし
た共同菜園のデザイン活動

　本研究は、宮城県名取市の仮設住宅集会所
および見なし仮設集会施設を対象とし、農業経
験の有無に関係なく利用可能な共同菜園を、植
物工場の技術を応用してデザインしたものであ
る。自分たちが食べる野菜を自分たちで作り食
するという能動的な生活行為の構築により、被災
者の自律を促すことを目指した。現地調査を経
て、2012年に植物工場を設置し、栽培方法と利
用方法の研究に基づき、利用者の主体的継続
的な活用が可能になっている。
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　（１）は現状の医薬品・食品パッケージにおいて「消費者が一目でわかるシンボル
に過度に依存し詳細な表示内容を十分に吟味しなくなる」という問題が生じる背景
を明らかにするために行った基礎調査である。デザイン心理学の視点から家庭医
学の問題にアプローチした新規性が高く評価され、 WONCA-Asia Pacific（世界家
庭医療・総合診療学会アジア太平洋地区）の公式学術誌Asia Pacific Family
Medicineにおいて2014年に『The 4th Lyn Clearihan Award（年間最優秀論文賞）』
を受賞した（日本人・グループの初受賞）。また、実験心理学的手法によるデザイ
ン評価の研究成果も日本デザイン学会第59回春季研究発表大会（2012年6月札
幌市）にてグッドプレゼンテーション賞を受賞した（業績（２））。なお、これらの業績
に関連して国内外における多数の招待講演を行った。

　（１）は日本デザイン学会が毎年発行する研究を基盤としてデザインされたものと
して選出される作品集であり、高く評価されている。また（２）は、建築士事務所協会
の機関誌であり、震災復興において植物工場の果たす役割として特集され、影響
力が高い。本研究は、デザインの専門性を活かした実践活動であり、本来植物工
場が持っている基本的理念である、食の自立化や、食の民主化、食の産業化とい
う要素を、今もっとも求められている場において、震災発生以降、長期間現地で実
践したものとして、意義あるものだと考えられる。この成果は、現在、宮城県名取市
で被災して仮設校舎で学んでいる宮城県立農業高校の教材としても活かされてお
り、震災復興の中で得られた知見を持続的に展開していく可能性が高い。
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【学術的意義】
　本研究は、千葉大学が中心となって日本とペルーの研究機関が共同で実施し
た。研究成果は、全文審査論文（和文誌9件、英文誌51件）を始めとして、国際会
議論文86件などの成果を挙げた。(1)は，米国地震学会の論文誌（インパクト・ファ
クター1.96とこの分野では最上位）に掲載され、現在の最高レベルの知見に基づ
いて、首都リマ市沖でMw8.9の巨大地震を想定し、これによる地震動を数値解析
で求めたものである。(2)は災害分野の専門誌のペルー・プロジェクト特集号の巻
頭レビュー論文として掲載されたもので、2015年1月を含め何度も同雑誌の月間最
多ダウンロード論文となっている。(3)は，米国地震工学会の論文誌に掲載されたも
ので、本プロジェクトで実施した2010年チリ地震による建物被害と津波浸水域を衛
星画像と地理情報システムを用いて研究したものである。

【社会、経済、文化的意義】
　また、本研究プロジェクトは、科学技術振興機構（JST）による地球規模課題対応
事業（SATREPS）の最終評価で、総合評価（A+：所期の計画をやや上回る取り組
みが行われ、大きな成果が期待できる）という同事業の最終評価としては最高レベ
ルのものを得た。また国際協力事業団（JICA）の事業評価でも、5 項目評価結果と
して、妥当性（高い）、有効性（高い）、効率性（やや高い）、インパクト（高いと期待
される）、持続性（高い）との最高レベルの評価であった。さらにペルー国内では、
ペルー政府の防災施策や耐震設計基準に本研究の成果が取り入れられたほか、
リマ首都圏で大規模な津波避難訓練が実施され、リマとアレキパにおける一般市
民向けの防災教育施設の開設に繋がった。これらの研究成果や防災普及活動
は、ペルーの新聞、テレビ、ラジオなどを通じて、これまで数十回にわたって報道さ
れている。

S2202
自然災
害科学・
防災学

ペルーにおける地震・津波減災技術の向上に関
する研究

　地球規模課題対応国際科学技術協力事業
（SATREPS）の1つとして2010年より5か年間実施
した。日本、ペルー両国の研究者間の国際的・
学際的な連携のもとに、フィールドに立脚した実
践的研究を推進し、減災技術の社会実装を目指
した。地震動予測と地盤ゾーニング、津波予測と
被害軽減、建物耐震性の向上、空間基盤データ
構築と被害予測、地域減災計画の5つのテーマ
に関し共同研究を実施し大きな成果を挙げた．
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　胸腹部の呼吸性体動を４次元MRIとして獲得する手法を2009年に考案した。これ
を起点として、収集の高速化、処理時の自動化、臨床応用展開等を、2010年から
今日に至るまで包括的に推進してきた。（1）～（3）はこれらの成果の原著論文とし
ての成果であるが、他にも多数の学会発表や講演を行ってきた。また2012年に特
許の権利化が済んでいる。この技術への評価は高く、結果として国際会議招待講
演1件、海外大学でのセミナー講演4件、国内学会招待講演6件を行った。また科
学研究費では、新学術領域「計算解剖学」において公募研究2010～2013年の2期
計1,580万円、および「スパースモデル」公募研究2014～2015年の１期（進行中）
510万円、合計2千万円強の獲得に至っている。受賞に関しても国内学会賞1件を
獲得するなど、高く評価されている。
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胸腹部の呼吸性体動を獲得する４次元MRI再構
成法の高速化、自動化、および臨床応用

　2009年に考案した胸腹部呼吸性体動に対する
４次元MRI再構成技術に関して、包括的に研究
を展開した。まず、実用化に向けて収集時間を
短縮するために、信号処理の工夫により従来の
1/3程度の時間に抑えられることを示した。処理
の完全自動化も行った。また横隔膜運動の動き
を一般化主成分分析の方法によりモデル化し
た。さらに慢性閉塞性肺疾患患者の横隔膜運動
を解析して健常者との違いを明確化した。

14

超音波を用いた非侵襲組織性状診断技術の研
究

　本研究は、現状の超音波検査では全く評価で
きず、病理診断においても多数の前処理の後に
長時間をかけて対象生体組織の一部のみを評
価することができる肝炎の進行度やリンパ節への
がん転移について、高周波超音波を用いて三次
元で観察し、慢性肝炎と脂肪性肝炎の弁別およ
び乳がんや消化器がんなどの種別による差異ま
でを含めた、がん細胞の転移を定量評価するこ
とを可能にしている。

SS

　(1)は本学で開発した肝臓疾患の定量診断技術であり、製品化されるとともに
2011年には超音波医学会の論文賞を受賞している。それを基盤技術として、(2)お
よび(3)ではフランスの2機関と米国の4機関との国際共同研究を実施し、解析分解
能が高いことや、臨床現場での実応用までに至っていることなどから当該分野で高
い注目を受けており、2012年度にUltrasonics Symposiumにて講演賞、2013年に日
本音響学会にて講演賞を受賞し、2014年度だけでも国際会議2件、国内学会3件
の招待講演依頼を受けている。また、これらの成果を発展させて生体内でのがん
転移評価を目指すための信号解析アルゴリズムの創出と診断システムの開発とい
う試みに対し、2015年度からそれぞれ科学研究費・基盤（Ｂ）、科学研究費・挑戦
的萌芽研究およびキヤノン財団研究助成を受けるなど、産学両面で注目を集め、
評価されている。
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(1)はその実績の中で、2012年発売のダイキン工業（株）製エアコン「ラクエア」のリ
モコンが、その開発段階からデザイン心理学的な視点を入れた結果、ユニークか
つ万人に使いやすいデザインを実現した点が評価され、2012年のグッドデザイン
賞を受賞した件である。この製品は、さらに2013年に国際ユニヴァーサルデザイン
協議会（IAUD）主催のIAUDアウォード2013（プロダクトデザイン部門）も受賞した。
それは、この製品が最近の潮流である科学的な根拠に基づいたデザイン
（evidence based design）を具現したものであることを(2)の論文によって示したことが
大きな要因であった。また、(3)は第一三共（株）製の造影剤オムニパークのパケー
ジデザインを科学的な根拠に基づいたデザイン（evidence based design）の観点か
ら一新するというプロジェクトに協力し、その成果であるパッケージデザインが高く
評価され、2014日本パッケージングデザインコンテスト医薬品・医療品包装部門賞
を受賞したものである。

7 1651
デザイン

学

ベンチャー企業を通じて千葉大学の知財を社会
に還元する試み

　日本で唯一のデザイン心理学研究室における
これまでの研究成果・知財（特開2015-028800）
を活用し、社会に多角的な貢献を行うことを企図
し、ベンチャー（株式会社BB STONEデザイン心
理学研究所）を設立した。2011年3月には千葉
大学より『千葉大学発ベンチャー』の称号も授与
され（初の工学系ベンチャー）、積極的に活動を
展開している。

SS

S

デザイン
学

1651

　（１）及び（２）は日本デザイン学会が毎年発行する研究を基盤としてデザインされ
たものとして選出される作品集である。また（３）は植物工場の事業者が参照する影
響力が高い書籍で、産業としての植物工場以外に、人々の暮らしを革新する取組
みとして街中植物工場のデザイン事例を詳述することで、今後の植物工場の事業
化の新しい視点を提示している。その他にも、NPO植物工場研究会が主催する講
演会や、国際園芸学会での発表など学術方面での実績も多い。さらに、日本では
唯一のデザイン情報雑誌AXIS の特集記事にされたり、AXISが所有するギャラリー
にて作品展示を依頼されたり、新聞の記事にも取り上げられたりしている。また、デ
ザイン開発をしたレストラン用の植物工場は、柏の葉キャンパスにあるフレンチレス
トラン「アゴーラ」にて事業化が始まっており、既に人々の生活に根ざして、植物に
よる新しい価値を提供するまでに成長している。

　高齢者をターゲットとした栄養サポートチーム介入の要否のスクリーニング方法
MNA（Mini Nutritional Assessment）は、2009年7月の国際老年医学会において完
成し日本をはじめとして世界各国で利用されている。本研究成果はこの方法に一
層の信頼を与えるものであり、（1）の業績による製品が現在標準として使われてい
る。本指標は採血の必要がなく（1）の業績による製品は高精度で簡便なため先の
震災時にも臨床で用いられた。さらに患者および臨床スタッフ双方のQOL（クオリ
ティオブライフ）の向上に貢献することが評価され、日本産業デザイン振興会より
2011年度グッドデザイン賞「下腿周囲長メジャー [MNA® CCメジャー]」を受賞し
た。また本方法を用いた研究等の報告は2013年だけで140件を超え、臨床におけ
るインパクトが大きい。

街中植物工場のデザイン開発

　植物工場はこれまで農家の経験で行われてき
た農業生産を科学的観点から合理的な生産技
術として確立したものである。農業を次世代の産
業へと革新する技術であり、人口が増加する世
界の食料・資源・環境問題解決への手がかりとし
て期待が大きい。また、千葉大学の研究成果
は、日本発の技術として国内外から注目されて
いる。本研究は、植物工場の技術を応用しつ
つ、デザインの観点から農と暮らしが調和した街
中植物工場を具現化した。
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医療・福祉機器の人間工学的デザイン

　低栄養患者のスクリーニングの重要な指標に
下腿周囲長がある。医療・福祉機器の人間工学
的デザインのひとつとして、下腿周囲長専用のメ
ジャーテープを設計・製作した。新案は従来製
品より個人内・個人間計測誤差は30～40％程度
減少し、測定に要する時間は平均17.4秒から
10.3秒に減少した。人間工学的デザインは医療
用製品と手技に一層の信頼性をもたらす。
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模擬患者を用いた聴診訓練システムEARSの開
発

　基本診療行為である聴診の学習・訓練・試験を
模擬患者を用いて実施する新しいシステムを開
発した。模擬患者の体表にあてられた疑似聴診
器の位置を赤外カメラによって検出し、聴診位置
に応じた聴診音を計算機が再現し、模擬聴診器
に無線転送する。計算機には様々な病態の聴
診音データベースを内蔵しており、設定により任
意の聴診音をリアルに再現できる。

SS

　従来の医療トレーニングはマネキンを用いた手法、またはバーチャルリアリティ技
術を用いた物の開発が中心となっているが、どちらも高コストでシミュレータとして
の真正性が不十分であった。模擬患者を組み合わせた医療訓練シミュレータは全
く新しい概念であり、千葉大学が発案したものである。基本特許は、まもなく特許登
録される見込みである。システムは千葉大学フロンティア医工学センターが基本技
術を開発し、医学教育研究室とクリニカルスキルズセンター、循環器内科、呼吸器
内科が臨床的有用性を検討、デザイン工学科が装置やインターフェイスデザイン
を検討し、産学連携・知財機構が知財管理と共同研究をマネジメント、また製造開
発と販売に企業2社が加わった共同研究体制で研究開発を進めている。医学教
育、医療訓練のための全く新しいシステムとして市場への普及が期待されている。
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外科医の動きを補助する外骨格型ロボットの研
究開発

最近の内視鏡外科手術数の増加と比例し外科
医の身体各部の疼痛が増加している。外科医の
「静止動作」補助によって手術のパフォーマンス
維持を実現する外骨格型ロボット、上肢サポート
スーツ（Surgical Assist Suits、以下SAS）を開発し
た。SASは小型・軽量で外科医が装着/制御する
ことから、開発コストを低く抑え、迅速に開発した
ものである。

リハビリ
テーショ
ン・福祉

工学

2304 SS

　外科医の身体各部の疼痛、解剖学的に不自然な姿勢での手術を強いられる外
科医の現状に着目、生理学的な立証を行い、共同研究先の企業（ココロ株式会
社、タカノ株式会社）と外科医用外骨格型ロボットSASを開発した。現代の高度化し
た医療について、患者側からの視点だけではなく、医療従事者の身体的負担につ
いて、着目した点が評価される。
　SASコンセプトは、仕事量として評価されない、上肢の静止状態保持である。その
為、積極的に使用者、あるいは装着者の動作の筋力/精確性を向上させる目的の
既存ロボット技術とは異なる。新規開発事業でありながら、通常のロボット開発事業
費に比較して開発コストを1/100以下に押さえ、販売価格を100万円以下に設定し
た点は評価に値する。共同開発先の企業は民生用SASを改良開発、販売を行う事
で、福祉やVDT作業者に対しての新規マーケット開発を行う予定である。

17 S S

【学術的意義】
　(1)は物理系では高い評価を受けている国際誌であり、2013/2014年のインパクト
ファクターは7.728である。この論文は、特に半導体物性変化と有機半導体バンド
構造の詳細情報を得た点で評価が高い。(2)は、同じくプリンテッドエレクトロニクス
の柔軟さをシミュレーションにより明らかにした研究であり、フレキシブルエレクトロ
ニクスについて、これまで知られていなかった内部応力が集中する特定の点につ
いて明らかにした論文である。これは、フレキシブルエレクトロニクスの曲げ耐性を
規定する上で大変重要な発見であった。この論文はカナダの科学技術ニュースサ
イトAdvances in Engineeringに採録された。また、(1)-(3)はいずれも有機半導体の
物性評価、応用に関する研究であり、国内外の国際会議、シンポジウム等から、計
3回の基調講演と15回の招待講演の依頼があり、学術的価値は高い。

【社会、経済、文化的意義】
　(3)は企業との共同研究でPCT出願された特許であり、最近注目を浴びているプ
リンテッドエレクトロニクス分野で次世代フレキシブルデバイス製造法として産業界
で期待されている。また、本研究は共同研究先より権利譲渡の要請を受けたことか
らも経済的価値は高い。

4401
応用物

性

有機薄膜物性評価とデバイス応用研究

　本研究は有機半導体物性と半導体バンド構造
の詳細評価により、実用的な有機デバイス応用
に導く基礎研究である。特に、光電子分光法と
有機電界効果トランジスタの移動度評価法は、
フレキシブル有機デバイス応用という点で重要で
ある。さらに新しいデバイス作成手法を用いた実
用的有機半導体デバイス開発を行い、新機能フ
レキシブルデバイスを実現した。
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刺激に応答する分子集合体の開発

　光等などのハイテク刺激から、押す・擦るといっ
た人の手で加えられるローテク刺激に応答する
有機材料を効率的に構築する設計指針はこれま
でに報告されていなかった。本研究では、外部
刺激に敏感な準安定集合状態を意図的に造り
出すという新しい概念により、様々な刺激により
構造と物性が変化する多様な有機材料の開発
に成功した。

SS5301
機能物
性化学
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燃料電池用の触媒の活性化と低コスト化の研究

　原子レベルで表面構造を規整した様々な金属
単結晶電極を用いて、燃料電池の空気極側の
反応である酸素還元反応を活性化する表面構
造を決定した。Pt電極の場合は原子が6回対称
に並ぶ(111)テラスを持つ面の活性が高く、(111)
テラスエッジの密度に応じて酸素還元活性が増
大した。この結果から、白金電極上では(111)テラ
スエッジを形成することにより、実用触媒の活性
が飛躍的に増大する可能性を示した。

S

　論文が掲載されたElectrochimica Actaの5年のインパクトファクターの平均値は
4.433と高い。この論文と、関連論文による招待講演がアメリカ電気化学会を含む
国際学会4件、国内学会10件の14回ある。また、この研究成果は、実用触媒の設
計指針に大きく貢献し、2004年から始まったNEDOの燃料電池関連の委託研究の
継続に結びついている。この委託研究は10年間続いており、総委託費は2億4500
万円に達する。燃料電池自動車の開発を行っている自動車メーカーとの共同研究
も7年間継続している。

5201
物理化

学
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　新しい概念に基づく研究成果であり、IF12.730の雑誌に掲載された。これらの成
果が認められ、2014年にはモレキュラーキラリティー賞を受賞した。また、これらの
研究に関して、国内外の国際学会を含めて13件の依頼講演を行った。さらに、
2015年度に学内に設立された「分子キラリティー研究センター」における重要プロ
ジェクトとしても貢献している。

5202
有機化

学

有機結晶を利用した絶対不斉合成に関する研
究

　本研究は，不斉のない化合物から外的不斉源
を用いずに光学活性体を創製する新しい手法を
開発した研究成果である。有機結晶の特性を利
用することで、アキラルな化合物から結晶中で不
斉を発現させ、様々な不斉反応へと展開すること
に成功した。また、アキラルな化合物から不斉中
心を形成する反応と動的優先晶出を組み合わせ
ることによる、新しい絶対不斉合成法の開発に繋
がった。全て新しい概念に基づく研究成果であ
る。

5502
生産工
学・加工

学

数理科学に立脚した硬脆材料のホリスティック超
精密加工・計測プラットフォーム創成に関する研
究

　マイクロ・ナノスケールで加工・計測を可能にす
る究極のトップダウン型加工技術について研究
している。例えば先端を数1nm に尖らせた髪の
毛ほどの太さのダイヤモンド工具を創製し、それ
を電子顕微鏡や原子間力顕微鏡で直接観察可
能な独自開発のナノ加工・計測システムに取付
けて、微細な３次元加工とリアルタイム計測を実
現している。とくに、最近ではガラス等の硬脆材
料の精密加工計測プラットフォームへの応用展
開を進めている。
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21 5304
分析化

学

陽電子プローブマイクロアナライザーの開発

　陽電子は格子欠陥の高感度プローブとして用
いられているが、それを電子と同様にマイクロ
ビーム化して格子欠陥の二次元分布を非破壊に
測定する手法を開発した。世界唯一の装置であ
り、独自性が高い。格子欠陥が材料物性に及ぼ
す影響は多岐にわたるが、適切な分析法がない
ためにその知見が限定的であった。本装置は、
その領域を開拓する手法として注目を集めてい
る。

S

　本装置はJSTの先端分析機器開発事業により実施されたものであるが、その開発
により2011年9月に日本分析化学会より「先端分析技術賞JAIMA機器開発賞」を受
賞した。長年の未解決の研究課題である水素脆化研究に本装置を応用するという
研究課題により財団関係から3件の助成金を獲得している。さらにそれを発展させ
た研究展開により科学研究費基盤研究Bおよび挑戦的萌芽研究を獲得している。

　マイクロ・ナノスケールで加工・計測を可能にする究極のトップダウン型加工技術
を世界に先駆けて研究開発した。例えば先端を数nm に尖らせたダイヤモンド工
具を創製することに成功し、それを電子顕微鏡や原子間力顕微鏡で直接観察可
能な独自開発のナノ加工・計測システムに取付け、微細な３次元加工とリアルタイ
ム計測を世界で初めて実現した。この独創技術をガラスやダイヤモンド等の硬脆
材料の超精密加工・計測プラットフォーム創製へ応用展開し、数理科学に立脚し
た硬脆材料の加工メカニズム解明と社会実装を世界に先駆けて達成した。特にガ
ラス中への金属イオンと金属微粒子の導入に関する革新技術は、世界で高評価を
受けている。一連の研究で、基盤研究(B)３件、(C)２件、挑戦的萌芽研究２件、
NEDO２件及び総務省SIP１件の研究費を助成されるとともに、平成25年度及び平
成27年度精密工学会論文賞等を受賞している。

　IF10.742のトップジャーナルである。プレス発表を行い、Yahooニュースやマイナ
ビニュース等で紹介された。非常に注目を集めており、企業からの共同研究依頼３
件と解説記事執筆が４件あった。この研究はH24年度科学研究費基盤研究Bで得
た成果による。また、この成果を元にH27年度若手研究AおよびJSPS外国人特別
研究員に採択された。また、本研究を発表し、The 9th International Conference
on Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia講演賞を受賞した。
また関連論文で、平成22年度日本化学会進歩賞ならびに平成23年度科学技術分
野の文部科学大臣表彰若手科学者賞、第14回花王研究奨励賞、第3回丸山記念
研究奨励賞、積水化学研究助成プログラム奨励賞等を受賞した。
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流体工

学

循環挙動理解のための血球バイオメカニクス

　本研究は､単一血球から血球群に至るマルチ
スケールな循環挙動を理解するため､固体力学
と流体力学の両者を高精度に計算解析する手
法を開発し血流解析に適用したものである．詳
細な力学に基づいて血球および血流の振る舞
いを定量的に説明するに至った点が画期的であ
り､血球の変形過程､流れと血球運動・変形との
相互作用､個々の血球挙動の相互作用に応じた
見かけの血流特性､流れに応じた血栓形成過程
等を明らかにした。

　(1)(2)(3)を含む発表論文に対して、その研究代表者は、平成24年度科学技術分
野の文部科学大臣表彰・若手科学者賞、および2010年JACM Award for Young
Investigators in Computational Mechanicsを受賞している。(1)は、単心室患者にお
ける血栓症を定量的に評価・予測する点で、世界で初の論文であり、招待講演を３
件行うなど、そのインパクトは今後益々大きくなるものと考えられる。(2)は赤血球膜
の自然状態の重要性を明らかにした点で、近年の赤血球のバイオメカニクス研究
に一石と投じており、関係の国内口頭発表で日本機械学会第23回計算力学講演
会優秀講演賞を受賞し、招待講演を５件（内keynote講演が２件）行っている。(3)は
簡易な力学モデルで赤血球膜の弾性力学の重要性を端的に示したもので、招待
講演を２件行っている。

24

　(1)及び(2)の研究で混相流濃度分布を可視化計測できるプロセス・トモグラフィー
法を開発し、現在、㈱IHI、日置電機㈱、愛知時計電機㈱等と共同研究をしており
特許も出願した。JSPS二国間共同研究、ちばぎん研究開発助成制度、科研費挑
戦的萌芽研究、JKA機械工業振興補助事業、JST(A-STEP）探索タイプ、JFE21世
紀財団技術研究助成等に採択された。今後この計測技術をベースとした共同研
究の増加が期待できる。(3)の内容はJST AStepシーズ顕在化の成果で、科研費新
学術領域研究「超高速バイオアセンブラ」に採択され、特異細胞の可視化と分離を
試みた。その結果2010年度のIEEEの2010 Micro-Nano Mechatronics and Human
ScienceのBest Paper AwardやDEWS2013国際会議講演におけるBest
Presentation を受賞した。

S5504
流体工

学

プロセス・トモグラフィーの基礎開発と産業展開

　混相流を対象に、可視化計測技術のひとつで
あるプロセス・トモグラフィー(PT)法の基礎開発と
その産業応用を目的とした研究を行っている。
PT法は、従来の方法と比べて時間解像度が高
く、安価で簡易的に流動場の可視化計測が行う
ことができ、工場・発電所・化学プラントだけでな
く、血流や細胞などの被爆に対するセンシティブ
な対象に対してのオンライン・プロセス計測として
も期待できる。

26 S S

【学術的意義】
　研究成果(1)の基本的なアイデアを発表した論文に関して、IEEE ECCE 2010の
Power Electric Device and Components CommitteeのCommittee Prize Paper
Awardを受賞した。(2)は、この基本コンセプトを発展させ、フィードバック制御を導
入することで設置される系統の状況や動作条件に依存せず、遮断時の過電圧を
予め設定した値に抑制する方法を提案したものである。さらに、(3)はこれらの成果
に対して、電力系統技術の国際会議での招待講演を求められたもので、次世代の
電力系統を担う機器としての半導体遮断器の重要性が認められたものである。そ
の他、本研究テーマに関連して、電気学会産業応用部門大会でのシンポジウム講
演を行っている。

【社会、経済、文化的意義】
　企業の技術者向けの講習会での講演の依頼などを受けていることから、社会、経
済的期待度も高い。

5601

電力工
学・電力
変換・電
気機器

SiC-SITを用いた直流遮断器に関する研究

　データセンターなどの直流電力で動作する多
数の機器が設置させる施設に適用する電力ネッ
トワークを400V程度の直流給電とする動きが盛
んである。本研究は、事故時の保護の点から不
可欠となる直流遮断器として、オン抵抗が低く破
壊大量が大きいSiC-SITを用いた直流遮断器の
制御法を開発した。遮断時のゲート電圧を能動
的に制御することにより、過電圧を抑制しつつ高
速の遮断を実現した。

27
電子デバ
イス・電
子機器

5603

高周波弾性波デバイス用光プローブの開発

　携帯電話、スマートフォンに多用される高周波
弾性波素子の微細振動を可視化する高感度光
プローブ装置を開発した。高周波振動を選択的
に検出するサニャック干渉計を利用し、2次元の
振動場を高速・高精細に可視化できる。動作周
波数は5 GHzにおよぶ。試料傾き補正や振幅と
共に位相情報を利用した画像処理等多くの周辺
技術も開発され、世界中の技術者・研究者が利
用のために来校する著名な装置である。

SSS

【学術的意義】
　現在、弾性表面波素子は年間400億個以上生産され、その3/4以上にこの基板
が利用されている。市場規模は3,000億円程度と予想される。42-LT以外の基板が
利用されるのは、それで所望の性能が得られない限られた場合のみである。また、
この発明により弾性表面波素子の応用範囲は一気に拡大し、携帯電話・スマート
フォンで必要不可欠な電子素子と位置づけられている。この発明による技術革新
がなければ、移動体通信技術の爆発的進展は無かったと自負している。
この発明は開発研究者の専門である波動伝搬に関する深い理解に基づいてお
り、産業界が軽視しがちな学術的考察が技術革新に結びついた稀有な例である。
また、開発研究者らは、この発明に関連して、弾性表面波素子の高性能化に向け
た様々な独創的な研究を展開しており、当該領域で自他共認める世界トップの研
究グループである。

【社会、経済、文化的意義】
　市村産業賞は、産業界へ多大な貢献を齎した技術者・研究者に与えられるもの
で、実社会へ如何に貢献したかが評価される。このため、企業から移られた方を除
き、大学の教員がこの章を受賞するのは稀有である。これはこのグループの産業
界への寄与が多大であったかを示すと共に、産学連携の成功例として象徴的なも
のでもある。
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マイクロ波エネルギーを利用した新しい外科処
置具の開発

　近年の外科手術では、電気メスや超音波組織
凝固切開装置などが広く用いられている。これら
の装置は、非常に強力な手術器具であるものの
問題点も存在する。そこで本研究では、マイクロ
波エネルギーを利用した全く新しい外科処置具
の開発を目的とする。これまでの検討では、従来
機器の問題点を解決するユニークな手術器具を
いくつか試作することができた。

S

　(1)は、当研究の成果をまとめた最新の論文であり、マイクロ波エネルギーにより
生体組織を凝固・切断するための機構を考案し発表したものである。この論文は、
当該分野で最も権威のある論文誌の一つであるIEEE Transactions Microwave
Theory and Techniques（米国電気電子学会のマイクロ波理論・技術に関する論文
誌）に掲載された。また、本業績に関連して、(2)をはじめとして3件の国内・国際会
議で招待講演を行っている。なお、当研究の成果は、(3)により特許出願されてお
り、現在、協力企業とともに製品化に向けて相談を行っている。さらに、2015年2月
には、電子情報通信学会東京支部学生研究発表会において、当研究の成果を発
表した学生が優秀賞を受賞した。これは、マイクロ波の通信・放送以外の新しい用
途を開拓したことが評価されたものである。

5603
電子デバ
イス・電
子機器
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【学術的意義】
　Automaticaは制御工学分野では最高レベルの学術誌であり、Impact Factor:
3.132、5-Year Impact Factor: 4.423　の実績を持つ。

【社会、経済、文化的意義】
　実システムに多く存在する飽和現象を解決できる方法論を確立したことで、機械
システム、電気システムおよび輸送システムの高速・高精度化に大きく貢献できる。
この方法はすでにいくつの分野に応用され、経済的効果を上げている。

5606
制御・シ
ステム工

学

飽和システムの制御

　本研究は、制御システムを実装するときに避け
ては通れない駆動設備の出力飽和問題の解決
に挑むものである。この問題により、想定した性
能が保証できず、実装したとき性能の劣化など、
現場調整に大きな労力を強いている。この問題
解決のために、制御手法を非線形のものに広げ
るだけでなく、多くの調整自由度を持つ新しい制
御法の開発に成功した。この制御法は、様々な
システムに応用され、高評価を得ている。

S

25 5506
機械力
学・制御

完全自律型マルチロータ電動ヘリコプタ（ミニ
サーベイヤー）の研究開発

小型無人ヘリコプタの自律飛行制御に対して，
ヘリコプタの姿勢や並進の動特性を数学的に記
述したモデルを作成し，数理モデルに基づく自
律飛行のためのモデルベース制御系を設計し
た．さらに，高性能な小型マルチロータヘリコプタ
の機体，制御システム，慣性センサ等を新たに
開発し，水平位置速度制御，高度制御，軌道追
従制御などの完全自律制御に成功した．

SS SS

【学術的意義】
　自律小型無人ヘリコプタは空撮，輸送，レスキュー，監視などの用途で，有人で
は不可能なタスクを実現するものとして，近年研究が盛んとなっている．本研究は
自律小型ヘリコプタの制御の研究を世界に先駆けて始めたものであり，飛行モデリ
ングに基づくモデルベースで実用性に優れた制御設計手法を構築した点に意義
がある．本研究で提案するモデルベース制御システムは汎用性が高く，他に提案
されている様々な制御理論が併用可能で，性能評価が行いやすく実用性が高い．
本研究では，同時に優れた性能を有する実機ハードウェアについても開発し，高
度飛行の自律制御に成功しており，その成果は世界中の研究者から注目されてい
る．

【社会、経済、文化的意義】
本研究では産学連携の共同研究を精力的に実施しており、ミニサーベイヤーと呼
ばれるオリジナルの電動マルチロータヘリコプタを完成させ製品化するとともに、企
業、官公庁、大学等の研究機関約８０機関が、産学官連携体制のもとで一堂に会
して産業応用型完全自律電動ミニサーベイヤーやマルチロータヘリコプタのニー
ズ研究を行うためにミニサーベイヤーコンソーシアムを設立し、わが国や世界の自
律飛行ヘリコプタの研究開発の推進・実用化に顕著な功績を残してきた。原発事
故周辺の放射線計測，災害発生時の情報収集などの実用化も進められている．
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　(1)は震災後半年弱で公式に出版された被災地の被害調査の速報であり、研究
者・実務者のみならず一般に向けてもどこでどのような被害が発生したかという情
報を早く、確実に伝えるための基本的かつ重要な資料である。(2)は(1)の英語版
で、これにより海外の研究者にも被害状況の詳細が伝えられ、「建築家、エンジニ
ア、地質学者など地震工学を扱うあらゆるプロフェッショナルにより、木造、鉄骨
造、鉄筋コンクリート造などあらゆる建物種別をカバーしているだけでなく、地盤や
基礎についても言及しており、研究者にとって必要な一冊となっている」とYung-
Hsiang KaoがJAPAN TIMES（2012年11月）で評価している。（3)は被災地調査に
加え、文部科学省に提出された書類による調査も含めて約1600棟の文教施設に
ついて被害の傾向を示したものである。地震後の避難所にもなる文教施設の実態
を示す貴重な資料である。

5801
建築構
造・材料

東日本大震災の建物被害に関する調査研究

　本テーマは、東日本大震災に関し文教施設を
主対象として被災地における建物被害調査、被
害の程度の判定を実施したものである。東日本
大震災は発生地域が東北・関東地域の広範囲
にわたる点、また地震動による建物被害のみで
なく、多く発生した津波による被害も含めて調
査・判定した点において、過去に例を見ない規
模と多様さを有するものである。

S

ゼロエネルギー住宅設計・建設コンペにおける
受賞

　世界の大学が参加するゼロエネルギー住宅設
計・建設コンペ（ソーラーデカスロン・ヨーロッパ）
に、建築学科を中心とする千葉大学チームは日
本から唯一2012, 2014年と連続で参加した。
2014年大会では10項目の競技部門中3部門で3
位以内に入賞し、世界の建築界に強い存在感を
示した。2014年には国内コンペ「エネマネハウス
2014」でも優秀賞を受賞した。

SS

34 5804
建築史・

意匠

環境共生型住宅「コダチノイエ」の設計

　環境共生型住宅に関し従来より課題となってい
た点について、本設計作品では建築設計による
実践的な分析と解明が行われ、木造門型フレー
ムで作る無柱空間、将来的な間取り変更を可能
とするデザイン、部材の画一化による工期短縮と
ローコスト化、壁内環境改善よる長寿命化、の4
点の画期的な試みにより、新たな住宅建築のプ
ロトタイプを示した作品として高い評価を得た。

S

　環境共生型住宅「コダチノイエ」は、2013年度日本建築士事務所協会連合会（日
事連）の奨励賞を受賞した作品である。また、2012年度日本建築家協会の優秀作
品100選(2)へ選出され、協会が出版する「現代日本の建築家」(3)に掲載された。
本作品は、特に環境共生型住宅として従来の門型フレーム工法を厚さ40mmにま
で極薄化し、突付け仕口とした工法や、外部の凹凸デザインを建物環境の向上に
活かすなどのデザインと技術の融合の点への評価が高く、日事連の審査講評では
「質の高い設計で、建築計画や構成技術に新しい提案を含んだ優れた作品であ
る。」と言及されている。また、本業績に関連して、建築専門雑誌の掲載やテレビ番
組(1)で紹介されるなど、高く評価されている。
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低炭素都市づくりのための都市計画の役割に関
する研究

　基盤研究（C）、民間企業（東京ガス）との共同
研究により、都市地域における面的なエネル
ギーネットワークづくりのために、都市計画がど
のような役割を担うことができるのか、また何を変
更していくことが求められるのか、新しい計画制
度のあり方、法制度の検討も含めて、日英米で
の比較を、行政、民間企業へのヒヤリング調査、
文献調査から明らかにした。

S

【学術的意義】
　本研究は、CO2排出量削減を実現させることを目的として、エネルギーシステム
の都市への導入を都市計画システムを用いて実現する一連の研究である。時流に
あったテーマと新しい計画提案を実現しているため、研究(2)(3)が日本都市計画学
会年間優秀論文賞を受賞している。研究は現地調査、ヒヤリング調査、エネルギー
システム導入に伴うCO２排出量削減の推計、そのための実現の仕組みを検討す
るものとなっている。低炭素型市街地形成の必要性は高く認識されており、再生可
能エネルギーの導入や分散型エネルギーネットワークの構築の必要性が問われて
いる中、いかなる仕組みを日本で構築していくべきかを検討するという新しい都市
計画提案を行っている。

【社会、経済、文化的意義】
　研究を通して得られた知見を国、地方自治体の低炭素型都市づくりに対して支
援という形で反映を行っている。具体的には国土交通省（社会資本整備審議会）、
環境省（中央環境審議会）、総務省（自治体主導の地域エネルギーシステム整備
研究会）、東京都（環境審議会、地域冷暖房審査会）、札幌市（都心まちづくり計
画）、川崎市（スマートシティ構想、低炭素都市づくりガイドライン）などの低炭素型
都市づくり、分散型エネルギーネットワーク構築のための官民連携方法、再生可能
エネルギーの都市への導入のための審議会、委員会に委員長や委員として参加
している。これらの政策策定、事業認定に対して、研究を通して得られた知見とし
て、都市計画と連動したエネルギーネットワークの構築方法、市街地における再開
発などの開発機会と連動したエネルギーシステムの導入方法について提案、事業
化することで後方支援を行っている。
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建築構法の知識表現に関する研究

　構法は建築物の構成を則（法）る学問である。
最も古典的な構法体系は伝統木造建築の規矩
術に見られ、属人的技能の組織的継承と文書に
よって維持されてきた。本研究の目的は計算機
による記号処理が可能な建築構法の表現法の
開発で、建築部位の精緻な三次元形状を伴う特
色がある。形状を伴うことで静物としての建築表
現は正確となり、記号処理可能な知識は客観
性・永続性の獲得に成功している。

S
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背景設置型シュリーレン法に関する研究

　背景設置型シュリーレン（BOS）法による流体に
対する定量的密度計測手法に関するものであ
る。研究では主に、BOS法で得られた定量的な
密度情報を用いて流体に対する密度のCT 計測
の実現を図った。その結果、従来は実現できな
かった超音速風洞における飛翔体まわりの３次
元密度計測や、自然対流現象の３次元温度計
測を世界に先駆けて実現することができた。

歴史的建造物の保全に関する研究

　本研究は、歴史的建造物の保全に関し、制
度、技術、人材育成、価値評価基準の形成等に
ついて、古今東西における事例を基本的に現地
調査の上で紹介しつつ、分析・説明したものであ
る。本研究は、歴史的建造物をすでに文化財的
価値の定着したものに限定せず、将来、文化財
となりえる建造物を視野に入れ、日常／専門的
な様々なレベルにおける建造物の保全の手法を
明らかとすることができた。

S
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　(1)(2)(3)で新しい計測手法であるBOS（背景設置型シュリーレン）法を用いて、超
音速風洞における飛翔体周りの密度場の３次元計測を実現した。BOS法では背景
画像にランダムドットパターンが用いられるが、本研究ではカラーグリッドパターン
を用いたCGBOS（Colored-Grid Background Oriented Schlieren）法を独自に開発
し、これまで実現が非常に困難であった大型の風洞実験設備における定量的３次
元密度計測に成功した。背景画像にカラーグリッドパターンを用いることによって、
ランダムドットパターンを用いる場合に必要とされる参照画像を実験前に撮影する
ことなく計測が行える点も拡張性を有しているとして評価された。また、BOS法によ
る密度場に対するCT計測を世界に先駆けて実現している。(3)は2012年度の可視
化情報学会の第23期可視化情報学会学会賞（奨励賞）を受賞した。
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　2011年3月11日の東日本大震災に伴う福島第一原発のメルトダウン事故直後か
ら，当研究グループは，汚染水中の放射性セシウムおよびストロンチウムを捕捉す
る材料の開発に着手した。本論文は，事故後半年後に発表された「放射性セシウ
ム除去用吸着材料」に関する世界最速の発表論文であるにもかかわらず，その吸
着速度・吸着容量ともに世界最高値をたたき出した。そのため福島第一原発の汚
染水処理に正式採用され，すでに大量生産が始まっている．本技術は第27回中
小企業優秀新技術・新製品賞の『優秀賞』を受賞した。アウトリーチ面においても
卓抜しており，TV「朝ズバ」「サイエンスゼロ」に紹介されたほか，複数の全国紙で
記事として取り上げられている。

6001

化工物
性・移動
操作・単
位操作

福島第一原子力発電所内汚染水処理のための
吸着繊維の実用化

　福島第一原発の汚染水処理に要請される「簡
便，確実，しかも安全」という要件を満たす吸着
材の形として繊維を提案した。量産に適した放
射性グラフト（接ぎ木）重合法を適用して，市販の
ナイロン繊維の表面にグラフト高分子鎖を付与
し，そこに沈殿を安定して固定できる。ナイロン
繊維もグラフト高分子鎖も高分子製であるので焼
却減容できることも示した。

SS

　建築構法の学問としての歴史は古いが、本研究のように現代的な技術を多数取
り入れた方法は独自性が高く、論文の被引用数等で測るのは困難である。客観的
な指標としては、新聞雑誌等メディアでの紹介記事や研究で得られた知見を応用
したコンペなどでの受賞歴が多数あり、さらに経済産業省のInnovative
Technologies 2013へ「AR による建築施工支援」が採択された実績もある。また、本
研究の基礎的な技術である、プログラミングによる形状生成手法に関して、複数の
教科書「やさしく学ぶArchiCAD GDLプログラミング」「計算機言語で形を造る」
「GDLプログラミングマニュアル」を執筆している。建築構法の教科書として「3D図
解による建築構法」も著しており、本文中で用いられる詳細なCGのほぼ全てを自
身で制作した。これらにより教育面での活発な活動を確認することができる。

　(1)は歴史的建造物の保全に関わる実証的研究で、共同研究「批判的聖俗二元
論の観点からの近現代教会建築に関する研究」の一部を成すものであり、（2）はそ
の理念に関する研究、(3)の著作は専門家のみならず一般における歴史的建造物
保護の意義を伝えるために上梓した一般書である。(3)の著作は『建築技術』2013
年9月号書評などで取り上げられ、大学、建築関係諸団体、地方自治体、弁護士
会などから反響を得て、熊本、大阪、長野、奈良において招聘講演を行っている。
これらの業績から、2013年に創設された国立近現代建築資料館の主任建築資料
調査官（非常勤職員）に2014年に就任した。また、2015年度は近代建築の保存と
記録を行う国際団体DOCOMOMOの活動に対応する日本建築学会ドコモモ対応
WG主査に就任している。

　千葉大学が日本の大学として初めて参加したソーラーデカスロン・ヨーロッパ
2012では、その成果と経験を建築学会技術報告集(1)として論文化することにより、
国の省エネ住宅の行政関係者に強い関心を抱かせ、2014年1月の日本版ソー
ラーデカスロン「エネマネハウス2014」の開催への引き金を引くなど、日本の住宅
業界において強いイニシアチブを発揮した。当該大会には大学関係者だけでな
く、30を超える企業の協賛を受けて参加しており、千葉大学と業界のパイプを緊密
にした。また、当該大会は机上での提案を競うのではなく、実際に作り、コンセプト
を発表し、完成した住宅の性能を計測により評価されるという実現性が問われる大
会であり、プレゼンテーションだけでなく、各種の交渉・調整を国際的な場で行う機
会として、学生のグローバル教育を実践する実地の場として大きな貢献を果たし
た。
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著者・発表者等 タイトル 発表雑誌・会合等 巻・号 頁 発行・発表年等
掲載論文のDOI

（付与されている場合）

(1)
三谷徹、戸田知
佐、鈴木千穂、APL
総合計画

YKK黒部工場/セ
ンターパーク

(所在地）富山県
黒部市吉田

2011

(2)
大野秀敏・吉田明
弘・三谷徹・戸田知
佐

YKK丸屋根展示館
建築雑誌増刊作
品選集

1616 pp.132-133 2011 なし

(3)

(1)
栗原伸一・石田貴
士・丸山敦史・松岡
延浩

放射能検査情報が
購買行動に与える
影響と風評被害の
要因分析―会場実
験とアンケート調査
を併用した地域格
差の検証―

フードシステム研
究

21 pp.182-187 2014 doi.org/10.5874/jfsr.21.153

(2)

小林達明，木村絵
里，飯塚和弘，山
本理恵，鈴木弘
行，星澤保弘，小
竹守敏彦・関崎益
夫・谷口伸二

福島第一原発事故
後の丘陵地林縁部
法面における放射
性物質移動防止試
験

日本緑化工学会
誌

39 pp.92-97 2013 doi.org/10.7211/jjsrt.39.92

(3)

Takashi Ishida
Atsushi Maruyama
and Shinichi
Kurihara

Consumer reaction
to the Great East
Japan Earthquake:
Focusing on the
shock of
purchasing bottled
water

Journal of Life
Sciences

7 pp.883-891 2013 なし

(1)

Iwasaki M.,
Takahashi H.,
Iwakawa H.,
Nakagawa A.,
Ishikawa T.,
Tanaka H.,
Matsumura Y.,
Pekker I., Eshed
Y., Pradel S. V.,
Ito T., Watanabe
Y., Ueno Y.,
Fukazawa H.,
Kojima S., Machida
Y. and Machida C.

Dual regulation of
ETTIN (ARF3)
gene expression by
AS1-AS2, which
maintains the DNA
methylation level,
is involved in
stabilization of leaf
adaxial-abaxial
partitioning in
Arabidopsis

Development 140(9) pp.1958-1969 2013 10.1242/dev.085365

(2)

Takahashi H.,
Takahashi A.,
Naito S. and
Onouchi H.

BAIUCAS: a novel
BLAST-based
algorithm for the
identification of
upstream open
reading frames with
conserved amino
acid sequences,
and its application
to the Arabidopsis
thaliana genome

Bioinformatics 28(17) pp.2231-2241 2012
10.1093/bioinformatics/bts
303

(3)

Ebina I.,
Takemoto-
Tsutsumi M.,
Watanabe S.,
Koyama H., Endo
Y., Kimata K.,
Igarashi T.,
Murakami K., Kudo
R., Osumi A., Noh
A. L., Takahashi
H., Naito S., and
Onouchi H.

Identification of
novel Arabidopsis
thaliana upstream
open reading
frames that control
expression of the
main coding
sequences in a
peptide sequence-
dependent manner

Nucleic Acids
Res.

43(3) pp.1562-1576 2015 10.1093/nar/gkv018

(1)
Igawa T., Yanagawa
Y., Miyagishima
SY., Mori T.

Analysis of gamete
membrane
dynamics during
double fertilization
of Arabidopsis.

Journal of Plant
Research

126(3) pp.387-394 2013
doi: 10.1007/s10265-012-
0528-0.

(2)

Mori T., Igawa T.,
Tamiya G.,
Miyagishima S.,
Berger F.

Gamete attachment
requires GEX2 for
successful
fertilization in
Arabidopsis.

Current Biology 24(2) pp.170-175 2014
doi:
10.1016/j.cub.2013.11.030
.

(3)

Maruyama D., Völz
R., Takeuchi H.,
Mori T., Igawa T.,
Kurihara D.,
Kawashima T.,
Ueda M., Ito M.,
Umeda M.,
Nishikawa S., Groß
-Hardt R.,
Higashiyama T.

Rapid elimination
of the persistent
synergid through a
cell fusion
mechanism.

Cell 161(4) pp.907-918 2015
doi:
10.1016/j.cell.2015.03.018
.

(1)

Y. Tsunetsugu, J.
Lee, B.J. Park, L.
Tyrväinen, T.
Kagawa and Y.
Miyazaki

Physiological and
psychological
effects of viewing
urban forest
landscapes
assessed by
multiple
measurements

Landscape and
Urban Planning

113 pp. 90-93 2013
DOI:http://dx.doi.org/10.
1016/j.landurbplan.2013.0
1.014

(2)

B.J. Park, K.
Furuya, T.
Kasetani, N.
Takayama, T.
Kagawa and Y.
Miyazaki

Relationship
between
psychological
responses and
physical
environments in
forest settings

Landscape and
Urban Planning

102 pp. 24-32 2011
DOI:10.1016/j.landurbplan
.2011.03.005

(3)

J. Lee, B.J. Park,
Y. Tsunetsugu, T.
Ohira, T. Kagawa
and Y. Miyazaki

Effect of forest
bathing on
physiological and
psychological
responses in young
Japanese male
subjects

Public Health 125 pp. 93-100 2011
DOI:10.1016/j.puhe.2010.
09.005

デザイン
学

YKK黒部工場/センターパークおよび周辺整備
（基本設計・実施設計・監理）

　本計画設計作品では、YKK（株）が黒部地域の
象徴たる風景を提供できるよう、旧工場建屋の再
利用と工場建屋跡地のランドスケープ整備を目
指した。象徴的なアースワークの芝生広場と、地
域と育成する森の創出エリアを設け、平坦な土地
に明確な風景の骨格をつくり出すとともに、産業
遺構の風景化に取り組んだプロジェクトである。

S

　当プロジェクトは、「2011年度土木学会デザイン賞奨励賞」（共同筆頭受賞）の他、「平成23年度日本
建築学会作品選集」（共同発表）の作品に選出される、「2011年公益法人ロングライフビル推進協会第
20回BELCA賞ベストリフォーム賞」(共同受賞）を受賞するなど、多方面からの評価をもらったランドス
ケープ計画設計作品である。企業体（YKK株式会社）の森づくりを通して地域に根ざした風土づくりに
貢献するプロセスが計画されていること、森づくりのプログラムと企業体の産業育成の歴史を組み合わ
せた産業観光拠点を県とともに目指しているなど、ランドスケープデザインの社会的位置づけを深めて
いる点が、デザイン性の高さとともに評価されている。また、当プロジェクトは、2013年度ペンシルバニア
州立大学での作品発表レクチュア、2014年度のハーバード大学デザイン大学院でのセミナーにおいて
も口頭発表された。

4 6801
植物分
子・生理

科学

被子植物重複受精メカニズムの解明研究

　重複受精時の細胞間相互作用の仕組みはほと
んど分かっていない。そこで受精に関わる細胞を
特異的に可視化した植物を作出し、受精時の細
胞動態を「生きた」状態で観察できるマーカー植
物を確立した。この手法により、重複受精では雌
雄配偶子膜の融合が起こることを証明した。さら
に、雌雄配偶子膜の接着プロセスの存在とメカニ
ズムの解明、受精成立後の細胞融合現象の発見
にも貢献した。

　(1)は日本植物学会より2014年度JPR (IF=1.823)論文賞を受賞した。重複受精時の配偶子の膜融合
の動態を生きた細胞で初めて解析した成果が高く評価された。被引用回数は計9回（Web of Science）。
本成果はPlant Signaling & Behavior誌のEditor依頼を受けarticle addendumとして掲載された。また (1)
での手法を基に(2)では受精時の配偶子接着因子の発見に貢献し、Curr Biol（IF=9.571）に掲載され、
同号のDispatch section（pp. R164-6）に取り上げられた（被引用回数14）。(3)は受精後の助細胞と中央
細胞の融合現象の発見により多精受精を防ぐ仕組みの解明に貢献し、Cell (IF=32.242)に掲載され、同
誌のPreview section（pp.708-9）に取り上げられた（被引用回数7）。

SS

2 2202
自然災害
科学・防

災学

巨大災害からの復興期における食品の安全・安
心保障に必要な情報の抽出と評価

　本研究では福島県川俣町における原発事故に
よる風評被害を例に，巨大災害からの復興期に
おける食品の安全・安心保証に必要な情報の検
討を行った。流通過程情報だけでなく生産者情
報も提供する「生産者参加型のトレーサビリティシ
ステム」を構築し，川俣町の復興事業に提案を
行った。

S

　本研究の成果である「生産者参加型のトレーサビリティシステム」は，食品トレーサビリティシステム標
準化推進協議会の招きで，2012年5月に開催された第17回 国際食品素材／添加物展・会議に展示さ
れ，高い評価を得た。
　また，本研究の成果を，2012年7月，2013年2月，2014年3月，2015年3月に福島県川俣町公民館に
おいて，避難指示解除準備区域および居住制限区域に指定されている同町山木屋地区農振会と協力
してワークショップを開き，意見交換をするとともに，除染や農業復興について政策提言を行った。特
に，復興に向けて空間線量の分布，放射能の分布と微地形・植生・土地利用等との関係についての継
続調査，本研究の成果である「生産者参加型のトレーサビリティシステム」によって得られた知見は，川
俣町地域防災計画書第5編　原子力災害対策編の策定に貢献した。

法人番号 国立大学法人千葉大学 学部・研究科等番号 学部・研究科等名 園芸学部・園芸学研究科

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学部・研究科の主たる研究対象・目的である食の健全さ、環境（緑）・自然の健全さ、人の心の健全さの推進に寄与する研究業績の中から選定した。具体的な基準としては、当該研究分野において国際的に評価されている学術誌に掲載された業績、学会賞を受賞するなど当該分野への貢献が大きい業績、
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1 1651

5

3 6501
ゲノム生

物学

実用的なバイオインフォマティクス方法論の開
発・応用と実験的検証

　ヒトゲノムプロジェクト以降、肥大し続ける生命
科学ビッグデータ解析のために、様々なバイオイ
ンフォマティクスの方法論が開発されてきたが、
実際の生命現象解明に使われている手法は多く
ない。本研究では、実用的な方法論の開発・応
用と実験的な検証を行い、生命現象の一端を解
明した。

S

　(1)は、バイオインフォマティクスの新手法(Takahashi et al. JBB, 2008)の遺伝子発現情報への応用と
実証実験により、葉形成機構を解明した論文である。発生生物学で伝統あるDevelopment(IF=6.741)に
掲載され、当該号のIN THIS ISSUEに選ばれた。
　(2)は、生命科学ビッグデータの横断解析に基づきゲノムジャンク領域から機能分子の同定手法開発
とその応用により新分子を推定した論文で、バイオインフォマティクスのトップジャーナルである
Bioinformatics (IF=8.136)に掲載された。
　(3)で、北海道大学との共同研究により実験的に証明した(Nucleic Acids Res, IF=8.867)。(1)(2)ともに
当該分野の引用件数で上位10位に入っている。(2)の発展させた提案で新学術領域「非コードDNA」に
公募班として採択された。

6902
応用人類

学

森林セラピーの生理的リラックス効果

　本研究は、森林セラピーの持つ生理的リラック
ス効果を各種の生理指標を用いて明らかにした
ものである。従来の質問紙を用いた主観評価で
はなく、脳活動（近赤外分光法）、自律神経活動
（心拍変動性、心拍数、血圧等）、内分泌活動（コ
ルチゾール濃度等）の同時計測により、野外・室
内実験の両面から、その生理的リラックス効果を
解明した。
　新規性、研究実績ともに世界で最も高いレベル
にある。

SS

　(1)は森林セラピーの生理的リラックス効果を野外実験から解明したTop1%引用論文（IF3.04誌）であ
り、(2)(3)ともに森林セラピー効果を調べたTop10%引用論文（それぞれIF3.04、1.43）である。本論文を
含めた査読論文は63　報を数える。関連図書も英語分担7報、和文分担8報、韓国語編著1冊刊行され
ている。また、Harvard School of Public Health、中国国家林業局等を含めた9回の国際招待講演なら
びに4回の国際会議招待講演を行った。さらにThe New York Times、ブラジル0 Globo等の海外8紙、
国内67紙で報道された。テレビではアルジャジーラ、韓国KBS等海外４局にて特集が組まれた他，国内
でもテレビ15回、ラジオ11回の報道がなされた。加えて、協会誌・商業誌に59回掲載された。このように
国内外から大きな関心がもたれている。
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幸書房 pp.1-159 2015 なし

(3)

7 7003 園芸科学

高度施設園芸における光質制御と品質との関係
性に関する研究

　太陽光利用型植物工場およびガラスハウスで
の栽培を想定した研究成果である。これまで果樹
では不明であった光質の相違が植物ホルモン代
謝とアントシアニン合成関連遺伝子に及ぼす影
響を解明した。またトマト一段密植栽培において
最も効果的な補光方法は肥大期の群落内補光
であることを実証した。

S

　(1)はインパクトファクター(IF)2.77のJournal of Plant Physiologyに、(3)はIF：3.38のPlantaに掲載され
た。本業績に関連して、タイ国で2014年11月に開催された国際学会 International Conference on
Agricultural and Agro-Industryで招待講演を行った。このほか、オーストラリアのブリスベンで2014年8
月に行われた国際園芸学会で、植物工場でのブドウのアントシアニン合成について講演を行った。本
研究の成果は、2015年3月に文永堂から出版された「果樹園芸学」に掲載された。(2)は栽培実務に直
結する研究として評価され、筆者らによる企業との共同研究や農水省の研究プロジェクト採用につな
がった。

8 7003 園芸科学

植物への乾燥ストレス耐性付与技術の開発

　植物の環境ストレス耐性に関する植物ホルモ
ン・アブシシン酸（ABA)の代謝制御による植物へ
の乾燥耐性付与について検討した。ABA合成経
路でABAの分解に関与するABA水酸化酵素の
活性を特異的に阻害する化合物・アブシナゾー
ル(ABZ)を開発した。本剤は植物の成長に影響
を及ぼすことなく気孔閉鎖を促すことを確認し
た。さらにリンゴ実生を供試して、乾燥耐性に及
ぼす影響を確認した。

S
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　インパクトファクターはJ. Plant Physiolが2.77、Bio & Medi Chemが3.21である。本研究の成果は、
2012年2月7日に日本農業新聞、2013年2月27日に化学工業日報に掲載された。本研究は2012年には
JSTのA-Step探索型に採択され、2013年にはA-Step顕在化型に採択された。本研究に関しては、2014
年8月にアメリカのフロリダ州オーランドで開催された、国際園芸学会のシンポジウムであるPlant
Bioregulators in Fruit Productionで発表された。本研究の最初の報告 、BioScience Biotechnology &
Biochemistry, 67:2408-2415, 2003は日本農芸化学学会論文賞を授与されている。本研究は2012年に
千葉大学産学連携推進ステーションから特許申請された。

10 7105 食品科学

難消化性食物成分の脂質代謝および炎症抑制
における作用機序に関する研究

　難消化性食物成分の抗肥満作用、脂質代謝改
善、抗炎症作用についてニュートリゲノミクスの手
法を用い、各組織におけるエネルギー代謝の視
点から明らかにしたものである。肝臓から筋肉組
織への脂肪酸の取り込みと燃焼が促進され、これ
が抗肥満，脂質代謝改善作用に繋がるという、難
消化性食物成分の新しい機能を解明した。最新
の分子生物学的手法により難消化性食物成分の
複雑な生理作用とその機序を解明することができ
た。

S

　業績(1)(2)は2014年度の日本食物繊維学会の学会賞を受賞した対象論文の一部である（(1)（IF=3.30
）、(2)（IF=2.417)）。高脂肪食摂取時の難消化性多糖類サイリウムの摂取は、大腿筋において肝臓から
の脂肪酸の取り込みを促進させ、さらに大腿筋において脂肪の酸化（燃焼）が促進されること、および抗
炎症作用により、抗肥満作用を示すというメカニズムを解明した。最新の分子生物学的手法により、筋
肉におけるエネルギー代謝の促進が抗肥満，糖・脂質代謝改善作用に繋がることを証明し、難消化性
食物成分の複雑な生理作用を解明したことが高く評価された。社会への波及効果も高く日経新聞電子
版（2013年および 15年3月22日）や日経ヘルス誌にも掲載された。特許も出願済みである（筋肉組織に
おける脂質代謝促進剤，特開2011-246414，発明者：江頭祐嘉合（千葉大学）、外川直之（三菱レイヨ
ン））。

9

　(1)は植物科学誌でトップクラスの雑誌（2013 Impact Factor 6.815）に掲載され、(2)もそれに続くクラス
の雑誌（同 5.794）に掲載され、引用頻度にて同分野Top10％（Web of Science:2015年）入りしている。
また、これら論文に関連した内容を国際会議でも発表しており、2011年のFloral Biology and S-
incompatibility in Fruit Species（San Michele all'Adige, Italy）と、2012年のPlant and Animal Genome
XX（San Diego, USA）で招待講演を行った。前者の内容は2012年のActaHorticulturae誌967: 89-94に
掲載された。(3)は執筆依頼を受けた総説であり、Google Scholarによれば66回引用されている。

7102

　(1)は本研究の中核をなす論文で、米国化学会が発行するIF 5.48の雑誌に掲載された。本論文の内
容は2012年12月にプレスリリースされ、本業績に関連して国際会議Goldschmidt 2011で招待講演を
行った。本業績は日本原子力研究開発機構、学習院大との共同研究の成果であり、環境科学と微生
物学の両分野へインパクトを与えた。2015年11月現在で17回の引用実績がある。
　(2)は微生物のヨウ素酸化酵素に関する論文で、米国微生物学会が発行するIF 3.95の雑誌に掲載さ
れた。また本業績東京農業大学、東京工業大学、学習院大学との共同研究の成果である。2015年11
月現在で19回の引用実績がある。
　(3)は(1)(2)の内容を中心に最近の研究動向をまとめた総説であり、日本農芸化学会が発行する和文
誌に掲載された。また本誌の表紙にヨウ素酸化微生物の写真が掲載された。

応用微生
物学

ヨウ素の酸化反応を触媒する微生物に関する研
究

　本研究は、放射性ヨウ素（I-129, I-131）の環境
動態に影響を与える微生物とその酵素について
解明を試みている。土壌微生物の酵素ラッカー
ゼが触媒するヨウ素酸化反応により有機態ヨウ素
が生成し、土壌に固定化することを証明した。土
壌微生物は原発事故等により環境に放出された
放射性ヨウ素の地下水や農作物への移行を遅ら
せることがわかった。

S

バラ科植物の自家不和合性分子機構に関する
研究

　本研究は「自己」花粉を雌ずいが認識・拒絶す
る仕組みである「自家不和合性」について、バラ
科果樹であるナシ・リンゴを対照にその分子機構
を解析したものである。花粉側因子は複数のF-
box遺伝子群であり、それらが協調的に「非自己」
の雌ずい側因子を認識することが示唆された。こ
れは同じバラ科のサクラ属の自家不和合性が単
一の花粉側因子による「自己」認識システムであ
ることと対照的であり、非常に興味深い。

SS6 7001
遺伝育種

科学

経営・経
済農学

食品安全問題の経済評価と政策対応に関する
研究

　本研究は、食品安全問題が重要な政策課題と
なった当初からの先駆的な研究蓄積と政策提言
を取りまとめた。農産物流通経済学の分析視点
をもって、消費者の消費選択行動を解明する計
量経済学的な研究とともに、農産物情報管理シ
ステムとトレーサビリティ導入、GAP標準化の必要
性を明らかにする極めて実践的な経済分析を行
い、制度設計と普及活動のための理論的基礎を
提供した。

S S

【学術的意義】
　(1)(2)の基となった食品安全性をめぐる経済学的研究に対し，「流通効率化、トレーサビリティ、GAP
（Good Agricultural Practice）標準化の研究」として優れた功績をあげたとして，2014年度の農業情報
学会学術賞が授与された。農業情報学分野での一連の研究にもとづき、食品流通と関連施策の設計
においてますます重要性の高まった食品安全問題に対処するための実践的な課題の提起と改善策を
取りまとめた点が評価された。具体的には，市場を情報化することにより流通効率化が期待できること等
を明らかにしてきた点，また日本においてBSE感染牛が発見されて以来、トレーサビリティの導入の必要
性について研究するとともに多くの委員会で普及活動を行ってきた点，さらにGAP普及にも努めるととも
にその標準化の必要性について研究を行ってきたパイオニア研究である点が評価されている。
 
【社会・経済・文化的意義】
　(1)(2)の共著者には，日本の食品安全性分野における専門家（行政経験者，消費者団体リーダー，食
品衛生技術専門家，科学ジャーナリスト等）が名を連ねている。いずれも編者：松田氏が主催・運営した
公開講座「食品安全ビジネス論」の講師である。この講座は園芸学部の専門科目であると同時に市民
に広く公開された科目として10年以上継続されている。この公開講座の成果が刊行されたことは社会的
意義がある。また松田氏は，(1)(2)で展開した専門的知識をもとに農水省や関係団体の食品流通・食品
安全関係の委員会でも委員長，専門委員として活躍し，研究成果をフィールドに生かした実践面での
貢献も賞賛されている。
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植物工場を用いた高付加価値植物生産の研究

　本研究は、施設園芸の応用である植物工場は
植物環境工学の視点から生育制御を行うことで、
多様な産業分野の植物生産に適する植物生産
システムとして有効であることを実証した。この実
証に基づき、現在農作物のさらなる展開で求めら
れている高付加価値化の手法の普及、国産が求
められる生薬原料用薬用植物の効率的生産手
法の提示、遺伝子組換え植物工場による経口ワ
クチンや生活習慣病予防薬となる医薬品原材料
の生産を可能とした。

S S

【学術的意義】
　(1)は、国際園芸学会で招待講演を行った際の筆者らの研究をまとめたレビューで、ヒト・家畜の経口
ワクチンおよびヒトの生活習慣病予防薬となる医薬品原材料になる有用タンパク質を組み込んだ遺伝
子組換え植物を植物工場で効率的に生産する手法に関する論文、(2)は、国際園芸学会で招待講演を
行った際の筆者らの研究をまとめたレビューで、生活習慣病予防となる機能性成分を含有する野菜や
薬用植物を植物工場で育成して環境ストレス処理を施すと有用物質の高濃度化を実現できることを示
す内容の論文であり、いずれも2012年度日本生物環境工学会学術賞の対象となった。(3)は、根に薬
用成分を蓄積する薬用植物を植物工場で水耕法で育成して環境処理により薬用成分の高濃度化を実
現できるという内容の論文で、一連の成果により、2011年度に第9回産学官連携功労者表彰（厚生労働
大臣賞）を受賞した。

【社会、経済、文化的意義】
　植物工場で高機能性野菜、薬用植物、遺伝子組換え植物を効率的に生産できることを示した一連の
研究は、植物は農業だけではなく食品産業、化粧品・生薬・医薬品産業に広がることを示した。従来の
農業生産は、露地および園芸施設を用い自然条件の下で生産することを基本とし、出口は農作物であ
る。本研究は、外界と遮断した空間内で植物に最適な環境を与え､環境ストレス処理によりターゲットと
する物質（二次代謝物やタンパク質・ペプチト）を効率的に発現・蓄積できることを示した。この成果は、
農林水産系の研究機関だけでなく経済産業省系など他省庁の研究機関、民間企業からも注目され、
多数の産学官共同研究に発展している。植物を用いる新産業の創出という観点からも注目され、数多く
の団体主催のセミナーで招待講演および出版を行っており、植物生産業の活性化と普及に大きく貢献
している。

12 7402
社会・

開発農学

農業経営の多角化と農村資源マネジメントに関
する研究

　新たな農家の活動として世界的に関心が高
まっている農村ツーリズム等の安定的発展のため
の政策的支援の基盤の構築が求められている。
そこで、本研究では、我が国および20年以上のイ
タリアとの共同研究活動の結果、世界で始めて農
村ツーリズムの段階的発展過程を段階的農村プ
ロダクト・イノベーション仮説として普遍性の高いミ
クロ経済学により理論化し、その活動振興のプロ
セスを解明した。

S S

【学術的意義】
　これらの一連の業績により、平成26年度農業技術功労者表彰（農林水産技術会議会長賞）を受賞し
た。海外においては、第一人者としてその研究成果は国内のみならず、成果の独創性と普遍性が国際
的に極めて高い評価を受けている。具体的には、国際学会や大学セミナーの招待講演者として英国、
米国、イタリア、フランス、スペイン、クロアチア、トルコ、ブラジル、タイにおいてその成果の普及を行うと
ともに、国際会議の組織委員6回、国際会議のシンポジウム座長3回、国際会議主催１回、および観光
経済学の機関誌Tourism Economicsのゲストエデイターを努めた（2015）ほか、Tourism Economic を始
め計5つの国際ジャーナルの編集委員に就任している。国内では、名古屋大学、東京農工大学，筑波
大学で非常勤講師として、その成果を大学院および学部レベルの教育活動に適用した。なお各業績の
IFは(1)=3.702､(2)=0.745、(3)=3.895である。

【社会・経済・文化的意義】
　本研究成果は、グリーンツーリズムの担い手育成を図る千葉県の助成事業として実施されてきた千葉
県グリーンツーリズム担い手養成講座で過去10年間にわたり、活用されており、またその塾長として農
村ツーリズムなどの都市農村交流による農村経済多角化活動における人材育成に中心的な役割を果
たしてきた。加えて、農林水産省の都市農村交流事業の評価委員長として、本研究成果を生かして我
が国の農村ツーリズム研究および農業経営多角化と農村資源マネジメント研究の第一人者としてその
発展に極めて重要な貢献を果たしている。

　論文1（IF=33.611）は、発表後2年で計29回引用されており（Top1%論文）、植物細胞内で形成される
体内時計情報を光合成器官である葉緑体に伝達するメカニズムを明らかにした点でインパクトが高く、
従来の概念を覆す発見と評価されている。本研究は、英国との国際共同研究でもあり、「Daiwa Adrian
Prizes 2013」を共同受賞している。さらに、ゴードン国際会議にて「Plastid sigma factors and nucleus-
chloroplast communication」の演題で招待講演を行い、国内でも計4回の招待講演を行った。その他、
国際誌『Photosynthesis Research（IF=3.502）』に総説論文2（被引用回数7：Top1%論文）を『バイオサイ
エンスとインダストリー』誌にも解説論文3を寄稿し、基礎研究・産業分野の両面から高く評価されてい
る。

14 7703
応用分子
細胞生物

学

光合成機能調節の研究

　本研究は、葉緑体の主要機能である光合成の
調節機構に関し、これまで不明であった核の時
間情報が葉緑体に伝わる仕組みについて、遺伝
学的手法により解析したものである。
　この研究は、葉緑体に輸送される転写因子
SIG5が時間情報の伝達に深く関係することを明
らかにしたという点で画期的であり、光合成機能
調節の一端が解明され、食料生産力の向上な
ど、農業分野での応用の可能性も示すことができ
た。

SS

13 7502
農業環
境・情報

工学

http://doi.org/10.2525/ecb.51.149
http://doi.org/10.2525/ecb.51.149
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（付与されている場合）

(1)

倉阪秀史編／大石
亜希子・岡部明子・
倉阪秀史・広井良
典・宮脇勝著

人口減少・環境制
約下で持続するコ
ミュニティづくり

千葉日報社 全123ページ 2012

(2)
永続地帯研究会編
／馬上丈司、倉阪
秀史、松原弘直著

地図で読む日本の
再生可能エネル
ギー

旬報社 全144ページ 2013

(3)
倉阪秀史, 佐藤
峻, 宮崎文彦

地域ストックマネジ
メントに関する研究
プロジェクト
OPoSSuMの概要

公共研究
Vol.11
no.1

pp.341-362 2015

(1) 岩城　高広

“The Village System
and Burmese Society:
Problems Involved in
the
> Enforcement
Process of the Upper
Burma Village
Regulation of 1887,”

Journal of Burma
Studies

第19巻
第1号

pp.113-143 2015

(2) 福田 友子
トランスナショナル
なパキスタン人移
民の社会的世界

福村出版 全337ページ 2012

(3) 吉田　睦 ターズ・ネネツ人

E.T.プシカリョヴァ編
『ネネツ文化研究論
集』サンクトペテルブ
ルグ：
Istoricheskaya
Illustratsiya社

pp.113-151 2014

(1)
中川　裕・小林　美紀
他

『アイヌ語口承文芸
コーパス―音声・グロ
スつき―』

国立国語研究所 2016

(2)
中川 裕
（監修）

『アイヌ語の保存・継
承に必要なアーカイ
ブ化に関する調査研
究事業　第2年次（北
海道沙流郡平取町）』

千葉大学 全2388ページ 2015

(3) 金田 章宏

The Hachijo
Dialect-
Comparison with
Eastern Old
Japanese

International
Workshop on
Corpus Linguistics
and Endangered
Dialects, National
Institute for
Japanese Language
and Linguistics,
Tokyo

招待発表 2012

(1)
田口 善久
（共編）

明解言語学辞典 三省堂 全258ページ 2015

(2)
石井　正人
（共編著）

クラウン独和辞典
第 三省堂 全1936ページ 2013

(3)

(1)
秋葉　淳・橋本伸
也編

近代・イスラームの
教育社会史―オス
マン帝国からの展
望

昭和堂 全296ページ 2014

(2) 石田　憲

ファシストの戦争―
―世界史的文脈で
読むエチオピア戦
争

千倉書房 全270ページ 2011

(3)
趙　景達　など7人
編

岩波講座東アジア
近現代通史

岩波書店 全11巻
1巻あたり400
ページ弱

2010～2011

2701
地域研

究

多様な学問領域からする国際的地域研究

　本研究科における地域研究は、さまざまな学問
領域で開発された方法に立脚しながら、それぞ
れの地域の特性を照射することを目的としてき
た。その成果は現地の研究者の研究と並び立つ
水準で、国際的な評価に耐えうる成果を生み出
してきている。

　（１）は、言語学の最先端の情報を集約した辞典。田口氏は特に歴史言語学、社会言語学、
一般言語学の分野を担当しており、学術的に高度なレベルの内容を、平明に記述した辞書と
いうことで、高く評価されている。
　（２）は、現代ドイツ語学の成果を集約した辞書。石井氏は多くの項目執筆の他、歴史言語
学・ドイツ語史の立場から全体のチェックを担当している。高い学問的内容を詳細に解説した
重厚な辞書として定評がある。

S S

S

多文化共生をめざす言語学

　日本語の方言を含む、日本列島周辺の少数言
語・消滅危機言語のうち、これまで科学的な記述
が十分に行われていないものを重点的に調査・
分析し、言語理論一般に貢献するとともに、その
成果を当該言語のコミュニティに還元することに
よって、それらの言語の維持・復興およびその地
域におけるマジョリティとの安定した共生の確立・
発展に貢献することを目的とする。

5 3301
史学一

般

包括的・多角的な歴史研究

　本研究科の歴史学分野は、歴史の多様な対象
をさまざまな視点から考察するところに特徴があ
り、伝統的な日本史、東洋史、西洋史という分類
や、政治史、経済史、思想史などという接近方法
を超えて、総合的な歴史像を作ることを心がけて
いる。

3 3201 言語学

32054

S

SS

外国語
教育

高度な言語学研究を現代の社会的ニーズに活
かす外国語教育

　歴史言語学や社会言語学などの高度な研究
成果を、外国語教育を代表とする言語教育・教
育実践にに積極的に応用し、研究と教育、大学
と社会の課題のためのソリューションを提供す
る、学際性と実践性とを旺盛に展開し、成果を生
み出している。

2

S

　（１）は近代的学校制度の影響を多角的な視野から論じ、『イスラム世界』84号で
優れた成果と書評され、（２）は『九大法学』第105・106合併号（2013年）でエチオピ
ア戦争の世界史的意義を明確にした好著とされ、（３）は、日本を中心にしつつ広く
海外の著者も含めた当該分野初の講座として、日本経済新聞や毎日新聞などで
その試みが高く評価された。

SS

　(1)は2015年度成果物刊行助成経費を受け、国立国語研究所共同研究プロジェ
クト「日本列島と周辺諸言語の類型論的・比較歴史的研究」（ジョン・ホイットマン,ア
ンナ・ブガエワ）と「日本の消滅危機言語・方言の記録と伝承」（木部暢子）の研究
成果の一部として作成したデジタル版コーパス。中川氏は文字化と和訳を担当し，
消失の危機に直面した文化財の保存だけでなく、活用化のために重要な役割を
果たしている。
　(2)は文化庁からの受託研究によって、北海道平取町立二風谷アイヌ文化博物
館との共同研究で行ったものであり、同博物館所蔵の未公開アイヌ語音声資料を
聞き起こし、内容を分析したものである。聞き取り作業には現地のアイヌ人複数名
を起用し、作業を通じてアイヌ語の維持活動に資することを大きな特徴とする。成
果物は冊子体のの他に、音声資料とともにアイヌ文化博物館ＨＰ上で一般に公開
されている。文化庁が2015年から始めたアイヌ語資料デジタル化事業のモデル事
業として位置付けられている。
　(3)は、UNESCOで日本の８つの危機言語に指定された八丈方言に関する報告
で、日本語史における八丈方言の際立った特徴と重要性を論じたものである。
2014年には八丈島八丈町主催（文化庁、国立国語研究所共催、アイヌ文化振興・
研究推進機構ほか後援）の「日本の危機言語・方言サミットIN八丈島」が開かれ
て、国際的な注目を集めているが、金田氏はUNESCOの危機言語指定以前から、
こうした八丈方言関連の事業等で中心的な役割を果たしている。

SS

　本研究は、学術的には、経済活動を支えるセッティングとしての社会的共通資本
に着目する考え方を受け継ぐものである。人口の減少局面に入った社会におい
て、経済フローの拡大から、各種資本ストックの持続という視点に、経済運営を切り
替えていくことの重要性を訴え、そのためにストックのケア・メンテナンスに着目した
経済運営を基礎自治体から立ち上げていくべきという主張は、学術的にも新しい
領域を構成する。

　（１）は、千葉大学内の領域横断研究プロジェクトの成果物であり、フローの拡大
を担う「成長部門」に対峙するものとして、ストックのメンテナンスを担う「持続部門」
の重要性と、基礎自治体での政策の必要性を述べたものである。（２）は、全市町
村の再生可能エネルギー供給量と、その地域の民生・農林水産業エネルギー需
要量を試算する「永続地帯研究」からわかったものをとりまとめたものである。永続
地帯研究は、各種メディアにおいても広くとりあげられ社会的な影響が大きい。（3）
は、（１）・（２）を受けて、2014年11月から始められたJST/RISTEXの地域ストックマ
ネジメントに関する研究プロジェクトの概要をまとめたものである。このプロジェクト
の一環として実施された「未来ワークショップ」も多くの新聞において報道された。

S

　（１）はイリノイ大学ビルマ研究センターにより1996年から刊行されている、査読制
のビルマ（ミャンマー）研究の英文専門誌に掲載され、（２）の著書は2013年に地域
社会学会の奨励賞をとった。（３）はロシアのシベリア北方少数先住民族専門家10
人によるロシア語の共著である。

1 1603

環境政
策・環境
社会シス

テム

業
績
番
号

学
術
的
意
義

細目名
細目
番号

人口減少・環境制約化で持続する地域形成に
関する研究

　本研究は、人口が減少する中で、温暖化をは
じめとする環境制約が顕在化する社会におい
て、地域レベルでの持続可能性を確保するため
の方策を研究するものである。再生可能エネル
ギーをはじめとする地域環境資源の活用と、人
的資本・人工資本・自然資本・社会関係資本と
いう資本ストックの持続可能性を図るための政策
形成に力点を置いた研究が進められている。

S

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

代表的な研究成果
【最大３つまで】

法人番号 国立大学法人千葉大学

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

学部・研究科等番号 学部・研究科等名 人文社会科学研究科

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業績
番号

共
同
利
用
等

　本研究科は、世界水準の研究成果を国際的に流通可能な形態で発信する、日本国内の共同研究を発展させ、多様な研究機関との研究上の協働を強化する、地域の自治体・研究機関・企業・NGO・個人などと、様々なレベルで研究交流を強める、という目的を有しており、学術研究の世界において
高い評価を得る研究成果をあげることが最も重要であると考えている。同時に、人文・社会科学のもつ特性から、広く社会的、文化的に意義を有する研究が重要である点を強く考慮している。これらの点から、以下では、それらを踏まえ、学術的意義と社会的文化的意義の両面からとくに重要と判断した
研究業績を、環境政策・環境社会システム、地域研究、言語学、外国語教育、史学一般の4つの研究テーマ（分野）に即して選定した。

２．選定した研究業績

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
a)  b) c) d) e) f) g) 
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(1)

Abdelhameed
Ibrahim,
Shoji Tominaga,
Takahiko Horiuchi

Spectral imaging
method for material
classification and
inspection of printed
circuit boards

Optical
Engineering

49, 5
pp.057201(1)-
057201(10)

2010 10.1117/1.3430606

(2)
Shoji Tominaga,
Takahiko Horiuchi

Spectral imaging by
synchronizing
capture and
illumination

Journal of the
Optical Society of
America A

29, 9 pp.1764-1775 2012 10.1364/JOSAA.29.001764

(3)
Midori Tanaka,
Takahiko Horiuchi

Investigating
perceptual qualities
of static surface
appearance using real
materials and
displayed images

Vision Research 15, D pp.246-258 2015 10.1016/j.visres.2014.11.016

(1) 一川誠
錯覚学─知覚の謎
を解く

集英社新書 224 2012

(2)
Makoto Ichikawa,
Yuko Masakura

Effects of
consciousness and
consistency in
manual control of
visual stimulus on
reduction of the
flash-lag effect for
luminance change.

Frontiers in
Psychology

4(120) 1-10 2013 10.3389/fpsyg.2013.00120

(3)
Makoto Ichikawa,
Yuko Masakura

Basis for motion
capture in terms of
illusory motion
signal obtained
from oblique lines.

Perception 43(8) 767-782 2014 10.1068/p7710

(1)

S. Schmaus, A.
Bagrets, Y. Nahas,
T.K. Yamada, A.
Bork, F. Evers,
and W. Wulfhekel,

Giant
magnetoresistance
through a single
molecule,

Nature
Nanotechnology

6 p.185 2011 doi:10.1038/nnano.2011.11

(2)

T. Miyamachi, M.
Gruber, V.
Davesne, M.
Bowen, S. Boukari,
F. Scheurer, G.
Rogez, T.K.
Yamada, P.
Phresser, E.
Beaurepaire, and
W. Wulfhekel,

Robust spin
crossover and
memristance across
a single molecule,

Nature
Communications

3 p.938 2012 doi:10.1038/ncomms1940

(3)
T. K. Yamada and
A. L. Vazquez de
Parga

Room temperature
spin-polarizations
of Mn-based
antiferromagnetic
nanoelectrodes

Appl. Phys. Lett. 105 p.183109 2014
 
http://dx.doi.org/10.1063/1.4901
047

(1)
R. Tagawa, H.
Masu, T. Itoh, K.
Hoshino

Solution-cast self-
assembled films of
perchloratedoped
oligo(3-
methoxythiophene)
showing a gold-like
luster

RSC Advances 4 24053-24058 2014

(2)

T. Tokuda, K.
Murashiro, M.
Kubo, H. Masu, M.
Imanari, H. Seki,
N. Aoki, Y. Ochiai,
H. Kanoh, K.
Hoshino

Preparation and
characterization of
conducting mixed-
valence 9,9'-
dimethyl-3,3'-
bicarbazyl
rectangular
nanowires

Langmuir 28 16430-16435 2012

(3)

Y. Asano, T.
Komatsu, K.
Murashiro, K.
Hoshino

Capacitance
studies of cobalt
compound
nanowires prepared
via
electrodeposition

Journal of Power
Sources

196 5215-5222 2011

(1)

Fabio Bussolotti,
Satoshi Kera,
Kazuhiro Kudo,
Antoine Kahn,
Nobuo Ueno

Gap states in
Pentacene Thin
Film Induced by
Inert Gas Exposure

Physical Review
Letters

110 pp.267602-1-5 2013
http://dx.doi.org/10.1103/PhysRe
vLett.110.267602

(2)

G. Heimel, S.
Duhm, I. Salzmann,
A. Gerlach, A.
Strozecka, J.
Niederhausen, C. B
ürker, T. Hosokai,
I. Fernandez-
Torrente, G.
Schulze, S.
Winkler, A. Wilke,
R. Schlesinger, J.
Frisch, B. Bröker,
A. Vollmer, B.
Detlefs, J. Pflaum,
S. Kera, K. J.
Franke, N. Ueno,
J. I. Pascual, F.
Schreiber, and N.
Koch

Charged and
metallic molecular
monolayers
through surface-
induced aromatic
stabilization

Nature Chemistry 5 pp.187–194 2013
http://dx.doi.org/10.1038/nchem.
1572

(3)

Shin-ichi Machida,
Yasuo Nakayama,
Steffen Duhm,
Qian Xin, Akihiro
Funakoshi, Naoki
Ogawa, Satoshi
Kera, Nobuo Ueno,
and Hisao Ishii,

Highest-
Occupied-
Molecular-Orbital
Band Dispersion of
Rubrene Single
Crystals as
Observed by
Angle-Resolved
Ultraviolet
Photoelectron
Spectroscopy

Physical Review
Letters

104 pp.156401-1-4 2010
http://dx.doi.org/10.1103/PhysRe
vLett.104.156401

2 4104
実験心
理学

知覚表象形成および運動制御における知覚情
報処理の適応的方略の解明

　人間にはさまざまな知覚的錯覚や認知的錯誤
現象があるが、それらは環境への適応のために
進化の過程で獲得された知覚や認知の特性を
反映している。行動科学的手法によって人間が
知覚体験の形成や動作制御のために行う知覚
情報処理過程や、人間と他の生物種の知覚認
知特性を解明し、それらが適応において採って
きた戦略を体系的に理解することを目指す。

SS

　(1) は、一般読者を対象に、著者らの発見した最新の視知覚における錯覚の成
立基盤とその特性に関する総合的な視点を提供し、現代における適応の科学とし
ての「錯覚学」を提唱した。雑誌に３件、新聞に１件の書評が掲載され、社会的にも
強い関心を引いた。
　(2)は、刺激変動を観察者自身の自発的身体運動と対応させた能動的観察にお
いて、身体運動と視覚的変動との一貫性に関する学習に基づいてFlash-lag効果と
いう視覚的錯誤が減少することを明らかにした。能動的観察の特性を明らかにした
研究として注目され、『心理学評論』に招待論文１本を執筆、招待講演２本を行っ
た。
　(3)は、運動捕捉と呼ばれる運動錯視の成立基礎が検討された。運動捕捉につい
てはほとんど研究が行われていなかったが、それが、刺激の群化と、それぞれの群
における運動情報の蓄積に基づくことが明らかとなった。このテーマについては、
招待講演１本を行った。

1 1202
知覚情
報処理

色彩情報処理によるマテリアルの質感に関する
研究

　人間は、物体の質感知覚に基づいて、価値や
行動判断を行っているが、質感知覚メカニズムは
解明されておらず、マテリアルが有する質感を工
学的に扱うことができなかった。本研究は、色彩
情報工学の観点から、マテリアル表面から受ける
質感の認知に関わる人間の情報処理の特性を
客観的に明らかにし、それらの理解に基づいて、
質感情報の獲得や３次元プリンタ等による質感
生成に関する工学技術の発展を推進することを
目的とする。

SS

　(1)は、カメラによる計測画像から、電子回路の素子を切り出し、さらにそのマテリ
アルを自動識別する方法を提案しており、被引用回数が13件に達している。
　(2)は、能動照明を用いたマテリアル表面特性の計測方法を、世界に先駆けて実
現した点が高く評価され、OSA学会が編集する17論文誌の全論文の「注目論文
(highlighted article)」であるSpotlight on Opticsに選定された。
　(3)は、実物体と画像再現されたマテリアルの質感の違いを解析し、視覚研究の
分野で権威ある学術雑誌の一つであるVision Research (IF=2.6)において公開され
ている。また、これらの論文等から構成される「色彩情報処理による質感の計測・解
析・再現」の研究課題が、2011年～2015年の4年にわたって、科学研究費補助金
新学術領域研究に２度続けて採択され、さらに2015年より5年間にわたって、同領
域の計画研究として採択された。これまでの成果に関して、2015年11月にエジプト
で開催される International Conference on Advanced Intelligent Systems and
Informatics において、基調講演を依頼されている。
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【学術的意義】
　長い間ミステリーあるいは測定不可能と言われてきた有機半導体の課題を解明
した研究である。(1)は，代表的な有機半導体を用いて禁制帯中の未知の電子準
位を定量的に測定しその原因を特定した。(２)は有機半導体/電極界面で絶縁性
の分子が突然金属に変化するミステリーを実験・理論，物理学・化学の両面から解
明した研究で，新しい化学を提示した。また(3)は，不可能と言われた電気的絶縁
物である有機半導体単結晶の精密な光電子分光技術を確立した最初の報告であ
る。これによってルブレン単結晶の電導ホールの有効質量を決定しホール移動度
や寿命を得た。これらの研究によって，有機半導体の物性が，有機結晶が共通し
て持つ普遍的性質に起因することを示した。

【社会的意義・評価】
　これらの研究は，窒素ガス中でのデバイス製造プロセスの根本的見直しを提言
し，産業化に不可欠なデバイスの移動度・劣化の改善法の他，電極表面の一般的
分子による修飾・機能化の方法を開拓した。　これらの成果は有機半導体の基盤
物理・化学への貢献だけでなくデバイス製造技術の革新にも貢献しており社会的
意義が大きい。上記3研究に代表される研究については，29件におよぶ国際会議
での基調・招待講演（2010-2015.4月）が行われ国際的に極めて高い評価を得て
いる。加えてG-COEの事後評価においても最高ランクの評価を得ている。尚，本
成果は，博士課程レベルの指導書としてSpringerよりH27年1月に出版された
[“Electronic Processes in Organic　　Electronics: Bridging Nanostructure,
Electronic States and Device Properties”, Eds: H. Ishii, K. Kudo, T. Nakayama,
and N. Ueno, (Springer, 2015)].

　本研究科の学際的な新たな学問の創成、国際的研究拠点形成を目指す目的に沿って、各分野の特性に合わせた判定基準により評価を行った。学術的国際評価の優れた論文誌への投稿や外部資金等研究予算の取得状況等、学術面における国際的な評価に加えて、社会的インパクトが高く
現代社会の諸問題の解決に直結する応用的、実用的な成果も重視し、社会的貢献面での評価を判断基準とした。

２．選定した研究業績

応用物
性

44015

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
細目名

細目
番号

業
績
番
号

有機半導体固有の性質の解明とそれを利用した
高効率デバイスの開発に関する研究

　G-COEでは有機半導体と無機半導体の本質
的違いを研究し，有機半導体に固有の性質を活
用した高効率デバイスの開拓をめざした。前者
は分子結晶の電子状態研究であり，後者はその
電子構造と電気伝導度を量子論的にリンクする
研究である。有機固体対応の革新的な光電子分
光法などの開拓によってこれらを実現し，物理
学・化学およびデバイス工学を俯瞰した基礎研
究に加え実用化に必要な方法の開拓について
革新的成果を得た。

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

SSSS
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代表的な研究成果
【最大３つまで】

3 4302
ナノ構造

物理

「走査トンネル顕微鏡によるスピン偏極単一有機
分子を介する磁気伝導現象の解明と制御」

　1-nmサイズの単一有機分子は、次世代素子を
実現しうる有力なナノ材料の一つである。原子分
解能を有する走査トンネル顕微鏡(STM)を用い
て磁性電極基板上の単一有機分子を正確に観
察し、単一有機分子磁気接合および伝導測定
に世界で初めて成功した。単一分子に誘起する
新たなスピン偏極電子状態密度が磁気伝導の
原因であると判明した。

S

【学術的意義】
　(1)は、世界で初めて単一有機分子がスピントロニクス素子として有効である事を
実証した論文、(2)は有機分子で１個の鉄原子をコートすることでスピンスイッチとし
て使用できることを実証した論文、(3)はこれらの分子の磁性電極のスピン偏極度
の定量測定結果である。これらは2012年度、日本物理学会の第6回若手奨励賞、
日本磁気学会の内山賞の対象となった。)は世界的権威であるNature系雑誌に掲
載され、(3)も当該分野で伝統・権威ある学術誌である。本業績に関して、4th
Worldwide Universities Network (WUN) International Conference on Spintronics
(2012年7月25日)やSPS’12 & SPSTM-4国際会議（2012年9月11日）に招待講演を
依頼され、以2015年までに30を超える学会・セミナーにて招待講演を依頼されてき
た。

【社会、経済、文化的意義】
　本研究成果に関して記者会見を2度行い、全国紙への掲載を通して成果を国民
の皆様へ発信してきた：「インクの分子で、世界最小・磁気センサーの開発に成
功！」読売新聞、毎日新聞、千葉日報 (平成23年2月21日)、「１個の鉄原子で情報
記録に成功！～世界最小・ナノ分子磁気メモリ～」千葉日報、読売新聞、産経新
聞 (平成24年7月11日)。これらの成果は産業界・学術界に強いインパクトを与え、
2015年現在、科研費・新学術領域研究・研究領域提案型H25-H29、JST　Impact
「革新的研究開発推進プログラム」H26-H28, 東芝研究開発センター&千葉大学
共同研究 H26-H28, を始め様々な分野において研究プロジェクトを連携し、当該
研究分野を牽引してきている。

4 4303
ナノ材料

化学

自己組織化構造材料の創製とその工学適応用
の研究

　本研究は、分子が発現する新奇な自己組織化
現象を見出し、その結果生成する構造物を画像
工学材料やエネルギー化学材料へと応用しよう
とするものである。具体的には、導電性有機オリ
ゴマーや無機金属酸化物が自己組織化して、ナ
ノワイヤーあるいは超高規則性分子配向膜を形
成することを利用し、世界初の金属フリー金属調
光沢塗料および最大級の電気容量を備えたキャ
パシタを創製した。

S

　（１）の内容は、国際会議85th JSCM Anniversary Conference (2013年, 東京)に
おいても報告され、ポスター賞を授与された。また、本論文内容に関して共同研究
依頼が少なくとも20社あった。
　（２）は近年その開発が急務とされている透明導電性フィルムの開発に発展し、
2014年度色材研究発表会において、優秀講演賞を授与された。
　（３）は蓄電素子に関する最難関雑誌(IF=5.21)に掲載された研究である。当該教
員は平成26年度日本画像学会フェロー表彰者に選出された。
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イオン液体の研究

　本研究は、長年の謎であった一次相転移のダ
イナミクスの解明に向け、新しいページを開い
た。超高感度熱量計（～nWレベル、通常のDSC
の1000倍高感度）を開発し、さらに核磁気共鳴
（NMR）を用いて緩和時間からダイナミクスの情
報を得るなど、多様な測定手段の開発・改良を
重ね、それらを駆使することによって、相変化時
に起こる動的ゆらぎを時々刻々の熱の出入りとイ
オンの動きとして捕らえることに成功した。

7 4901

素粒子・
原子核・
宇宙線・
宇宙物

理

銀塩写真感光材料を用いた放射線飛跡検出手
法の開発

　銀塩写真感光材料は原子核乾板として、その
高い分解能特性から，現在も素粒子の検出等で
不可欠の手段である。観察手法が白黒写真画
像の光学顕微鏡観察という初期の時代のままで
あったものを、写真感光理論の知見を元に、カ
ラー現像の応用、金沈着現像法という新規な現
像法の開発、飛跡の蛍光標識化法という新規な
検出法の発案などの、飛跡検出技術の新規開
発・改良して、素粒子検出・宇宙線解析分野で
の進歩に寄与した。

S

　本研究は、複雑凝縮系の分子科学の研究業績として、規則構造を持たない系を
対象として『
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ネット
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非接触給電システムにおける高効率化に関する
研究

　本研究は非接触給電システムについて数理モ
デルを構築することで、従来より課題となってい
たシステム全体の高効率化を実現した。さらに独
自の特許技術である数値計算アルゴリズムを応
用することで、高効率設計の自動化を可能とし
た。非接触給電システムに対し、理論と数値計算
の両面からのアプローチを可能とした点が画期
的であり、これによりこれまで設計が困難とされて
いた複雑なシステムにおいても高効率設計が可
能となった。

SS

　(1)は非接触給電システムの送電側に関して、効率最大化を達成するための設計
理論を、 (2)はそれをさらに拡張し最適動作外の数理モデルを確立している。これ
らは当該分野トップ10ジャーナルを含む米国電気電子学会の論文誌に採択され
ており、また、(1)の研究成果に関しては「電子情報通信学会非線形問題研究会発
表奨励賞」を受賞するなど、研究内容は国内外で高く評価されている。(3)は無線
結合部、受電器も含めた非接触給電の数理モデルを導出し、その上でシステム全
体の高効率化を達成するための設計理論をまとめたものである。(3)の内容に関し
て中国の湘潭大学やシンガポールのNTUで特別講演を行い、国内でもMWE2013
での「マイクロ波高効率電力増幅と高効率整流」、パワーエレクトロニクス技術研究
会における「無線電力伝送システムにおける高効率化のための高周波スイッチン
グ電源の応用」など、計５回の招待講演を行った。

高機能性発酵飼料によるノンメタポークの開発

　本研究は、未利用資源を用いた発酵飼料を用
いることで、筋肉中の脂肪分が減少し、家畜の成
育促進につながることを明らかにした。さらに発
酵飼料に含まれ、プロバイオティクスとして働くバ
クテリア種を同定したものである。その成果を活
用するため、千葉大学発ベンチャーが起業さ
れ、「ノンメタポーク」として製品化された。家畜生
産物の高付加価値化を可能としたものである。

　(1) は骨格筋肥大における新規の分子機構を解明した点で独創性があるため，
第84回 日本生化学会大会  鈴木紘一メモリアル賞の受賞対象となり，新聞でも報
道された（産経新聞・毎日新聞2010.12.10, 朝日新聞2010.12.21）研究である。ま
た，当該研究で着目したnebulin遺伝子変異によるネマリン筋疾患や，nebulette遺
伝子など筋原線維構成因子の変異による拡張型心筋症がマウスやヒトにおいて報
告された。したがって，筋原線維形成におけるアクチン線維形成機構の破綻が病
因となって筋疾患を誘導する可能性が示唆されるため，当該研究は臨床医学的意
義がある。一方，横紋筋肥大における筋原線維形成の分子機構の普遍性を解明
した研究が (2) および (3) である。これら一連の研究は，骨格筋肥大の分子機構
の解明に留まらず，心肥大の病因が明らかになるため学術的・臨床医学的意義が
あり，卓越した研究であると判断できる。

SS

　平成22年度に本学を事業主体として戦略的基盤技術高度化支援事業（委託者：
関東経済産業局）が実施され、未利用資源を用いた家畜の成長を促進させる高機
能性発酵飼料の製造技術が開発された。また、家畜の成長を促進するプロバイオ
ティクスとしてBP-863株が単離され（J. Appli. Micobiol. (2013)114: 1147-157）、同
株については2014年に国内特許として登録された。
これらの成果をもとに2013年に本学発ベンチャー企業「株式会社サーマス」が起
業された。この発酵飼料によって生育した家畜は内臓脂肪が少なく、「ノンメタポー
ク」として2013年に製品化された。これらの研究と実用化の内容は、児玉教授と県
知事とのラジオ対談（2014年12月7日）、テレビ朝日にて研究内容紹介放映（2014
年10月17日）、日経新聞（2015年2月5日、4月28日など）等に取り上げられた。家
畜生産物の高付加価値化を進めたという点で日本畜産業の発展に大きく寄与して
いる。

筋原線維形成の分子機構に関する研究

　これまで骨格筋肥大はインスリン様増殖因子 
(IGF-1) により活性化されるPI3K-Akt経路により
タンパク質合成を介して起こる。その一方で，骨
格筋肥大には筋原線維の形成が不可欠である
が，その機構は不明であった。本研究は， IGF-
1による筋肥大の過程で筋原線維形成に必要な
アクチン線維形成の分子機構を解明した。さら
に，この機構は生理的な筋肥大に必要不可欠な
役割を果たしていることが明らかになった。

SS
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掲載論文のDOI

（付与されている場合）

(1) 後藤弘子
ストーカー行為に
対する警察の対応
とその問題点

犯罪と非行 178号 p.1８～p.39 2014

(2) 後藤弘子

長崎ストーカー殺
人事件　ＤＶへの
認識不足が招いた
悲劇

世界 830号 p.25～p.28 2012

(3) 後藤弘子

The new role of
police to prevent
further
victimization by
stalkers

The 14th Annual
Conference of the
European Society
of Criminology
（プラハ、チェコ共
和国）

2014

(1) 北村賢哲
「弁護士報酬規制
の源流」

伊藤眞先生古稀
祝賀論文集・民
事手続の現代的
使命

pp.1353-1382 有斐閣・2015

(2)
Kentetsu
KITAMURA

Organization of
Legal Profession in
Japan'

ICCLP
Publications No.
13: Japanese
Reports for the
XIXth
International
Congress of
Comparative Law
(Vienna, 20-26
July 2014)

pp.115-139

International
Center for
Comparative Law
and Politics, 2015

(3)

(1) 田中宏治

ドイツ新債務法に
おける代物請求権
の範囲――タイル
事件――

千葉大学法学論
集

27巻2
号

87頁～115頁 2012年

(2) 田中宏治

ドイツ新債務法に
おける脱法行為の
効果――ドイツ民
法475条1項後段―
―

千葉大学法学論
集

28巻1・
2号

153頁～169頁 2013年

(3) 田中宏治
共通欧州売買法提
案のためのドイツ
私法学会臨時大会

千葉大学法学論
集

29巻1・
2号

321頁～347頁 2014年
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　(1)(2)いずれも、「弁護士報酬の敗訴者負担に関する議論の近況」青山古稀
（2009）において示唆されていた、弁護士の依頼者に対する従属性の強さの根源
を掘り下げるものである。
　(1)は、法制史的検討を弁護士の報酬構造について行ったものであり、我が国に
おいて古くからの慣習と理解されていた着手金と成功報酬の二階建構造が、昭和
初期の弁護士法改正調査委員会における妥協の中から生み出されたものであるこ
とを明らかにした。同委員会の議事録は戦後失われていたと思われていたが、これ
を発見した点にも学術的意義がある。
　(2)は、前述2009年論文をきっかけに国際比較法学会より依頼された2014年の
ウィーンでの同学会大会におけるナショナルレポートである。弁護士と司法書士の
対比を示されており、自治に関して現在真逆の二つの専門職種が、歴史的には同
質性を有していたこと、戦後も社会的機能として同質性を保持していたことを、外
国の読者を想定して簡明に分析している。

業
績
番
号

弁護士行動規制の研究

　本研究は、弁護士に関する諸規制に関し、弁
護士報酬敗訴者負担の可否を中心としつつ、報
酬体系、倫理規定や懲戒手続など、広範囲に渡
る問題が相互に連関していることを確認し、ある
べき規制を検討するにあたっての基本的視座を
比較法的ないし法制史的検討から得ようとするも
のである。弁護士規制に関して本格的な学問的
検討を行おうとすることは、報酬規制に関するも
のを除けば先例は乏しく、また、報酬規制に関し
ても従来当然視されていた報酬構造が、昭和に
入ってから形成されたものであることを明らかにし
た点で画期的である。

学
術
的
意
義

　法曹養成に特化した専門職大学院として、司法試験、司法修習と連携した基幹的な法曹教育の前期段階を担う本研究科は、研究においても、理論と実践の双方を視野に入れ、とくに両者の架橋を目指している。各法分野において今まさに解決が迫られている諸問題について、法理論的、政策
的、歴史的及び比較法的観点から研究を行い、その成果を法実践の場に還元していくことが、本研究科における研究の第一の目的である。以上のことから、まさに現在進行形の問題に関して、実務への具体的提言を含む研究業績を選定した。

２．選定した研究業績

民事法
学

36062

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】
細目名

細目
番号

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

SSS

代表的な研究成果
【最大３つまで】

3 3606
民事法

学

ドイツ新債務法の研究

　わが国の民法（債権法）改正作業においては、
比較法資料が利用されているところ、2002年に
施行されたドイツ新債務法がその中心的存在で
ある。この研究は、ドイツ新債務法立法後に理論
上または実務上生じた解釈問題を2005年から継
続して扱っているものであり、本報告書掲載の3
点の研究成果は、それ以前の9点の成果と一体
を成すものである。

S S

SS

（1）の論文は、この研究の基本となる論文で、犯罪と非行という刑事政策学におい
ては定評のある雑誌からの「ストーカーと現代社会」という特集の巻頭論文として依
頼を受けて執筆したもので、7本の論文のうちの最初に位置している論文である。
（2）の論文は、一般雑誌として定評のある出版社からの依頼で執筆されたもので、
この分野についてあまり知識がない一般の人たちに対する解説としての意味を
持っている。（3）の学会報告は、報告要旨の査読の上、ヨーロッパでは歴史のある
学会において報告が認められたものである。なお、この研究の成果により、2012年
5月には千葉県警察本部で講演を行っているほか、2012年10月より、警察大学校
警部任用科生活安全課程において、年に3回ほど講義を行っている。警察大学校
は警察庁付属の組織であり、警部任用科では全国の県警から警部に新たに昇進
する警察官が学んでいる。

【学術的意義】
　(1)は，追完請求権の一つとしての代物請求権の範囲に関する解釈論を検討す
る論文，(2)は，脱法行為が生じた場合の法律効果の帰属先に関する解釈論を検
討する論文，(3)は，共通欧州売買法提案のために開催されたドイツ私法学会臨時
大会をリポートする形で同提案を批判的に検討する論文である。(1)については既
に古谷貴之「ドイツ売買法における売主の瑕疵担保責任に関する一考察――債
務法改正から10年を経て――」産法47巻2号（2013）125頁に引用されている。これ
ら3点の研究成果は，2009年度以前に9点の成果を公表済みの研究テーマの一部
であり，それらは，わが国が民法（債権法）を改正するに当たって重要な比較対象
となるドイツ新債務法の研究としては唯一実務上の判例理論を包括的に追跡・検
討するものである。

【社会，経済，文化的意義】
　わが国の民法（債権法）改正は，多くの比較法資料に基づいて検討されたが，そ
の中でも，拙稿などによって紹介されたドイツ新債務法の先進的な理論が尊重さ
れたため，結果的に，少なからぬ規定がドイツ新債務法を参考にしてに改められる
ことになり，「民法の一部を改正する法律案」が前期国会から継続審議中である。
具体的諸規定においても，「民法の一部を改正する法律案」の第412条の2（履行
不能），第422条の2（代償請求権），第562条（買主の追完請求権）の三箇条は，従
来の民法典には存在しなかった新規性の高い規定であり，ドイツ新債務法との類
似性が顕著なものであるが，その立法に本研究，とりわけ第562条に関して(1)の寄
与を見出すことができる。

1 3605
刑事法

学

ストーカー犯罪に関する研究

　本研究は、ストーカー犯罪に関連して、従来ま
であまり考証されてこなかった、親密な関係にお
ける暴力であるドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）
の後に起こるストーカーに対する警察の対応が
どうあるべきかという視点から考察したものであ
る。本研究では、特に、法制度が異なるために警
察にとって認知しにくいＤＶとその後に引き続い
て生じるストーカー行為との関連に着目し、適切
な制度構築についての視座を提供した。

S

a)  b) c) d) e) f) g) 
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(1)

Josaphat Tetuko
Sri Sumantyo,
Masanobu Shimada,
Pierre Peter
Mathieu, and
Hasanuddin Zainal
Abidin

Long-term
Consecutive
DInSAR for Volume
Change Estimation
of Land
Deformation

IEEE
Transactions on
Geoscience and
Remote Sensing

Vol.
50, No.
1

pp. 259 – 270 2012 10.1109/TGRS.2011.2160455

(2)

Josaphat Tetuko
Sri Sumantyo,
Masanobu Shimada,
Pierre Phillipe
Mathieu, and
Hasanuddin Zainal
Abidin

Long term
continuously
DInSAR technique
for volume change
estimation of
subsidence

The 17th Remote
Sensing Forum,
The Society of
Instrument and
Control
Engineers (SICE)
Proceedings

No.
10PG0
001

 pp. 9-12 2010

(3)
Josaphat Tetuko
Sri Sumantyo

DInSAR Technique
for Retrieving
Volume Change of
Volcanic Materials
on Slope Area

Space,
Aeronautical and
Navigational
Electronics,
SANE2011-112,
IEICE Technical
Report

Vol.
111,
No.
239

pp. 269-273 2011

(1)

Irie, H., K. F.
Boersma, Y.
Kanaya, H.
Takashima, X. Pan,
and Z. F. Wang

Quantitative bias
estimates for
tropospheric NO2
columns retrieved
from SCIAMACHY,
OMI, and GOME-2
using a common
standard　for East
Asia

Atmospheric
Measurement
Techniques

Vol.5 pp. 2403-2411 2012 10.5194/amt-5-2403-2012

(2)

(3)

　論文(1)は2011年度の大気化学研究会奨励賞「衛星・地上リモートセンシング観
測の複合利用による大気汚染物質の時空間分布に関する研究」をさらに発展させ
た論文である。本論文は大気科学分野で権威のある国際学術雑誌の一つである
『Atmospheric Measurement Techniques』（インパクトファクター3.376）に掲載され
ている。本論文はWoS Top10%論文（平成27年度）である。
　また、本業績に関連して、権威のある米国地球物理学会(AGU)の国際会議にお
いて同題目の演題で口頭発表を行った。その他、この関連研究で国際会議で５件
の講演、国内学会で６件の講演を行った。

業
績
番
号

合成開口レーダ（SAR)システムの開発とその応
用に関する研究

　本研究ではグローバル地殻変動を観測するた
めに、無人航空機・航空機・小型衛星に搭載す
る円偏波合成開口レーダ（CP-SAR）の開発およ
びその応用研究を実施している。特に、CP-SAR
のシステム開発では独自の設計による新しい円
偏波アンテナ、FPGAのチャープ発生器、GaNに
よるRFシステム、高速ADC・DACシステム、画像
信号処理装置を開発した。また、SARデータを地
盤沈下、土砂崩れの観測に応用した。

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

SS

代表的な研究成果
【最大３つまで】

2 1401
環境動
態解析

対流圏二酸化窒素濃度の複数種の衛星データ
の定量的検証

　本研究は、大気環境中で極めて重要な役割を
果たす二酸化窒素の対流圏中濃度に関し、これ
まで整合性が未確認の異なる３種類の衛星セン
サーのデータを、独自の観測手法により地上か
ら長期多地点で得たロバストなデータを利用し、
同一基準で定量的に検証したものである。これ
により、衛星データを複合利用する事で従来より
も詳細な大気環境研究が可能であることを提案
した。

法人番号 国立大学法人千葉大学

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

学部・研究科等番号 学部・研究科等名 環境リモートセンシング研究センター

○

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】
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【学術的意義】
　論文（1）は、干渉微分合成開口レーダ（DInSAR)による地殻変動量推定の論文
であり、平成27年度において、WoS Top10%論文である。この論文内容は国際的に
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society (GRSS) Newsletter雑誌で注目され
る論文として紹介された。また、国内でも電子情報通信学会宇宙・航空エレクトロニ
クス（IEICE SANE）、日本機械学会などの雑誌で紹介された。関連する内容の論
文（2）は計測自動制御学会（SICE、2010年）でBest Paper Awardを受賞した。ま
た、同様に関連する論文（3）は、電子情報通信学会（IEICE、2011年）と米国電気
電子学会（IEEE、2011年）が共催する学会でBest Paper Awardを受賞した。本研
究内容のDInSAR、円偏波合成開口レーダに関して、2010年度から現在まで84回
の基調講演、招待講演と162回の一般講演をし、日本テレビ、フジテレビ等にも放
送され、国内外の雑誌に47件の記事が掲載された。

【社会、経済、文化的意義】
　論文（1）～（3）の円偏波合成開口レーダ（CP-SAR)とその応用によって、グロー
バル地殻変動をより詳細かつ高精度に観測することができる。本研究により開発し
た手法は、JICA-JSTプロジェクトで技術移転としてCP-SARシステムと共にマレー
シアに提供した。また、東京都内、インドネシア・ジャカルタ等の大都市に発生した
地殻変動の観測でも利用された。CP-SARシステムに関して、マレーシア政府をは
じめ、台湾政府、インドネシア政府、韓国政府とも国際共同研究を実施している。
将来、地殻変動と環境変化を高精度かつ詳細に観測することが期待できる。

S

　本研究センター（CEReS）は、千葉大学環境リモートセンシング研究センター規程の中でその目的として「センターは，全国共同利用施設として，リモートセンシング及びその環境への応用に関する研究を行い，かつ，国立大学法人の教員その他の者で，この分野の研究に従事するものの利用に供する
ことを目的とする。」と述べている。これを受けて平成23年に、次の「CEReSの使命」を決定した。本センターは次の研究を推進する使命を持つ。「１．リモートセンシングに関する先端的な研究を行うこと。２．リモートセンシングデータを用いて地球表層環境変動研究を発展させること。３．リモートセンシング
を社会に役立てる研究を行うこと。」これら３つの使命の方向性に該当する研究業績の中で業績結果が学術論文としての公表されているものを対象とし、その成果が関連研究者あるいは社会へより大きく貢献していると考えられる研究業績を選定している。

２．選定した研究業績
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態解析
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１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

学部・研究科等番号 学部・研究科等名 真菌医学研究センター

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
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番号

共
同
利
用
等

【学術的意義】
　（１）は、真菌特有の細胞壁成分を認識する受容体としてDectin-2を同定し、
Dectin-2によって開始される一連の免疫反応を詳細に解析し、真菌感染に対する
生体防御における重要性を明らかにした。本研究成果は、免疫専門誌Immunity
(IF=21.564)に掲載された。掲載後５年間で200回以上引用され、世界Top1%論文
にランクされている。
　さらに（２）では、Dectin-2が結核菌特有の細胞壁成分も認識して免疫系を活性
化するすることを明らかにし、同じくImmunity誌に掲載された。この成果は、世界
トップの免疫学総説誌Nature Review Immunology (IF=33.836)のハイライトで取り上
げられた。
　(3)では、同じく病原真菌の認識と排除に必須の分子であるDectin-1が、癌細胞
を直接認識し、免疫系を活性化させることでその排除を促していることを明らかに
し、eLife誌（IF=8.519）に掲載された。

【社会、経済、文化的意義】
　（２）は日本経済新聞、毎日新聞など多数の全国紙で取り上げられ、Dectin-2を
標的にした分子が、結核など種々の感染症や癌に対するワクチン効果を高める効
果によって臨床応用につながる可能性が報道された。(3)の成果も、新たな癌免疫
療法開発へつながる可能性があり、大きく期待されている。

業
績
番
号

糖鎖認識受容体と免疫応答に関する研究

　糖鎖認識性の分子C型レクチンのDectin-2が、
真菌細胞壁糖鎖を認識し真菌排除に必須であ
ること、また病原細菌の認識と防御にも重要であ
ることを世界で初めて明らかにした。また、類似
分子Dectin-1が、癌細胞認識に関与しているこ
とも明らかにした。これらは、糖鎖認識受容体が
広く免疫応答と生体防御に関与していることを明
らかにした画期的な成果である。

学
術
的
意
義

　本研究センターは、超高齢化などの社会構造変化に伴って増加する真菌感染症を含む難治性感染症克服を目指した基礎・臨床研究を推進し、共同利用・共同研究拠点として当該領域の核となり、世界レベルの研究成果を発信する拠点を形成することを目的としている。第２期中期目標期間中
には、病原真菌や真菌症研究の強化に加え、学長主導により外部から招聘したセンター長による改革により、異分野領域研究の導入や研究者ネットワーク形成の推進、附属病院での真菌症専門外来の開設などを実行し、拠点機能と研究力の強化を実行してきた。したがって、難治性感染症の克
服につながり得る世界に通用する研究成果を発信することが重要である。それらを踏まえ、ここでは難治性感染症の治療や予防へつながるイノベーション創出へつながる可能性のある学術的にも社会的にもインパクトの高い研究業績を選定している。
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代表的な研究成果
【最大３つまで】

3 7913 免疫学

腸内細菌と宿主免疫細胞による感染防御基盤
の形成についての研究

　本研究は従来まで詳細が不明であった病原体
感染に対する宿主の腸管バリア機構の形成につ
いて、分子・細胞・個体レベルでの解明を試み
た。特に腸管において自然、獲得免疫を司る自
然リンパ球とTh17細胞の分化誘導と機能制御シ
ステムに着目し、病原体感染に対する防御基盤
の形成に重要なTh17細胞の恒常性制御と上皮
細胞の糖鎖修飾機構を明らかにした。

SS

S

【学術的意義】
　細菌を含む全血流感染症原因菌のうちカンジダは第４位7-8%であり、致死率20-
50%に達する重篤な日和見感染症を起こす。超高齢化により、本感染症の増加は
避けられないが、抗真菌薬は種類が少なく耐性菌の出現が問題となっている。開
発困難な理由は、薬剤耐性化機構や病原性に未知な点が多いこと、真菌には人
との共通分子が多く、抗真菌活性物質の多くが人体への副作用が有することであ
る。我々は、特に症例数が増加しているカンジダ・グラブラータについて、5千個全
遺伝子を個別に改変した株を作製し、諸問題の解決に向けて取り組んでいる。本
件は日経新聞(2013年10月10日)に記載された。改変株は共同利用のリソースとし
て既に利用され、新たな薬剤排出ポンプ（J Antimicrobial Chemo, IF:5.44）、カン
ジダが血中のコレステロールを利用し薬剤耐性化を獲得する機構（Molecular
Microbiology誌  IF:5.03）、ユビキチンリガーゼと病原性について（Molecular Cell.
IF:14.46）等が発表されている。現在、新たなヒトセンサータンパク(Science 投稿中)
や未知病原因子の特定に向けて解析中である。

【社会、経済、文化的意義】
　抗真菌薬の世界市場は、現在1.6兆円と10年間で2倍以上に急増している。しか
し、副作用の高いリスクを伴う抗真菌薬開発からは、多くの企業が撤退している。①
ヒトの遺伝子に類似性のない遺伝子の中から、改変株を用いて本菌が動物の体内
での生存に必須な遺伝子をスクリーニングした。②千葉大学の保有する合成化合
物ライブラリーの中から、抗真菌活性を有し且つ動物細胞に毒性のない物質をス
クリーニングした。今後②の物質の中から①で提示された遺伝子の産物を標的に
する物質を特定し抗真菌薬のシーズとする。本研究は医療と経済に寄与する。

○

【学術的意義】
　（1）は、腸内細菌と腸管免疫を司る自然リンパ球が上皮細胞の糖鎖修飾を誘導
することで、病原体感染に対する防御基盤を形成していることを示した論文であり、
世界トップの科学雑誌サイエンス（IF=31.477）に掲載された。腸管における新規自
然免疫反応の発見にとどまらず、腸内細菌との共生と病原性細菌の排除の仕組み
を分子・細胞・個体レベルで示した医学、生物学分野において画期的な研究成果
となっている。またこの成果はNature Review Immunology誌 (IF=33.836)のハイライ
トで紹介された。
　（2）は、病原微生物感染に対する獲得免疫応答を司るTh17細胞の誘導および
制御機構を明らかにした論文であり、免疫専門誌Immunity (IF=21.564)に掲載され
た。樹状細胞と自然リンパ球によるTh17細胞の正と負の制御機構を明らかとし、腸
管におけるTh17細胞の恒常性維持機構を示した極めて重要な研究成果である。
　(3)は（1）と(2)の内容を中心に、腸管恒常性維持と宿主の病態制御についてまと
めた総説である。

1 7911
細菌学
（含真菌

学）

病原真菌の網羅的遺伝子機能解析による病原
因子と抗真菌薬開発に向けた研究

　本研究において、病原真菌では世界初となる
フェノーム解析法（網羅的遺伝子機能解析）を開
発した。これは、近年問題となっているカンジダ
症を始めとする病原真菌の制圧プロジェクトの中
心的な役割を担うものである。フェノーム解析法
は、病原因子の特定や薬剤標的の探索につい
て、直接的且つ網羅的な遺伝子機能解析を可
能とする技術である。

S

【学術的意義】
　（１）では、感染に応答した自然免疫誘導において、RLRを介したシグナル増強
に、ストレス顆粒と呼ばれる細胞内凝集体の形成が重要な役割を担うことを世界で
初めて明らかにした。本研究の成果は、オープンアクセス誌PLoS One (IF=3.234)
に掲載され、掲載後平成27年末までに68回引用されており、世界Top10%論文にラ
ンクされた。
　（２）と(3)では、RLRの機能などについての総説であり、それぞれTrends in
Immunology (IF=10.399)とCurrent Opinion in Immunology (IF=7.487)に発表され
ている。後者は、発表１年弱の平成27年度末までに21回引用されており、世界
Top1%論文にランクされた。

○4 7913 免疫学

ウイルス感染センサーの同定と抗ウイルスシグナ
ル伝達の分子メカニズムの解明

　本研究は、ウイルスセンサーであるRIG-I-like
受容体（RLR）を介した自然免疫誘導シグナル伝
達機構の解析を実施した成果である。一連の研
究成果により、トムソン・ロイター社が選ぶ「Highly
Cited Researcher 2014」において世界的に影響
力ある免疫研究者（87名）として米山教授がリスト
アップされた。

SS

a)  b) c) d) e) f) g) 
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